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「2012 CSRレポート」について

編集方針

　本レポートは、富士重工業株式会社・国内関連会社・海外関連会社の

CSR（企業の社会的責任）の取り組み成果をご紹介し、お客さま・株主の皆さ

ま、お取引先・地域社会・従業員などのステークホルダーとコミュニケーション

を図り、取り組み内容のさらなる向上を目指すことを目的として発行しました。

　「特集」では、ステークホルダーの皆さまに特にお伝えしたい、富士重工

業グループの特徴的な取り組みを掲載しています。「富士重工業グループの

CSR」のパートでは、富士重工業CSR活動8項目（お客さま・商品、従業員、

環境、コンプライアンス、情報公開、調達、社会貢献、コーポレート・ガバナン

ス）に沿って、CSRの取り組みについてご報告しています。

　なお、本レポートは冊子版とweb版フルレポートで構成されています。冊子

版、フルレポートの掲載内容については2ページをご覧ください。

　また、2011年度版に引き続き、首都大学東京の奥真美教授に第三者意見

を依頼しました。この意見書は本レポート71ページに記載しています。

対象範囲

富士重工業株式会社（主要な生産・開発拠点の所在地）
■ スバル自動車部門

［群馬製作所（群馬県太田市ほか）、東京事業所（東京都三鷹市）］
■ 産業機器カンパニー［埼玉製作所（埼玉県北本市）］
■ 航空宇宙カンパニー［宇都宮製作所（栃木県宇都宮市、愛知県半田市）］
■ エコテクノロジーカンパニー［宇都宮製作所（栃木県宇都宮市）］

国内関係会社（国内関連企業部会参画の 5 社）
■ 輸送機工業株式会社（愛知県半田市）
■ 富士機械株式会社（群馬県前橋市）
■ 株式会社イチタン（群馬県太田市）
■ 桐生工業株式会社（群馬県桐生市）
■ 株式会社スバルロジスティクス（群馬県太田市）

海外関係会社（北米環境委員会参画の 4 社）
■ SIA: Subaru of Indiana Automotive,Inc.（インディアナ州ラフィエット）
■ SOA: Subaru of America,Inc.（ニュージャージー州チェリーヒル）
■ SCI: Subaru Canada,Inc.（オンタリオ州ミシサーガ）
■ SRD: Subaru Research & Development,Inc.（ミシガン州アンナーバー）

上記関係会社以外にも、国内スバル販売特約店の活動状況などを紹介しています。

対象期間

◦ 2011年度（2011年4月〜2012年3月）の実績と一部それ以前の取り組みや
   本レポート発行直前までのものを含みます。
◦ 本レポートにおける所属、役職等は、すべて取材当時のものです。

発行時期

前回発行：2011年 9 月
今回発行：2012 年 9 月
次回発行予定：2013 年 8 月

参考としたガイドライン

GRI「サステナビリティ レポーティング ガイドライン（第3版）」
環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」

編集方針

対象期間 発行時期

対象範囲

参考としたガイドライン 本レポートに関するお問い合わせ先

富士重工業株式会社　経営企画部
〒160-8316　東京都新宿区西新宿一丁目 7 番 2 号　スバルビル
TEL 03-3347-2033　FAX 03-3347-2381

本レポートに関するお問い合わせ先
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Contents 「特集」はフルレポート、冊子版で同じ内容を掲載しています。　※ただし、特集1の対談のみ、HTML版でロングバージョンを掲載しています。
「富士重工業グループのCSR」は、全開示項目をwebサイトに掲載し、特にお伝えしたいことを冊子版で活動ハイライトとしてまとめています。

http://www.fhi.co.jp/envi/csr/index.html

PDFおよびHTMLで、当社グループのCSRの取り組みを網羅的に紹介し
ています。
PDF版のページ構成です。HTML版も同じ構成で公開しています。

1	 編集方針・対象範囲
3	 トップメッセージ
5 富士重工業グループについて
6	 事業紹介

特集 “Motion-V”の実現に向けて
9	 特集 1　

 クルマをつくり、お客さまにお届けする
 “安心と愉しさ”を実現するための想いと技術
17	 特集 2　

 クルマづくりを通じて子どもたちに伝えたいこと
 スバルの次世代育成・キャリア教育の取り組み

20	 富士重工業グループのCSR

お客さま・商品
24	 お客さまとのコミュニケーション
25	 品質マネジメント
26	 安全なクルマづくり
27	 福祉車両への取り組み

従業員
28	 人材育成
29	 誰もが働きやすい職場づくり
30	 労使のコミュニケーション／心身両面の健康づくり
31	 労働安全衛生

環境
32	 環境委員長メッセージ
33	 環境マネジメント
37	 環境会計（富士重工業グループの 2011年度実績）
38	 環境パフォーマンス
40	 第 4 次環境ボランタリープラン [2007〜2011年度 ] 実績総括
44	 第 5 次環境ボランタリープラン [2012〜2016 年度 ] サマリー
46	 クリーンな商品
51	 クリーンな工場・オフィス
54	 クリーンな物流
55	 クリーンな販売・サービス
56	 自動車リサイクル
58	 海外関係会社の環境活動報告

コンプライアンス
60	 コンプライアンス順守／コンプライアンス体制と運営
61	 個人情報の保護

情報公開
62	 株主・投資家の皆さまへの情報開示／
	 お客さま・地域の皆さまとのコミュニケーション

調達
63	 お取引先との共存共栄の関係づくり

社会貢献
64	 社会貢献の基本方針／東日本大震災の復興支援活動
65	 乗り物文化の発展・交通安全の普及／モノづくり・人づくり
66	 地域貢献／ボランティア活動支援
67	 海外での取り組み

コーポレート・ガバナンス
69	 コーポレート・ガバナンス体制／内部統制システム
70	 リスクマネジメント

71	 第三者意見
72	 2011年度版からの改善

1	 編集方針・対象範囲
3	 トップメッセージ
5	 富士重工業グループについて
6	 事業紹介

特集 “Motion-V”の実現に向けて
9	 特集 1　

 クルマをつくり、お客さまにお届けする
 “安心と愉しさ”を実現するための想いと技術
17	 特集 2　

 クルマづくりを通じて子どもたちに伝えたいこと
 スバルの次世代育成・キャリア教育の取り組み

20	 富士重工業グループのCSR

お客さま・商品
21	 お客さまとのコミュニケーション
22	 品質マネジメント
23	 安全なクルマづくり
24	 福祉車両への取り組み

従業員
25	 人材育成／誰もが働きやすい職場づくり
26	 心身両面の健康づくり／労働安全衛生

環境
27	 環境マネジメント
28	 第 4 次環境ボランタリープランと第 5 次環境ボランタリープラン
29	 クリーンな商品
30	 クリーンな工場・オフィス
31	 クリーンな物流・販売／自動車リサイクル／
       海外関係会社の環境活動報告

コンプライアンス
32	 コンプライアンス順守／個人情報の保護

情報公開／調達
33	 株主・投資家の皆さまへの情報開示／
       お取引先との共存共栄の関係づくり

社会貢献
34	 交通安全／教育／地域／社会

コーポレート・ガバナンス
36	 コーポレート・ガバナンス体制／リスクマネジメント

37	 第三者意見
38	 2011年版からの改善

当社グループのCSRの取り組みのうち、特にステークホルダーの皆さまに
お伝えしたいことをダイジェストとしてまとめました。

環境シンボルマーク
2005年6月に、当社はスバルグループの
環境シンボルマークを設定しました。
マークの中心に「葉」をデザインし、「緑
の大地」と「青い空」の地球をコンセプト
とし、積極的に環境保全に取り組む想い
をこのマークに込めています。

表紙デザイン
当社の主力商品とCSR活動によって築
かれる明るい未来をイメージしています。

web版フルレポート冊子版
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自動車をコアとした事業活動を通じて
持続的に発展する「豊かな社会づくり」の実現を
推進していきます。

3トップメッセージ
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　新型インプレッサは、開発から生産、販売に至

るまで、「安心と愉しさ」をお客さまに届けたいとい

う私たち一人ひとりの想いが込められたクルマです。

計画を大きく越えるご注文を世界中からいただいて

おり、生産設備の能力増強などで、早くお客さまに

お届けできるよう努めています。

　環境面では、「常に地球環境と事業活動の深い

かかわりを認識し」「社会の持続的な発展を目指す」

当社環境方針に基づいて策定した第 5 次環境ボラ

ンタリープラン（2012 ～ 2016 年度）の取り組みがス

タートしました。地球温暖化対策、資源循環、公

害防止・有害化学物質使用削減、環境マネジメン

トのそれぞれの項目で、新たに、今まで以上の高い

目標を掲げ、その達成を目指しています。

　昨年は、3 月に発生した東日本大震災、そして、

その後の電力不足の問題やタイにおける大洪水など

相次いでサプライチェーンのリスクに直面し、事業

を継続していくことの重要性を再認識し、企業の社

会的責任を改めて実感した 1 年となりました。

　これからも、世界で事業を展開する「企業市民」

としての責任を果たしながら、世界の皆さまから信

頼される企業となることを目指してまいります。今後

とも、ステークホルダーの皆さまのご支援を賜ります

よう、宜しくお願い申しあげます。

　私たちは、企業理念で「豊かな社会づくり」を

謳っているとおり、事業活動を通じて持続的な社会

の発展に貢献することを富士重工業グループの使命

と考えています。現在取り組んでいる 2015 年度ま

での 5ヵ年中期経営計画“Motion-Ⅴ”においても、

CSR の目標として「社会的課題の解決に寄与する

商品・サービスを提供する企業」と「さまざまなステー

クホルダーとのかかわりを大切にする企業」を目指

すことを掲げて、活動を推進しています。

  具体的には、CSR 活動をお客さま・商品、従業員、

環境、コンプライアンス、情報公開、社会貢献、調

達、コーポレート・ガバナンスの 8 項目に分け、そ

れぞれに目標とする考え方をまとめ、それに則って

活動を推進する仕組みを整えています。本レポート

においても、この 8 項目に沿って、当社の活動をご

紹介しています。

　お客さま・商品面での昨年のトピックは、米国を

皮切りとした世界各国への新型インプレッサの市場

導入です。新型水平対向エンジンやアイドリングス

トップ機能の採用などで燃費性能を大幅に向上さ

せるとともに、レガシィで好評を博している先進運

転支援システム ｢EyeSight（ver.2）｣ を日本向けに

設定するなど、高い衝突安全性能の実現と合わせ

て、お客さまの「安心」を一層高めることに注力し

ました。また、新モデル「XV」は、基本性能の高

さとスタイリッシュで存在感のあるエクステリアデザ

インが多くのお客様からの支持を集め、販売を伸

ばしています。

代表取締役社長
CSR 委員長



5富士重工業グループについて

2011年度
売上高

15,171 億円

その他
142億円（0.9%）

スバル自動車部門
13,891 億円（91.6%）

航空宇宙部門
803億円（5.3%）

産業機器部門
336億円（2.2%）

社 名 富士重工業株式会社
（Fuji Heavy Industries Ltd.）

創 立 1953 年 7月15日

資 本 金 1,538 億円

従 業 員 数 27,123 名（連結）
12,359 名（単体）

本 社 東京都新宿区西新宿一丁目7 番 2 号
代表電話番号　03-3347-2111

売 上 高 15,171億円（連結）
10,389 億円（単体）

営 業 利 益 440 億円（連結）
11億円（単体）

経 常 利 益 373 億円（連結）
81億円（単体）

当 期 純 利 益 385 億円（連結）
93 億円（単体） 

連 結 子 会 社 国内 49 社、海外 21社

持 分 法 適 用
の 子 会 社

国内 5 社、海外 4 社

会社概要（2012 年 3 月31日現在） 2011年度売上高部門別比率（連結）

主な拠点紹介

＊売上高〜当期純利益の数値は 2011年度実績です。

＊グラフの数値は四捨五入のため、比率の総和が合わない場合があります。
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売上高推移（連結）

SCI:
Subaru Canada,Inc.

SRD:
Subaru Research & Development,Inc.

SIA:
Subaru of Indiana Automotive,Inc.

SOA:
Subaru of America,Inc.

海外関係会社

群馬製作所
伊勢崎工場

富士機械株式会社

株式会社イチタン

株式会社スバルロジスティクス

輸送機工業株式会社
宇都宮製作所 半田工場

桐生工業株式会社

宇都宮製作所 ※1

群馬製作所

埼玉製作所 ※1

東京事業所

本社

  本社
  富士重工業事業所・製作所
■ 関係会社

※1　本レポートでは、航空宇宙カンパニーとエコテクノロジーカンパ
ニーの生産拠点を「宇都宮製作所」と、また、産業機械カンパ
ニーを「埼玉製作所」と表記している場合があります。

当社および国内関係会社
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産業機器カンパニーでは、建設機械や産業機械に搭載する
「ロビン」ブランドの汎用エンジンと、ロビンエンジンを
搭載した商品を開発・生産・販売しています。また、ス
ノーモービルやバギーなどに使われる高性能エンジ
ン、エンジン駆動の発電機、投光器、ポンプ
などの製品も手がけています。

産業機器カンパニー
Industrial Products Company

所在地
■ 埼玉製作所（埼玉県北本市）

地球上のあらゆる環境下で使われる
汎用エンジンを量産しています

当社はスバル[SUBARU]ブランドのもと、クルマを中心とした輸送機器メーカーとして4つの事業部門を展開しています。

一人でも多くのお客さまの生活や人生をより豊かに満たしていくこと。
その想いを、すべての製品づくりに込めています。

事業紹介

当社は、1958 年に「スバル360」を発売して以来、日本の自動車産業の発展に寄
与してきました。1966 年に発売した「スバル1000」で水平対向エンジンを採用。
1972 年に世界初の乗用四輪駆動車を発売し、水平対向エンジンを核とした左右
対称のパワートレーンを「シンメトリカル	AWD」システムとして確立してきました。
また、「運転支援システム EyeSight」や、新世代のトランスミッション、
「リニアトロニック」の開発など、社会動向を踏まえながら常に新し

いチャレンジを続けています。

スバル自動車部門
SUBARU Automotive Business

快適で愉しい走りを約束するクルマをお届けします

所在地
■ 群馬製作所 （群馬県太田市、伊勢崎市、邑楽郡大泉町）

■ 東京事業所 （東京都三鷹市）

スバル風力発電事業については 2012 年 7月1日を

もって株式会社日立製作所へ事業譲渡しました。また、

塵芥収集事業については 2012 年12月28日

をもって新明和工業株式会社へ事業譲渡

する予定です。

エコテクノロジーカンパニー
Eco Technologies Company

住み良い環境と資源循環型社会に
貢献しています

ブランドステートメント

スバルは "Confidence in Motion" を通じてス
バルならではの「クルマのある自由で愉しい

生活」を提案し、自分らしい豊かな人生を
求める、より多くのお客さまの期待

に応えるために、自らを革新
し続けていきます。

当社の前身である「中島飛行機」の技術とスピリットを受け継ぎ、現在は
主翼などの複合材を含む航空機構造体の開発技術、無人機分野での IT
技術、飛行制御技術を融合した高度システムインテグレーション技術
などさまざまなカテゴリーでナンバーワン技術を確立しています。
ヘリコプターや固定翼機、無人機の開発・生産を行うほか、大型
旅客機の開発・生産にも参画。世界に存在感のある航空機
メーカーへの発展を目指しています。

航空宇宙カンパニー
Aerospace Company

所在地
■ 宇都宮製作所（栃木県宇都宮市）

多種多様な航空機の開発・生産に携わっています

©The Boeing Company



CSRのテーマ

1

Motion-V V（five）…5＝5年間、5つの取り組みに、
Vision、Value、Victoryなどの
頭文字Vをかけたもの

5つの
テーマ

3
販売力と供給力を強化して
“加速する規模の拡大”

＜販売、生産＞

4
原価構造改革、提携効果拡大など
“事業基盤を強化”
＜品質、原価、提携＞

2
お客さま視点を徹底した

“新たなスバルらしさの追求”
＜ブランド、技術、商品＞

すべての活動を貫く行動指針
Confidence in Motion

● 社会的課題の解決に寄与する商品・サービスを提供する企業
● さまざまなステークホルダーとのかかわりを大切にする企業

5
事業の具体的な取り組みを支える
“経営の質の向上”

＜人材育成、コーポレート・ガバナンス、CSRなど＞

2011-2015 年度 中期経営計画

「存在感と魅力ある企業」を目指す経営ビジョン

特集

"Motion-V"の実現に向けて
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▶P9 〜 16 

クルマづくりを通じて
子どもたちに伝えたいこと
スバルの次世代育成・キャリア教育の取り組み

特集 2

暮らしに身近な存在であるクルマを通じてだからこそ、子どもたちに伝えられる
ことがあります。工場見学でクルマづくりの現場を見たり、次世代育成・キャ
リア教育でのさまざまな経験を通じて、夢や希望をもって将来に挑む子どもに
育ってほしい。その想いの実践をご紹介します。

クルマをつくり、
お客さまにお届けする

“安心と愉しさ”を実現するための想いと技術

特集 1

「クルマの走りを極めることは、愉しみのためだけでなく、安全のため、環境性
能のためにも大切なことである」その設計思想が実際のクルマづくりでどのよ
うに実現されているのか、また、その想いを製造や販売の現場ではどのように
反映しているのか、対談や現場からの声を通じて掘り下げます。

▶P17 〜 19 

当社のコア事業であるスバル自動車部門の成長目標をもとに、
その基盤固めとなる2011年度から2015年度までの5年間の中期経営計画“Motion-V”を推進しています。
これまでどおり「お客さま第一」を基軸に置きながら、「安心と愉しさ」を提供するスバルの価値を高めるとともに、
商品ラインナップの拡充や生産体制強化を通じて事業を強化します。
ここでは、“Motion-V”の実現に寄与しながら社会課題の解決も目指す、スバルの取り組みを特集でご紹介します。
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クルマには、ドライバーや同乗者を守るためにさまざまな技術が駆使されています。しかし安全を確保する技術とクルマの性
能向上は、ときに相反することもあります。“走りのスバル”といわれるスバルは、それをどのように考え、取り組んできたの
か。2011年12月に発売された新型インプレッサ（4代目）の開発責任者である竹内明英PGM（プロジェクトゼネラルマネー
ジャー）に、経済ジャーナリストの船木春仁氏が聞きました。

クルマをつくり、お客さまにお届けする
“安心と愉しさ”を実現するための想いと技術

特集 1

はなく、常に安全や環境などとも絡む総合
性能としてレベルを上げてきました。
船木　スバルの安全に対する基本的な発
想を考えると、「ゆとり」や「余裕」というキー
ワードが浮かび上がってきます。「走りの性
能と乗り心地は相反しない」とか「正しいド
ライビングポジションを追求した室内空間」
などという特徴に、それを感じるのです。
竹内　まさに、「運転する人にストレスを感じ
させず、ゆとりを生むクルマでなくてはなら
ない」に尽きます。安全とは、事故によるケ
ガが軽いとか重いとかではなく、ドライバー
が運転に専念できるような「ゆとり」を生み
出すことです。高速道路で運転していてもふ
られないとか、ブレーキが踏んだ感覚通り
の停止距離でクルマが止まるなどですね。
船木　スバルの視界設計は、運転席から
クルマの周りにある1 メートルほどのものが

「Fun to Drive」を実現するクルマづくり
dialogue 対談

竹内　自動車業界には昔から「Fun to 
Drive」という言葉があり、新型インプレッ
サに限らず、スバルの自動車開発のモットー
は「環境性能と Fun to Drive の両立」で
あり、それを実現するのが開発陣の仕事で
す。ですから、スバル独自の技術である水
平対向エンジンや「シンメトリカルAWD」※1

などは、その技術だけを追求してきたので

船木　スバルのクルマづくりには不思議な
感慨を覚えます。安全の確保や環境対応、
そしてクルマの性能追求が別個にあるので
はなく、すべてを融合して総合性能を向上
させる姿勢を感じます。

走りの性能と環境性能、
安全性能は別個なものではない

船木春仁氏
（ふなき・はるひと）

経 済ジャーナリスト。新聞 社勤務
を経て 1989 年に独立。編集工房
PRESS F 主宰。モノづくりや情報通
信分野を中心に幅広く取材、執筆活
動を続け、安全問題にも詳しい。著
書に『GIS 電子地図ビジネス入門』（東
洋経済新報社）、『時代がやっと追い
ついた〜新常識をつくったビジネスの
異端者たち』（新潮社）など。
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一番ご苦労なさったのはどのような点ですか。
竹内　やはり、お客さまから「おっ、いい
ね」と言っていただけるクルマの追求でし
た。「このクラスで、この格好良さで、この
性能で、この価格か」と驚いていただける
クルマを目指しました。エンジンやパワーユ
ニットだけでなく、クルマから醸し出される
すべてに Fun to Drive が宿ると考えてい
ます。キャッチフレーズである 「ニュー・バ
リュー・クラス」の「クラス」には、今まで
とは違う上質感を表す新しい「インプレッサ
クラス」と呼んでいただけるような価値をお
届けしたい、という熱意を込めています。
船木　会社から離れて、1 人のエンジニア
として竹内さんがつくってみたいのは、どん
なクルマですか。
竹内　奇をてらっていない美しいクルマで
す。スポーツカーではなく、自分の感性に
触れて美しい日常の道具となるものですか
ね。ブランドの靴を買うと日常の中にちょっ
としたおしゃれが加わって「やっぱり良いよ
ね」と思うことがあります。そんな感覚で「ス
バルのクルマは良いよな」という言葉をお
聞かせいただけるようなクルマです。

きてもご高齢の方だと欠落してしまう部分
はあり、ついつい前方車両に接近し過ぎた
りする。そんなときに機械がバックアップし
て安全を確保し、クルマと人間が二人三脚
で走って行く形になります。
船木　EyeSight のような「目」をクルマが
持つ効用は計り知れません。技術の信頼性
は、半導体や MEMS ※3で十分に確保され
ていますから、今後は精度の向上や、ドラ
イバーとコミュニケーションの取り方などが
重要になってきますね。
竹内　そうですね。障害物をより細かく見
分けられるように精度を高めるとか、交通
信号や道路標識まで読むほど認知能力を
高めるとか、さらには状況に応じて警告を
出すなど期待が膨らみます。また、インプ
レッサのマルチファンクションディスプレイに
は、2 時間走ると、それを伝える仕掛けが
すでに組み込まれているのですが、そこか
らさらに一歩踏み込んで「休憩しましょう」
などと具体的な行動を促す仕組みも重要に
なってきます。
船木　さまざまな想いと技術が新型インプ
レッサには込められている訳ですが、開発で

見えることにこだわっていますね。それは、
ものすごく活発な時期にある 4 ～ 5 歳児を
想定したものでしょう。そういう部分にも安
全に対する考え方は如実に表れています。
竹内　乗り込んだ時の姿勢や見渡した視
界の広さなど、人間工学に基づいた研究を
開発の初期段階で「パッケージング検討」
と呼びますが、そこからすでに安全と Fun 
to Drive の融合作業は始まっているのです。
今回の新型インプレッサの開発では、そう
した点もきっちりと検証しています。
船木　試乗させていただきましたが、確か
に室内が明るかった。視力が数ポイント上
がったような感じです。
竹内　室内が明るいのは視界が広いことの
証明なのです。視界が広くなれば当然、安
全性は高まります。ドライバーがキョロキョ
ロしなくて良いですからね。明るいと人の
気持ちもわくわくして余裕の感覚が生まれ
ます。
船木　ゆとりや余裕は、日本の自動車交通
が高齢化する、つまりドライバーが高齢化
していくのを考えると非常に重要な技術開
発テーマになります。ただ、何もかもをクル
マに任せきりにするのではなく、運転者と
車が協調していく技術が求められますね。

竹 内　 例 え ば 運 転 支 援 シ ステム の
「EyeSight」※2 は、どんなに注意していても
起こりうる状態に対して機械がサポートす
る技術のひとつです。若い人ならば注意で

マン・マシーンのコミュニケーション
技術が、安全の新たな地平を開く

※1　シンメトリカル AWD ＝水平対向エンジンと左右対称

（SYMMETRY）のパワートレーンで構成された、スバル

独自の AWD システム。重心位置が低く、前後左右の重

量バランスにも優れた構造で、高速での直進安定性や悪

路でのコントロール性など、さまざまな状況下で高い走行

性能を発揮できる。

※2　EyeSight ＝ステレオカメラによって前方を監視するスバ

ル独自の技術で、前方車両などとの異常接近時にブレー

キ制御を行って衝突を避ける「プリクラッシュブレーキ」、

車間距離を制御して前方車両に追従走行する「全車速追

従機能付きクルーズコントロール」などの機能をもつ。

※3　MEMS ＝ Micro Electro Mechanical Systems。 電 子

回路や機械要素部品などをシリコン基板などの上に集積

化した電子デバイス

竹内明英
（たけうち・あきひで）

スバル商品企画本部 PGM　1982
年富士重工業入社。初代アルシオー
ネをはじめとする車体構造開発・設計
畑を歩む。2001 年に商品企画本部
に移り、2006 年から3代目インプレッ
サ専属 PGM。2008 年から 4 代目イ
ンプレッサ開発に挑んできた。53 歳

今回の対談前に、船木氏にはインプ
レッサに試乗いただき、EyeSight 
(ver.2) のプリクラッシュブレーキな
どを体験していただきました

特集 1 10



設計・開発 ▶ 製造 販売

スバルの技術進化の根底にあるのが、「クルマの走行性能は、ただ愉しみのためだ
けではなく、安全のためにも大切である」という思想です。一方でクルマには事故の
危険があり、CO₂や有害物質も排出します。その思想と現実を踏まえ、安全性と愉しさ、
環境性能を高度なレベルで融合させることを開発の目標と定め、そのために必要な合
理的なアプローチには偏見を一切持たないというクルマづくりを進めています。

カルAWDは、AWDの特性を極限まで追求。水平対向エンジン

を核とした左右対称のパワートレーンがもたらす重量バランスの

良さとAWDの相乗効果により、どのような走行シーンでも安心

かつ気持ち良い走りが続きます。

		そして、スバルが追求しているのは、クルマの形やインターフェー

スなどの初期的・基本的な設計に工夫を凝らすことで安全性を高

める「0次安全」です。ドライバーが疲れず、安心して運転に集

中できる視界設計やシートデザインなど、クルマの細部にも安全

への配慮を盛り込んでいます。

　ピストンを左右対称に水平に配置した水平対向エンジンは、回

転バランスが良く、低振動、低重心による優れた走行安定性を生み

出し、前面衝突時にはエンジンが下の方に潜り込むため衝突安全

性の向上にも貢献します。新型インプレッサに搭載された新しい水

平対向エンジン「新世代BOXER」は、クラストップレベルの燃費

性能だけでなく、中低速域を重視した実用性の高いトルク特性を

備え、環境性能とスポーティーな走りを高い次元で実現しています。

　一方、AWD（All	Wheel	Drive=4 輪駆動）には、走行安定

性や走破性に優れるという特徴があります。スバルのシンメトリ

「走りを極める」ことが、安全性を高め環境性能の向上にもつながる

木島浩
スバル技術本部 
パワーユニット研究実験第一部 
主査

半田昌巳
スバル技術本部 内装設計部シート設計課 主事

V O I C E

V O I C E

安全性と愉しさ、
環境性能の融合を目指して

エンジンのこだわり
新型インプレッサに搭載されている「新世代BOXER」は、環境性能を根
本的に見直し、一方で中低速域でも力強さを感じられるようにしました。環
境性能と走る喜び、そして安全性能の高次元での融合が、またひとつ進化
したと自負しています。また無段変速機のリニアトロニックもインプレッサ
専用を開発。スバルの無段変速機技術は、軽自動車での燃費向上への取
り組みから始まっており、その制御と燃費向上のノウハウには他社よりも一

日の長があります。新型インプレッサの開発
では、新しいものをつくる喜びと、求められて
いるレベルの高さへのプレッシャーが半々で
した。しかし新型インプレッサの大ヒットは、
私たちの考えがお客さまに受け入れられたも
のと考えられ、とてもうれしく思っています。

視界設計のこだわり
内装設計部は、車内でドライバーや同乗者の身体に触れるもの、つまりシートやスイッチ類、インパネなどを設計・開発してい
ます。例えばインパネとシートの間隔は、ミリ単位で乗り心地に変化をもたらします。新型インプレッサの視界設計では、室内
の空間や窓の高さに細かな検証を重ねています。窓は小さいほどクルマの外観は格好良く
なりますが、幅広いユーザーが存在するインプレッサのお客さまを想定すると見晴らしが良
いほうがよく、室内も明るくしました。その際、機能一辺倒にならないように、お客さまの感
覚と細かい数値での定量化を実施し、「お客さま視点」での検証を何度も重ね、明るく安
心して運転できる視界をお客さまに提案できました。

燃費性能
（インプレッサ G4 1.6 BOXER DOHC）

（国土交通省審査値）数値はいずれも1.6i-L 2WD・
リニアトロニック車。10・15 モード燃費は車両重量
1,270kg 未満の場合
＊燃料消費量は定められた試験条件のもとでの数値で
す。従って、実際の走行時には、運転条件、習慣およ
び整備状況等により燃料消費量が異なってきます。な
お、JC08 モード年譜は10・15 モード燃費に比べ、よ
り実際の走行に近くなるように新たに設けられた試験方
法で、一般的に燃料消費量はやや低い値になります。BOXER エンジンイメージ

三角窓やサイドミラーなどを最適に配置
し、安心感のある視界に

17.6 km/ℓ

JC08モード 10・15モード

20.0 km/ℓ

特集1　クルマをつくり、お客さまにお届けする 11



　事故をなくし、人の命を守るのは自動車メーカーの究極の目標

です。安全確保には、初期的・基本的な設計による「0次安全」、

走りを極める「アクティブセイフティ」、衝突を予知して制御する「プ

リクラッシュセイフティ」、衝突時の安全性能である「パッシブセ

イフティ」の4つの取り組みがあります。

　現在、注目されているのがプリクラッシュセイフティの革新的

技術で、新型インプレッサをはじめとするスバル車に装着されて

いるEyeSight(ver.2)です。

　フロントウィンドウの内側に据えられた 2つのCCDカメラが、

前方の交通環境をセンシング。映像は、3D画像処理エンジン（マ

VDCは、ステアリングの舵角やエンジンの回転数、ギアやブレー

キの状態などから走行状況を判定し、横滑りを防止して車両の姿

勢を安全な状態に戻したりします。スバルではVDCを主要車種

（軽自動車を除く）に標準装備しています。

燃費向上のために新型インプレッサでは新たにアイドリングストッ

プを搭載。ブレーキを踏んでクルマが停車すると約 0.5 秒で自動

的にエンジンが停止し、ブレーキから足を離すと約 0.35 秒でエ

ンジンが再始動します。

テクノロジーで運転を支援し、効率よく車を制御する

VDC（ヴィークルダイナミクスコントロール） 新型アイドリングストップ

碓井茂夫
スバル技術本部 電子商品設計部 
電子商品設計第 2 課 課長

V O I C E

人の目と同様、2つのカメラで距離を測る

VDC 走行イメージ

エンジンの累積 停
止時間と燃料の節
約量をマルチファン
クションディスプレイ
で表示

EyeSight(ver.2)のこだわり
EyeSightは、多くのお客さまから熱烈な支持を得ており、将来は標準的な装備となると
信じています。EyeSightには、うっかりしたときに助ける機能と、運転を楽にして安全を
確保する2つの機能があります。どうしても衝突防止が話題になりがちですが、実は、後
者もEyeSightの重要な効能なのです。また画像分析は、2つのカメラの位置による違い
をもとに行うために、カメラは1,000分の1ミリ単位の精度で取り付けられています。耐
熱性や耐震性の確保など高い生産技術が安全を支えているのです。さらに、どのタイミ
ングで、どのように制御するか。「運転がうまい」といわれるドライバーの運転や、運転
中の気持ちを徹底的に研究して制御プログラムに反映させました。

イコン）で超高速処理され、障害物までの距離や位置、速度な

どを把握します。さらにエンジンの制御や横滑りを防止するVDC

（ヴィークルダイナミクスコントロール）などのセンサーから送られ

てくる自車の走行情報をもとに車両制御ソフトウェアが必要な制

御を判断します。衝突の危険があると判断した場合は、警告を発

するほか、自動でブレーキを制御して衝突を回避したり被害の軽

減をアシストします（プリクラッシュブレーキ）。

　また、速度に関係なく前方車両との車間距離を制御して自動的

に追従走行する全車速追従機能付きクルーズコントロール機能で

も、EyeSight のセンシング機能が活躍しています。

安全アセスメントへの対応

さまざまな自動車アセスメントで、スバル車
の安全性能が高く評価されています。

日本   JNCAP：レガシィが2011年度新・安全性能総合評価
   ファイブスター賞受賞

海外   IIHS：スバルが米国2012MY モデルラインナップ全車種で
 　　  Top Safety Pickを獲得した唯一のメーカー
  Euro NCAP：スバルXVが2012年評価で5★を獲得
  ANCAP：2012MY インプレッサ、2012MY スバルXVが5★を獲得

安全アセスメントの詳細▶ P27（安全なクルマづくり）

設計・開発 ▶ 製造 販売
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設計・開発   製造 ▶ 販売

1台のクルマには、約 3 万点の部品が必要です。その部品をつくるにも、それらをクルマとして組み立てるにも、多くの人の手を必要とします。

もちろん、溶接や塗装など機械化が進んでいる工程もありますが、最後には人の技能や経験なくしてクルマを完成させることはできません。

たくさんの人が働く場だからこそ、安全への配慮は不可欠です。また、一人ひとりがそれぞれの職場で働きやすいよう配慮しています。

群馬製作所：本工場、矢島工場、自動車用部品を製造する太田北工場（以
上太田市）、伊勢崎工場（伊勢崎市）、エンジンや変速機を製造する大泉工
場（邑楽郡大泉町）からなる。群馬製作所全体で 7,000 人以上の従業員が
働いている。（写真は矢島工場）

安全への取り組みは、労働安全マネジメ

ントシステムOHSAS18001の考え方を

ベースに活動を推進しています。工場内の

各工程ごとに「安全衛生活動板」を設置。

安全スローガンや目標と実績、事故の例

などを掲載するとともに、従業員が署名

をして安全への意識づけを行っています。

安全への取り組み

安全意識の徹底のために

渡辺政一
群馬製作所 総務部 
環境課 課長

クルマづくりを支えているのは「人」

自動車工場で一番怖いのは火災です。たくさんの人が働いていますし、
一度燃えると消えにくい塗料なども使っているためです。矢島工場で
は、1996年4月13日に塗装工場で火災が起き、3,675㎡を焼失して
います。消防署から広域出動で消火の対応をいただくなど、周辺の皆
さまにもご迷惑をおかけしました。そこで群馬製作所では毎年4月13
日を防災訓練の日と定め、二度と火災を出さないよう、未然の取り組
みを徹底しています。また、危険予知の取り組みとして、毎月第1月曜
日は労働災害防止、第3月曜日は交通事故防止の強化をしています。
クルマづくりでは、砥石の使用や溶接などの危険を伴う工程があった
り、フォークリフトやクレーンも日常的に使われます。こうした各業務
ごとに必要な安全教育も、各課の安全担当と連携しながら進めてい
ます。

優れた思想をもとに設計されたクルマを「優れたクルマ」として世に
送り出すためには、製造段階での徹底した品質の作り込みと、環境・
社会への配慮が必要となります。ここでは、インプレッサをはじめと
するスバルの代表的な車種を製造している群馬製作所を例に、製造
段階での取り組みをご紹介します。

現場の着実な取り組み
“確かなクルマ”を生み出す

V O I C E

特集1　クルマをつくり、お客さまにお届けする

クルマの組立では、重い部品やタイヤを持ち上
げなければならない工程があります。人の力だ
けで作業をすると身体を痛める可能性があるた
め、そのような工程では
機械によるパワーアシス
トを導入するなどして、ス
ピーディに作業をしなが
らも身体への負担が少な
くなるようにしています。

群馬製作所では、ブラジル、ペルー、ミャンマー、
ナイジェリアなどさまざまな国から来た従業員が
働いています。日本語の読み書きができる人で
も、製造の細かい指示や専門用語などを正確
に理解するのは難しいこともあるため、ポルトガ
ル語のマニュアル
を作成したり、通
訳を用意して対応
しています。

外国人従業員への対応 身体にかかる負担を軽減する
群馬製作所全体で、法定雇用率を超える障が
い者雇用を実現しています。工場や事務所のバ
リアフリーを進めるなど、障がいを持つ方にも
働きやすい職場づくり
を目指しています。

障がいをもつ従業員のために

ポルトガル語の
マニュアル タイヤ取付のパワーアシスト

工場内に設置された
スロープ

働きやすい職場づくり

誰もが働きやすい職場づくり▶ P29
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クルマのライフサイクル全体での環境負荷は使用段階が最も高いですが、素材製造・車両製造の負荷も全体の約 20％（新型インプレッ

サの場合）を占めており、製造段階での負荷低減も重要な課題となります。また、工場敷地内はもちろん、敷地外の周辺地域に対して有

害物質や騒音を出さないよう、日常的に取り組んでいます。

ライフサイクル全体での環境配慮の要となる製造段階

設計・開発   製造 ▶ 販売

特集1　クルマをつくり、お客さまにお届けする

テストコースの防音

辻修一
群馬製作所 総務部 
環境課 主任 

塗 装 工 程 の
排 気を 無 害
化 して 排 出

リサイクルのしやすさも、クルマの大切な性能

限りある資源を有効に利用するために、スバルは自動車リサイクルを重視しています。
その実現のために、リサイクルしやすい車両の開発も積極的に進めています。

Reduce（減らす）
● 車両や液類（オイルなど）の長寿命化
● 車両の軽量化による燃費の向上
● カーエアコン用冷媒などの削減
● リターナブルパレットの採用などによる流通
 資材の削減など

Reuse（再利用）
● 中古部品（リサイクル部品）の販売拡大
● 流通資材の再利用など

Recycle（再資源化）
● クルマを解体しやすい構造にしてリサイクル 
 を容易に
● リサイクル容易樹脂の使用促進
● リサイクル材を利用した外装部品や内装部 
 品の生産など

自動車リサイクルにおけるメーカーの取り組み

出典：公益財団法人 自動車リサイクル促進センター ホームページ（http://www.jarc.or.jp/）

クルマづくりでは、塗装工程でボディを洗浄する際に最も水を使います。
使用した水はクリーンな状態で敷地外に排出できるよう、排水処理装置で
何重にも処理をしています。

排水の無害化

コージェネレーション設備

コンポスト処理設備

排水処理設備 敷地外への排出はカメラで監視

群馬製作所では以前からコージェネレーションシステムを導入し、省エネル
ギーに取り組んできました。本工場でも新たに 7,800kW の高効率のコー
ジェネ設備を導入しています（2012 年 7月稼働）。これまで塗装の前工程
で必要な液剤を温めるためにボイラーで蒸気をつくっていましたが、新しい
コージェネ設備の蒸気を活用できるようになり、ボイラーの負荷を減らすこ
とができます。また、コー
ジェネ設備のエンジン
からはお湯も発生する
ため、今後の利用法を
検討していきます。

省エネルギーの取り組み

食堂から出る細かい残さは、コンポ
スト処理設備でバクテリアで分解し
ています。

食品残さのコンポスト

クルマのバンパーを塗装しているブー
スの排気はシンナー臭がするため、
消臭の処理を施したうえで屋外に排
出しています。また、工場の敷地境
界には臭気計測器を設置し、悪臭
防止法より厳しい基準で 24 時間の
監視をしています。

排気の管理 本工場では2011年度より、スポーツカーのBRZの製造を行ってい
ます。スポーツカーの特性上、テスト走行の際に棒状のゴム材を並
べた路面を走らせてチェックをする必要があり、テストコースの一
部にその設備を設けました。この走行テストではどうしても音が出
てしまうのですが、コースは本工場の敷地の端にあり、敷地外の周
辺には住宅や学校があります。このため、防音壁も新しく設置して
います。壁の中にグラスウールが入っているた
め、音を跳ね返すだけでなく吸収し、より防
音効果が高くなっています。

自動車リサイクル▶ P56

V O I C E
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設計・開発 製造   販売 ▶

特集1　クルマをつくり、お客さまにお届けする

優れた設計思想から生み出されたクルマが工場から出荷され、お客さまの手元
に届くまでの最後の段階に位置するのが販売店です。販売店のスタッフはお客
さまのクルマ選びのお手伝いをするのはもちろん、点検や整備などの購入後のア
フターフォローも含め、お客さまとクルマを通じた深い関係を築きます。スバル
のクルマに乗り続ける限り“安心と愉しさ”を感じ続けていただけるよう、販売
店では日 、々お客さま満足を最大限にするための取り組みを進めています。

お客さまと直接触れ合う販売店で
“安心と愉しさ”をお伝えする

スバル宣言
● スバルはお客様に「安心と愉しさ」をご提供するブランドとして、No.1を目指します。
● スバルのスタッフは、お客様に「安心と愉しさ」を提案し、全力でサポートします。

主な取り組み
● お客様のカーライフをサポートする中核商品「安心 3 兄弟」の提供

「新 SUBARU 自動車保険プラン」「点検パック」「保証延長プラン」
● “乗るだけ OK!”をコンセプトとした、「スバルの試乗はたのしーじょプロジェクト」

の実施
豊富な試乗メニューの設定と試乗イベント「お気軽試乗 DAY」（月に一回程度）
を実施

● 「安心と愉しさ」の提案力強化に向けた人材育成策、セールス認定資格制度
「STARS」の導入

● その他、「安心と愉しさ」のご提案に向け、様 な々取り組みを進めてまいります

　スバルの国内営業部門では、2011年10月、

スバルが「安心と愉しさ」でお客さまに選ばれ

るブランドとなるためにあるべき姿や行動指針を

「スバル宣言」として策定しました。

　販売店の店舗においても、「安心と愉しさ」で選

ばれることを目指し、それぞれのスバル宣言を掲げ

て具体的な活動を進めていきます。

国内営業部門での「スバル宣言」策定を受け、各販売店でも「スバル宣言」を決め、日々実践しています。

「スバル宣言」を策定

私たちの「スバル宣言」

奈良スバル 香芝店

「私たちは必ずお客さまを主
語にしてお話しいたします」

全 国から800名 以 上 の 特
約店幹部、拠点長が集った

「2011年度下期スバル宣言
キックオフ」では、代表取締
役社長 吉永泰之が「スバル
宣言」に込めた想いを伝えま
した

福岡スバル 上津店

「お客さまに『安心と愉しさ』
を感じていただくために、信
頼される整備と気軽に立ち
寄れる店づくりを行ないます」

東京スバル 青梅店

「操る愉しさをもう一度」
「お客さまの疑問・不安を取
り除くお手伝いをします」

新潟スバル 本社黒崎店

「私たちはお客さまに『また
来るね』と言っていただける、
今日精一杯のおもてなしをし
ます」
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設計・開発 製造   販売 ▶

特集1　クルマをつくり、お客さまにお届けする

STARS 研修の様子

「スバルセールスマイスター」に認
定された、東京スバル 竹の塚店 
浅岡裕章

　スバルでは、セールスのプロを育成するための認定資格制

度「STARS※1」を導入しました。これは、上位級を目指して

商談力、接遇スキルなどさまざまな研修を行い、認定試験を

経てセールス一人ひとりの認定級が決まるものです。2012 年

5月の認定試験では、頂点である「スバルセールスマイスター」

に4名が認定されました。

　また、2012 年 6月には「第 8回全国スバルセールスコ

ンテスト」を開催しました。これは、各地区予選を勝ち抜い

たセールススタッフが持ち時間10 分のロールプレイング形

式での商談でセールスのスキルを競うもので、新車部門では

STARSとの連動も図っています。

　この他にも、新車発売時にセールススタッフに対してサー

キットで実車体験の場を設けるなどの取り組みも進めていま

す。こうした活動で、商品知識と接客技術の双方を兼ね備え

たセールススタッフを育成しています。

　スバルでは、国内の全販売特約店・全拠点でエコアクショ

ン21※2 の認証取得を完了しています。その一環で省エネル

ギー活動に取り組み、電力使用量を年々削減してきました。

　2011年度は東日本大震災の影響を受け、5月に政府が

東京電力・東北電力管内で一律15％の電力使用抑制を発表

したため、各販売店でも取り組みを進めました。特に東京ス

バルでは、2011年 4〜9月の電気使用量が前年比 30％減

と、全販売店の中でもトップの削減率を記録しました。東京

スバルの取り組みを全国に紹介することで、成果を広げるこ

ともできました。

接客品質の向上に向けた取り組み

販売店での環境への取り組み

V O I C E

V O I C E

社外からの評価〜お客さま満足度調査結果

サービス産業生産性協議会（SPRING）が発表した「2011年度JCSI（日本版顧客満足度指数）第1回調査」で、スバルは自動車業界の顧客満足度No.1の
評価を獲得しました。この調査では、顧客満足の原因・結果を含めた6項目（顧客期待、知覚品質、知覚価値、顧客満足、クチコミ、ロイヤルティ）を指数化し
ています。今回の調査でスバルはすべての項目で自動車業界の中央値を上回り、特にクチコミやロイヤルティに対する評価が高いという結果が表れました。

接客の際には「お客さまのライフスタイルを
確実に把握する」という基本に重きを置いて
います。自分もインプレッサに乗っていてスバ
ル車が大好きなので、実体験をもとに、自信
を持ってお客さまにアドバイスしています。

東京スバルではまず、各拠点で電力消費器具をリストアップし、間
引きや消費時間の削減をシミュレーションしました。そして、個々
の機器の削減量を積み上げ、全体で前年の15％以上削減を目指
しました。
また、サービス工場でも、エアコンプレッサーの稼働率削減や圧
力の設定変更を行ったり、作業手順を見直してリフトの作業効率
を上げるなど、節電に着手しました。
本郷店には、資源エネルギー庁から「節電
達成証」も授与され、電力需要のひっ迫に
対して貢献ができたものと考えています。

STARSを活用して、クルマの知識だけでなく
接客のマナーも今以上に身につけたい

一人ひとりの地道な活動の積み重ねが
目標を上回る成果に結びついた

鎗田あかり
千葉スバル 新港店

（左）田中仁 節電推進委員
（中央）川田一人 CSR 推進室 OM 推進課
（右）樋口和弘 販売課長
東京スバル 本郷店

クリーンな販売・サービス▶ P55

※1 STARS：Off-JT（学ぶ）、OJT（実践する）、資格試験（挑む）を繰り返し、セールス
の自主的な成長を促す資格制度

※ 2 エコアクション 21：環境省が ISO14001をベースに策定した環境マネジメントシステム
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将来どんな大人になり、どんなふうに働くのか。子どもたちの未来は希望にあふれたものであってほしいとス
バルでは考えています。その実現のために、子どもたちが思考力や判断力、表現力などを磨き、『生きる力』
を育めるよう、クルマづくりの会社だからこそできる支援を続けています。

クルマづくりを通じて
子どもたちに伝えたいこと
スバルの次世代育成・キャリア教育の取り組み

『生きる力』を育むために、教育を支援して
いく必要があると考えています。
　スバルのクルマづくりを通じて、日本の
産業や労働、地球環境とのかかわりなど子
どもたちに少しでも多くのことを理解しても
らいたい。そして、子どもたちが将来の夢
や働くということに対して前向きに進むヒン
トを提供したい。そんな想いを込めたスバ
ルの取り組みのいくつかを、ここでご紹介
します。

「それでは、スバルのクルマづくりについて、
まずは映像でご説明します」
　群馬県太田市、群馬製作所矢島工場内
にあるスバルビジターセンター。この日工場
見学に訪れた群馬県みなかみ町立古馬牧小
学校の 5 年生は、真剣な表情でアテンド※1

の声に耳を傾けています。
　スバルビジターセンターを訪れる見学者
は年間約 10 万人のうち、約 9 割が小学生

　新学習指導要領では、小学 5 年生の社
会科の授業における目標のひとつとして「我
が国の産業の発展や社会の情報化の進展
に関心をもつようにする」ことが掲げられ、

「工業製品がどのように生活を支えている
か」「工業生産に従事している人々の工夫
や努力」などについて調査することが示さ
れています。
　この課題に対し、わかりやすいのが自動
車産業です。このため、教科書でも自動車
産業は大きく取り上げられており、スバルの
自動車づくりについて掲載する教科書もあ
ります。子どもにも身近なクルマという存在
を通じて暮らしと工業のかかわりを理解す
るとともに、自動車生産の仕組みや関連工
場・外国とのつながりを知り、働く人々の
様子も見学で実際に見ることができます。
　これまでもスバルでは、小学 5 年生の社
会科見学として多くの小学校の工場見学を
受け入れてきました。また、キャリア教育の
支援などにも力を入れ、各事業所で活動を
継続してきました。しかし今後は、新学習
指導要領の考え方も踏まえ、子どもたちの

　今、子どもたちの教育の方向性が変わり
つつあります。小学校では 2011年 4 月から、
新学習指導要領に沿って授業が行われて
います。この新しい学習指導要領が重視し
ているのは「子どもたちの現状を踏まえ、『生
きる力』を育むという理念のもと、知識や
技能の習得とともに思考力・判断力・表現
力などを育成すること」です。このポイント
に基づき、各学年・各教科の目標も新たに
設定されています。

新学習指導要領に基づく
自動車産業の学習

説明と生の体験を交えて
理解を深めていく

特集 2 17



「私たちの学校では、毎年 5 年生がスバル
の工場を見学しています。今回は見学が１
学期になってしまい、実際に授業で自動車
産業を扱うのが２学期になるので、自分た
ちの目で見た機械の動きや、人がどのくら
いいるかということ、聞いた音をしっかり覚
えておいて、授業のときに思い出してほしい
ですね。クルマの安全についても、どんな
ふうにチェックしているかなど知ってほしい
です」
　こうして一連の流れを見学した子どもたち
に、最後に感想を聞いてみると、

「クルマはいろんな検査を通ってできること
を知ってびっくりした」

「青いクルマがかっこよかった。将来には
電気自動車にも乗ってみたいです」

「未来のクルマって空を飛んでいそう。大
人になったら私もクルマを運転してみたいな。
楽しそうだから」
など、クルマを通じてさまざまな価値観や
夢を語ってくれました。
　自動車工場の見学は、産業を学ぶ学習
全体からするとごく一部でしかありません。
しかし、教室を飛び出して実際の現場を見
ることは、生徒たちの理解促進には大きな
力をもつとスバルでは考えており、今後も力
を入れて取り組んでいきます。

りました。映像や教科書でも見ているもので
すが、実物を前にして初めて実感できる「す
ごさ」を感じ取っているようです。

　展示の見学が終わると、いよいよ工場内
の見学ルートへ。高い位置の見学通路から
見下ろす工場には、普段の生活では目にし
ないような大きな機械とともに、各工程でた
くさんの従業員が働いています。

「大きな音がする！」
「もっと機械ばっかりなのかと思ったら、人
がいてびっくりした」

「人と機械が協力してクルマをつくっている
んだ」

「ロボットの腕が、人間の手みたいに細か
いところまで作業をしていて驚いた」
　工程を一つずつたどりながら、子どもた
ちは口々に感想を述べていました。目の前
で大きな鉄の板がプレス成型や型抜きされ
たり、それがすばやく運ばれてどんどんク
ルマのかたちになっていく様は、生で見る
からこそ子どもたちの記憶に残るものでしょ
う。引率の高橋先生・原沢先生は、見学
の意義をこう答えてくださいました。

です。群馬県内はもとより、関東一円から
も申し込みがあります。社会的に工場見学
がブームになったこともあり、多くの皆さま
に足を運んでいただいています。
　見学ではまず、映像とスライドを使ってク
ルマづくりの流れや工場の規模などを伝え
ます。このあと実際に工場を見学しますが、
塗装工程のようにゴミやホコリを嫌うために
立ち入りが制限されている場所や、見学ルー
トから見えないエリアがあるため、その補
足の意味も含んでいます。
　説明の後に質疑応答をすると『夜中まで
クルマをつくっているそうですが、働いてい
る人はいつ休んでいるんですか？』『食事は
どうしているんですか？』などの質問が出て
きます。製造しているクルマのことだけでな
く、従業員の「働き方」が子どもたちの興
味の対象になっていることが、ここからも
わかります。
　説明が済むと、ビジターセンター内の展示
を見学。歴代のクルマを並べた展示ホール
では、「スバル 360」や「スバル1000」など
を前に「今のクルマとシートが違うね」「見た
ことない形のクルマだね」など口 に々感想が
漏れます。また、ボディを外して内部構造を
確認できる模型では、水平対向エンジンやシ
ンメトリカルAWD の動きを見ると歓声が上が

実際に見聞きして感じたことは
子どもたちの記憶に残る

特集 2

スバルビジターセンターには年間を通して多くの見学の

お客さまがいらっしゃいます。クルマづくりは、部品の製

造など関連する産業も含めるととても裾野が広いため、

子どもたちが学習するには適切な題材なのではないで

しょうか。迫力あるロボットやチームワークで働く従業員

を見て、いつまでもお客さまの記憶に残るよう私たちア

テンドも積極的に活動していきたいと思っています。将

来の仕事について考えるときにもぜひ参考にしていただ

きたいですね。
黒澤典子
スバルビジターセンター長

スバルビジターセンター
2003 年 7 月オープン。工場見学などで矢島工場に来訪されるお客さまに、スバル
の歴代の車や個性的な技術、環境への取り組みなどを展示・紹介している施設です。

V O I C E

※1 スバルビジターセンターでは、説明や案内をしながら見学者を受け入れる係員を「アテンド」と呼びます。
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当初は校庭で走ることが子どもたちの

ためにいいのか、迷った部分はありまし

た。しかし実際にラリーカーを走らせる

と、子どもたちの目の色が変わるんです。

実際にクルマに触れてレースという文

化について知ってもらう機会でもありま

すし、一生懸命にがんばれば世界一を

目指せるということを伝えるのが使命

だと思っています。

「生き方を学ぶ」というテーマには、さ

まざまな体験や横断的な学習を通し

て、自己の生き方を考えるという大きな

狙いがあります。しかし、狙いに対する

教材がないため、スバルとの出会いが

あったのは非常に恵まれていると思っ

ています。この特別授業は、教職員に

とっても広く考える機会になり、資質向

上にも役立っています。 新井敏弘氏
ラリードライバー

土屋修校長
太田市立生品小学校

　スバルではモータースポーツを通じた社
会貢献活動を通じて、将来を担う次世代の
育成を続けてきました。この活動では、開
発者やラリードライバーの実体験を生徒た
ちに講演で語り、自分の将来像を見据える
ことや、夢に向かって努力することの大切
さを伝えています。2006 年からスタートし
たこの活動は、小学校だけでなく中・高で
も開催しています。
　2012 年 6 月、スバルはラリードライバー
の新井敏弘氏を、群馬県太田市立生品小
学校の特別授業の講師として招きました。
これは、新井氏にとっては同小学校での 7
回目の授業になります。
　生品小学校では、6 年生で教科を越え
た「生き方を学ぶ」という学習テーマを設定
しています。世界で活躍するラリー選手の話
をきっかけに、自分の将来について自分に
問いかけ、真剣に考えることを促したいとい
う想いから、スバルとともにこの特別授業を

　このほかにもスバルでは、従業員が講師
として小学校で授業を行う「環境出前授業」
を宇都宮市で開催したり、中学生の職場
体験を受け入れるなど、教育委員会や学校
と連携しながらさまざまな次世代育成・キャ
リア教育の取り組みを進めています。
　こうした活動はすべて、スバルのクルマ
づくりの最前線で働く従業員の姿を子ども
たちに見せ、最新の技術やクルマに直に触
れてもらうことで「モノづくり」の素晴らしさ
を知ってもらい、それを将来を担う「人づく
り」につなげたいという想いから続いています。
　今後、少子・高齢化の進展し、産業構
造や経済が変化する中で、子どもたちが考
える将来像も変わっていくと考えられます。
その中で、子どもたちが自分で考える力を
持って育ってほしいと私たちは願っています。
それこそが『生きる力』であり、その力を
育むためにクルマを通じてできることを、今
後もスバルは続けていきます。

継続してきました。
　授業には 6 年生の総合的な学習の時間
を使います。まず、スバルで研究開発を行
う社員が、クルマづくりや環境活動ついて
説明します。それから、『生き方から学ぼう、
自分にできること』というテーマで新井氏
が講演。「夢を追いかけるために必要なこと、
またそのために必要なこと」を織り交ぜ、ラ
リー人生を振り返ってスピーチをしました。
　その後校庭に移動し、SUBARU WRX 
STI グループ R4 ※1ラリーカーのデモンスト
レーション走行を行います。土屋修校長に
同乗いただき、ラリードライビングテクニッ
クを披露すると、子どもたちは目を輝かせ
歓声を浴びせます。いつもの校庭がラリー
カーの走る舞台になるのは、生徒たちにとっ
ても非日常的な経験に違いありません。
　こうした体験は、子どもたちがスバルの
クルマはもちろん、モータースポーツという
文化や、地球環境について理解するきっか
けにもなります。今後もスバルはこうした取
り組みを継続し、将来世代にたくさんの感
動と魅力を伝えていきます。

クルマを通じて
「生き方」を考える機会

生の経験を通じて
「生きる力」を育みたい

※1 グループ R4：FIA（国際自動車連盟）のラリーカー規定。特に地方選手権や各国選手権等で、これまで市販車からの改造が厳しく
制限されていた「グループ N」規定から、競争力を向上させるために導入された。

V O I C EV O I C E

特集 2 19
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富士重工業グループのCSR
以降のページでは、富士重工業グループの CSR に関する取り組みを

「CSR活動8項目」に基づき報告します。

企業理念

1
 私たちは常に先進の技術の創造に努め、

   お客さまに喜ばれる高品質で個性のある商品を 
    提供します。

2 私たちは常に人・社会・環境の調和を目指し、
   豊かな社会づくりに貢献します。

3 私たちは常に未来を見つめ国際的な視野に立ち、
   進取の気性に富んだ活力ある企業を目指します。

企業行動規範
当社では企業理念に基づいた事業活動の実践に向けて、コン

プライアンスを順守し社会的責任を果たしながら行動していく

ための企業行動規範を定めています。従業員一人ひとりがお

互いを尊重しながら、この企業行動規範を尊び同じ価値観で

行動することを通じて、豊かな社会づくりに貢献し、すべての

ステークホルダーに信頼される企業となるべく努力を続けてま

いります。

1  私たちは、環境と安全に十分配慮して行動するとともに、
    創造的な商品とサービスを開発、提供します。

2  私たちは、一人ひとりの人権と個性を尊重します。

3  私たちは、社会との調和を図り、
    豊かな社会づくりに貢献します。

4  私たちは、社会的規範を順守し、公明かつ公正に行動します。

5  私たちは、国際的な視野に立ち、
    国際社会との調和を図るよう努めます。
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ンス効果を組み合わせ、環境技術の開発投資、原価上昇、為替変動な
どのさまざまなリスクや環境変化を克服し、成長を目指す計画です。
また、CSR の取り組みについては、
◆ 社会的課題の解決に寄与する商品・サービスを提供する企業
◆ さまざまなステークホルダーとのかかわりを大切にする企業
を目指して、積極的に活動を推進してまいります。

スバルのありたい姿  （中期経営計画） 

CSR方針

　当社では、コア事業である自動車部門“スバル”が、
今後 10 年以内に年間 100 万台を超える販売を達
成するという成長目標を掲げ、その基盤固めとなる
2011 年度から 2015 年度までの 5 年間を対象とし
た中期経営計画“Motion-V （モーションファイブ）”
を策定しました。本中期経営計画では、「お客さま
第一」を基軸におき、“Confidence in Motion 〜
信頼と革新〜”を行動指針として、諸課題の解決に
取り組んでいます。
　具体的には、ブランド戦略として、スバルがお客
さまに提供する価値を「安心と愉しさ」と定義し、
その価値を高め、ファン層の拡大を目指します。商
品面においてはスバルの強みである安全性能や走
行性能、社会のニーズが高い環境性能の向上を図り、
ハイブリッド車を含め毎年新商品を投入して、商品
ラインナップを拡充します。販売面では米国と中国
を重点市場と定め、5 年間で約 30％の台数増に挑
戦し、生産面では販売台数に見合い、為替対応力
を高める生産体制を構築します。こうした活動で事
業の規模を拡大し、さらに原価低減活動やアライア

　お客さまに喜んでいただけるモノづくり企業とし
て、企業組織レベルの取り組み要件である「企業行
動規範や重要項目の尊重を主体とした守りのCSR」
と「企業市民として事業活動を通じて社会課題の解
決に寄与することを主体とした攻めの CSR」をより
明確にするため、CSR にかかわる委員会の承認を
経て CSR 方針を改定しました。
　当社の CSR 活動は、さまざまなステークホルダー
とのかかわりに重点を置くとともに、グローバルな
事業活動を通じて社会の持続的発展に貢献すること
であり、富士重工業グループの使命と考えています。

「CSR方針」 （2009年6月改訂）

1 私たちは、富士重工業の企業行動規範に基づき、
　法令、人権、国際行動規範、ステークホルダーの権利
　およびモラルを尊重します。

2 私たちは、企業市民として、現代社会が抱える
　世の中の社会問題の改善に向けて取り組みます。

1. すべての活動を貫く行動指針“Confidence in Motion”

2. お客様視点を徹底した、“新たなスバルらしさの追求”
3. 販売力と供給力を強化して“加速する規模の拡大”
4. 原価構造改革、提携効果拡大など“事業基盤を強化”

5. 事業の具体的な取り組みを支える“経営の質の向上”

スバルの成長を実現する取り組み

“Motion-V”5つのテーマ
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CSR活動8項目

ステークホルダーの皆さまとのかかわり

　当社では、従業員一人ひとりが業務を通じて組織的に推進することができるようにCSR活動8項目を掲げています。
また、社会からの要請に確実に対応できるように、各項目ごとに詳細な活動を定義し、CSR活動の具現化を図っています。

　2015年度までの中期経営計画における CSR の目標として掲げた「社会的課題の解決に寄与する商品・サービスを提供する企業」、
「さまざまなステークホルダーとのかかわりを大切にする企業」は、長期ビジョンである「存在感と魅力ある企業」を実現するため
の必要不可欠な基本事項です。今後ともステークホルダーの皆さまから信頼される企業を目指して、継続的に社会発展へ貢献する
とともに、企業価値の向上を図っていきます。

富士重工業CSR活動8項目

項目 お客さま・商品 従業員 環境 コンプライアンス

考え方
社会的に有用で安全な商品・サー
ビスを提供し、お客さまの満足と
信頼を得る。

従業員の多様性、人格、個性を尊
重するとともに、安全で働きやす
い環境を確保し、ゆとりと豊かさ
を実現する。　

環境問題への取り組みは人類共通
の課題であり、企業の存在と活動
に必須の要件として、主体的に活
動する。

法律やモラルを守り、公正・透明・
自由な競争ならびに適正な取引を
行う。また、個人情報・お客さま
情報をはじめとする各種情報の保
護・管理を徹底する。

項目 情報公開 社会貢献 調達 コーポレート・ガバナンス

考え方
株主さまをはじめ広くコミュニ
ケーションを行い、企業情報を積
極的かつ公正に開示する。

「良き企業市民」として、積極的
に社会貢献活動を行う。

適正な調達を行うとともに、取引
先における CSR の推進を促す。

経営トップは社内およびグループ
企業に対し CSR の徹底を図ると
ともに、緊急事態が発生した場合
は、自らが問題解決にあたる。

*CSR活動の「考え方」は企業行動憲章（社団法人 日本経済団体連合会）を参考にしています。

お客さま 株主・
投資家 金融機関 教育・

研究機関

行政

メディア

地域社会

NGO・
NPO

お取引先 従業員

企業行動規範
企業理念

お客さま・商品 コーポレート・
ガバナンス

コンプライアンス

情報公開

環境

社会貢献

調達 従業員

ステークホルダー
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CSR推進体制

2011年度の主な取り組みと
2012年度以降の活動

　当社では、これまで CSR・環境委員会を設置し
て CSR活動を推進してきましたが、2010 年度より、
当社の CSR活動8項目をより明確にして組織的に
推進するため、経営トップを委員長とする CSR 委
員会を設置しました。
　CSR委員会は、CSR  活動8項目にかかわる専門
の委員会および部門で構成し、全社的な管理のも
と、それぞれの部署が主体となり活動に取り組んで
います。また、委員会には北米 CSR委員会を加えて、
グループ企業によるグローバルなCSR活動を推進し
ています。

　2006年度からスタートしたCSR活動をベースに、
CSR の重点課題に確実に対応できるよう、さらなる
活動の充実と強化を目指して取り組んでいます。
　2011 年度は、当社の中期経営計画においてテー
マのひとつとして掲げた CSR 課題の実現に向けて、
CSR 活動 8 項目を基本とした活動を推進するとと
もに、主に事業活動を通じて、さまざまな社会課題
の解決に向けた取り組みを行いました。
　具体的には、活動の定義に基づき、それぞれの課
題を整理して、課題解決に向けた取り組みを進めま
した。また、従業員に対しても、一人ひとりが CSR
活動を認識し業務を通じて CSR 活動を推進できる
よう、社内の CSR コミュニケーションの活性化を
図りました。
　2012 年度以降も、これまで通り着実に、実直に、
活動を継続してまいります。

組織体制

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

コンプライアンス コンプライアンス委員会

環境 環境委員会※1

社会貢献 社会貢献委員会

調達 調達委員会

従業員 中央安全衛生委員会

お客さま・商品
リコール委員会
スバル国内営業本部（販売関連）
カスタマーセンター（アフターサービス関連）

情報公開 広報部

コーポレート・ガバナンス 経営企画部

富士重工業
CSR活動８項目 国内

海外
北米CSR委員会

※1　環境委員会の組織体制はP34に記載しています。

2011 年度の主な取り組み

2012 年度以降の目標

◦ 環境性能、安全性能に優れた「新型インプレッサ」を、日米
を初めとする世界各市場に導入

◦ 東日本大震災の復興支援として、会社および従業員からの寄
付活動、被災地への当社製品の寄付・無償貸与、さらに地域
自治体との連携による被災者就労支援などの活動

◦ 社内不正行為の発覚を機とする内部監査部門の体制強化、コ
ンプライアンスの再徹底

◦ 環境性能の向上など社会情勢に適し、かつ市場要望に即した
形でのスバルらしい商品の開発・市場投入の継続

◦ 震災対応などの実態を検証する BCP※ 2 の再確認と、それに
基づくリスクマネジメントの再構築

◦ 2012 年度から 2016 年度までの第 5 次環境ボランタリープ
ランに基づく環境保全活動の推進

※2　BCP：Business Continuity Plan（事業継続計画）
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お客さま・商品

お客さまとのコミュニケーション 

新しいお客さま満足度調査を導入しました。

お客さま・商品

スバルアカデミー
2005 年 1月に東京都八王子市にオープンした「スバルアカデ
ミー」は、宿泊施設（133 室）を併設した研修施設です。ここ
では、国内・海外の販売特約店の営業スタッフからメカニック
の全職種、新入社員から経営幹部までの教育プログラムを実
施しています。

　2011 年度の中期経営計画から取り組みをスタートした「スバル宣言」の実現を目指して、
「スバルお客さま満足度調査」も大きな見直しを行いました。これまでの活動指標である、
「満足度（＝お店の提供したサービスに対する評価）」に加えて「信頼度（＝対応の結果抱
いた将来に対する期待）」も併せて確認し、スバル宣言で掲げている「安心と愉しさの提
供」と「中長期的な視点でお客さまから選ばれ続ける関係の構築」を目指していきます。

私たちの取り組み 販売促進部

　スバルブランドの基盤となるCSの継続的な改善に向けて、国

内スバル販売特約店を中心に、お客さま満足度を高めるための

支援や推進活動を行っています。「スバルお客様アンケート」など

で得られたお客さまのご意見を特約店や関連部署にフィードバッ

クし、商品、品質、販売、アフターサービスの向上などに反映さ

せています。同時に、特約店でのお客さま対応の向上につながる

販売現場への改善指導や支援も行っています。

　お客さまからのお問い合わせやご相談、ご要望、ご指摘をお聞

きする窓口として「SUBARUお客様センター」を設置しています。

安心と愉しさをご提供するため「迅速・的確・公平」を行動の基

本として、お客さまに対応しています。また、お客さまからいただ

いた貴重なご意見、ご要望、ご指摘などは、関連する部署にフィー

ドバックし、品質・商品改善や提案、販売・アフターサービスの

改善に役立てています。

お客さま相談部門の活動 販売特約店を中心としたCS活動

SUBARU お客様センター

SUBARUコール：0120-052215
（内容確認のために録音させていただいております。予めご了承ください。）

SUBARU お客様センターでは下記の内容を承っております。
❶ ご意見／ご感想／ご案内 

（カタログ、販売店、転居お手続き、ほか）
❷ お問い合わせ／ご相談

受付時間
9:00 〜 17:00（平日）
9:00 〜 12:00、13:00 〜 17:00（土日祝）

お客さまからのご利用件数推移
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 特集1 社外からの評価〜お客さま満足度調査結果▶ P16

スバルアカデミー
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技術コンクール出場者と競技の様子

CS 向上に向けての取り組みを進めています。

　スバルカスタマーセンターでは、全世界の特約店（インポーター）
が販売店（ディーラー）を通じて高水準で均一なアフターサービス
を提供することでお客さまに安心してスバル車に乗っていただける
ように技術面の指導と体制面の強化を推進しています。

　お客さまの信頼を得るサービスを提供するためには、いかに
ディーラーで働くメカニックの技術力を高めるかが鍵となります。
このため、スバルアカデミーでは、世界統一の教育カリキュラム

“STEP（Subaru Technician Education Program）”を開発、特
約店インストラクターに指導方法を教授することで、海外のスバル
メカニックに技術教育を提供しています。
　また、より高度な整備や診断技術の習得に向けた動機付けとし
て、各国・地域における技術コンテンストの開催を推奨しています。
その頂点の大会として、昨年は日本において全世界の代表 13 ヶ
国が参加する世界技術コンクールを主催しました。

私たちの取り組み 海外での取り組み

品質マネジメント

品質方針（1994 年 11月制定）

常にお客さまの満足を第一に考え、仕事の質を高めて、トップ
クラスの品質の商品とサービスを提供する。

品質マネジメントシステム
❶ 当社の品質方針ならびにISO9001規格に基づいた品質マネジメ

ントシステム（QMS）を構築し、円滑かつ効果的に運用。
❷ 企画段階でお客さまにご満足いただける品質目標を明確にする。
❸ 開発から販売・サービスまでの各段階における品質保証活動によ

り、品質目標を実現する。
❹ 市場からのクレームと要望に迅速且つ的確に対処し、お客さまの

信頼に応える。

リコールへの対応

2011年度件数：2 件
 （SUBARU：1件　エコテクノロジー：1件）
ホームページにて公開しています。事故を未然に防止し、自
動車ユーザーなどを保護することを目的として処置対応をし
ています。
リコールへの対応詳細については、当社ホームページをご覧く
ださい。

http://www.fhi.co.jp/recall/

お客さま・商品

● 技術面の指導

　スバルカスタマーセンターでは、新中期経営計画“Motion-V”
において「地域でアフター CS No.1 の実現」を目標に掲げていま
す。これを実現すべく、海外特約店と一体となって各国のサービ
ス体制の強化を推進しています。同時に、メーカーとして全世界
のスバルチームの人的資源強化に向けた教育プログラムの開発に
取り組んでいます。
　こうした活動を通じて、お客さまのニーズに合ったサービスを提
供できる仕組みを構築し、全世界の特約店・販売店において「ス
バルらしいサービス」を具現化していきます。

● 体制面での強化
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安全なクルマづくり

お客さま・商品

　当社は、事故を未然に防ぐ 「ぶつからないクルマ」の実現
を目指し、先進運転支援システムの開発に取り組んできまし
た。ステレオカメラを用いた先進運転支援システム「EyeSight

（ver.2）」を開発し、2010 年 5 月よりレガシィに搭載しまし
た。これは衝突の危険性が高いと判断した場合に自動ブレーキ
によって、衝突を回避あるいは衝突被害軽減を行う「プリク
ラッシュブレーキ」、設定速度から停止までの速度範囲で先行
車両に追従走行を可能とした「全車速追従機能付きクルーズコ
ントロール」などの先進の機能をもつ運転支援システムです。
2011 年 12 月に発売した新型インプレッサへ搭載するなど展
開車種の拡大や、さらなる衝突回避性能の向上に取り組んでい
ます。

　当社は「誰でも、いつでも、安心、快適に、運転を愉しんで

欲しい」という想いでクルマづくりに取り組んできました。これ

を実現する重要なテーマのひとつが「安全性の追求」と考えて

います。当社が目指す安全は、あらゆる環境下で安全を優先す

ることです。そのために当社は、起こりうる事故を想定し事故

を未然に防ぐ「アクティブセイフティ」、ドライバーの運転操作を

サポートし、衝突を避けるために必要とあればクルマが自ら回避

操作を行い、事故被害を軽減する技術である衝突前安全の「プ

リクラッシュセイフティ」、万が一事故が発生した際に被害を最

小限に抑える「パッシブセイフティ」などの車両安全技術の開発

に取り組んでいます。

　当社は、万一事故に遭遇したとき安全に回避ができること、

さまざまな環境下で普段と同じような安定した走りができること

を考え、「走る・曲がる・止まる」というクルマの基本を磨いてき

ました。スバル独自の「シンメトリカル	AWD」は、水平対向エ

ンジンがもたらす低重心と、左右対称、一直線上に配置したパ

ワートレインによる優れた重量バランスにより高い走行安定性

を実現し、さまざまなシーンで走りを磨き上げてきました。この

基本性能に安定したブレーキ性能、横滑り防止装置VDC（ヴィー

クルダイナミクスコントロール）の採用などにより、乗る人に安心

で快適な走りを提供しています。

「安全なクルマづくり」の基本的な考え方

アクティブセイフティの取り組み

プリクラッシュセイフティの取り組み

 特集1 設計・開発▶ P11

スバル AWD40 周年を迎えて
当社が AWD（All Wheel Drive）を初めて搭載した「スバル レ
オーネ エステートバン 4WD」を、1972 年 9 月に発売してから
40 年を迎えます。AWD はエンジンの力を四輪に分散すること
で効率よく駆動力を路面に伝え、さまざまに変化する路面状況
や走行環境でも安定した高速走行と俊敏なコーナリングを実現
し、スバルの安全思想と走る愉しさを支える中核の技術となっ
ています。AWD 車の生産累計※1は11,782,812 台（2012 年
1月31日現在）となり、スバル車生産台数累計の 55.7％を占
めています。当社はこれからも、クルマの「安心と愉しさ」を個
性ある独自の技術で実現していきます。
※1 パートタイム四輪駆動方式の生産台数を含む

シンメトリカル AWD（イメージ）

EyeSight（ver.2）システムイメージ
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　スバル独自の安全ボディ「新環状力骨構造ボディ」により、全

方位からの衝突に対し優れた安全性能を有しています。また相手

車両や歩行者のダメージ軽減につながるコンパチビリティ（共存）

性能の確保など、総合的な衝突安全性能を目指しています。

JNCAP※1では自動車アセスメントグランプリをインプレッサが

2007年度、レガシィが2009 年度に受賞し、フォレスターとエ

クシーガが優秀車を2008 年度に受賞しています。2011年度か

ら開始された新安全性能総合評価では、レガシィがファイブス

ター賞※2を獲得しました。また海外でも、IIHS※3 のトップセイフ

ティピック※4 を米国で販売しているモデルラインナップ全車種

（レガシィ、アウトバック、フォレスター、トライベッカ、インプレッサ）

が2010 年以降、3 年連続で2012 年も獲得しました。

　当社では、クルマと生きる幸せをすべての人と分かち合うこと

を目指して、身体が不自由な方やご高齢の方にも安心して気持ち

良くお乗りいただくために、福祉車両の開発・普及に努めていま

す。福祉車両の製造販売は1980 年より開始し、現在は ｢トラン

スケアシリーズ｣ の名称でご愛顧いただいています。トランスケア

シリーズでは、軽自動車から普通車まで幅広い選択肢をご用意し、

介護する方もされる方もストレスなく扱える福祉車両を開発して

いくことを目指しています。より多くのお客さまにスバルの走りを

味わっていただけるよう、これからも取り組んでいきます。

※1　自動車アセスメント（Japan New Car Assessment Program：JNCAP）国土交通省と独立行
政法人自動車事故対策機構（NASVA）が自動車の安全性能を評価し、結果を公表する自動車の安
全情報公開プログラム。
※2　新・安全性能総合評価の得点が170点以上であり、フルラップ前面衝突試験、オフセット前面衝
突試験、側面衝突試験、後面衝突頚部保護性能試験、歩行者頭部保護性能試験及び歩行者脚部保
護性能試験に係る個別評価が、それぞれにおける最高評価から2段階以上、下回っていないこと。
※3　The Insurance Institute for Highway Safety（米国道路安全保険協会）
※4　IIHSが行う自動車の安全情報公開で、前突、側突、後突（鞭打ち）、ルーフ強度の結果がすべて
Good評価で、一般の人が購入できるグレードにスタビリティコントロールシステムを装備している自
動車にトップセイフティピックが与えられる。 
※5　ヨーロッパ各国の交通関連当局などで構成された独立機関が1997年より実施している安全性
能評価。
※6　オーストラリア、ニュージーランドの交通関連当局などで構成された独立機関が1993年より実施
している安全性能評価。

パッシブセイフティの取り組み

軽自動車から普通車まで幅広くラインナップ

2011年度に実施した自動車アセスメント

JNCAP
レガシィが 2011年度
新・安全性能総合評価ファイブスター賞受賞

Euro NCAP※5

スバル XV が
2012 年評価で 5 ★を獲得

ANCAP※6

2012MYインプレッサ、
2012MY スバル XV が 5 ★を獲得

福祉車両への取り組み
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全車種で Top Safety Pickを獲得した唯一
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画像提供：自動車事故対策機構（NASVA）
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スバルテクニカルスクール
　当社では、将来を担う若い技能者を対象として、2005 年に
スバルテクニカルスクール（STS）を開校し、各階層に応じた、
安全で質の高い技術・作業の伝承によって、高品質な製品の
提供に取り組んでいます。

　「自ら問題を発見し解決に向けて行動できる人材」の育成を通

じて、当社が求める人材像である「やる気に満ちた自立型人材」

の実現を目指しています。従業員が自らの「将来のありたい姿」

を描き、その実現に向けて積極的に努力することを支援する教育

プログラムを各種取り揃えています。

　階層別プログラムでは、全階層で昇格時に「新任研修」を実施し、

「論理的問題解決」を軸にしたカリキュラムを導入しています。職

能別プログラムでは、ビジネススキルの習得・向上を目指し、ビジ

ネススクールへの通学支援などを導入しています。

　また、グローバル人材育成では、レベルに応じたプログラムが

選択可能な体系とし、自ら学ぶ従業員を支援しています。

「やる気に満ちた自立型人材」の実現を目指して

従業員

従業員
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　当社の障がい者雇用率は、2012 年 3 月時点で法定の1.80%
を超え1.96% となっており、161名の方が活躍しています。職場
における負担を軽減するため、工場内のユニバーサル化を推進し
ています。環境整備にあたっては、家族に障がいをお持ちの従業
員の意見を参考にしている部署もあります。
　今後も継続的な採用活動に取り組み、障がいをお持ちの方が
働く喜びを通じて輝くことができる社会の実現を目指していきま
す。

誰もが働きやすい職場づくり

　従業員が個々の能力を存分に発揮するために、仕事と家庭

の両立を支援し、子育てや介護をしながら働くことができる

環境整備が重要と考えています。具体的には、従業員の子が2

歳の誕生日を迎えた最初の 4月まで延長できる育児休業制度、

小学校 4年生就学の始期まで利用可能な短時間勤務制度、介

護のための休業制度や短時間勤務制度を導入しています。また、

従業員への制度の周知徹底を目的として『産休・育休ハンドブッ

ク』の発行、イントラネットに『育児 ･介護の為の短時間勤務

のページ』の開設、階層別教育における研修など、男女ともに

制度を利用しやすい職場の理解醸成にも努めています。

　なお、次世代育成支援対策推進法（次世代法）により、企

業の自主行動計画を作成し、第一次行動計画期間（2005年 4

月〜 2007 年 3 月）、第二次行動計画期間（2007 年 4 月〜

2010 年 3月）において、計画を達成した結果、二度の厚生

労働大臣認定（くるみんマーク）を取得しました。

仕事と家庭の両立を支援 障がい者の雇用

育児休暇取得者数推移　　
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＊年度をまたぐ取得者は両年度にカウントしています。  特集1 働きやすい職場づくり▶ P13

職場内にある自動扉のスイッチや作業台は、車いすの従業員
に合わせた高さに設定しています。

従業員
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　従業員が東日本大震災の復興活動に積極的かつ安心して参加

できるよう、2011年 4月に「ボランティア休暇制度」を新設し

ました。これにより、ボランティア活動を通じた社会貢献と仕事

の両立がより行いやすくなり、2011年度は延べ18 名が制度を

利用して被災地での復興活動に参加しました。

　2012 年度は当制度を発展させ、東日本大震災からの復興且

活動に限定せず、災害ボランティア活動全体に対象を拡大した制

度にしました。

　当社では 60 歳定年後の就労問題の解決および人材の活用を図る
ため、2003 年に定年後再雇用制度である「シニアパートナー制度、
シニアスタッフ制度」を導入しました。その後「改正高年齢者雇用安
定法」によって義務化された、「定年後 65 歳までの雇用継続」へ対
応するため、当制度の一部見直しを行い、定年後の再雇用を進めて
きました。また、2006 年度には、定年後再雇用による人材活用をさ
らに積極的に行うため、当制度の見直しを再度実施し、2010 年度か
らは、再雇用者がより働きやすい環境づくりを進めています。今後も、
定年を迎える従業員が持つ経験や能力を、後進の指導育成や技能
の伝承に活かし、60 歳定年後の再雇用促進に取り組んでいきます。

※1　2012年度ボランティア休暇制度
有給の特別休暇とし、1回の活動につき連続5日、年間10日の取得を上限とする。

ボランティア休暇制度※1

産業医、保健師、看護師がさまざまな、健康面のサポートを行っています。

栁屋憲充
群馬製作所

　矢島工場健康支援センター
　

　当社は各事業所健康支援室（センター）にて産業医、保健師、看護師がさまざまな、健康面のサポートを行っています。 
①作業環境に関しては、暑熱や騒音、有機溶剤、粉塵等、健康に有害なものを監視し改善点を指摘します。 
②実際の作業風景を観察し、腰痛等の原因となる作業方法を是正。耳栓や防毒マスク等の着用が適切かをチェッ
クします。③健康診断を通して有所見に面談を行い、高血圧や糖尿病等の原因となる生活習慣の改善を促しつつ、
必要時は内服治療も行っています。
　以上の 3 点以外にも就業中の急病対応、昨今の重要課題であるメンタルヘルス対策にも安全衛生スタッフや外部
医療機関と連携しながら対応しています。我々産業医、保健師、看護師は従業員のより良い会社生活の手助けが
できればと考えております。

私たちの取り組み 健康支援室

　当社と富士重工業労働組合は、円滑な企業運営と相互の意思

疎通を図るため「労使協議会」を設置しており、コミュニケーショ

ンを密に取りながら相互理解・相互信頼の関係を築いています。

近年、労使関係は良好な状況を維持しています。

　当社は従業員の健康管理を積極的に推進しています。単に健

康障がいを防止するという観点のみならず、継続的かつ、計画的

に心身両面にわたる健康保持増進に取り組んでいます。

　具体的には、健康診断とその結果に基づく特定保険指導（メタ

ボ対策、運動指導、メンタルヘルスケア、栄養指導など）や健

康診断でC判定となった方への予防

に向けた健康相談の実施、メンタル

予防に向けたカウンセリング等、各

事業所にスタッフを配置し疾病予防、

健康管理に努めています。

労使のコミュニケーション 心身両面の健康づくり

熱中症予防研修

60歳定年後の再雇用の促進

シニアスタッフ・パートナー雇用推移
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労働安全衛生

　快適職場指針の実現に向け、作業環境、作業方法、環境設備
などの各項目について、組織的・計画的に改善活動を行っています。
また、より働きやすい職場をつくるため、休憩所、トイレ、喫煙所、
食堂などについての改善、施設のユニバーサル化も進めています。

　パネル（重さ 7〜10kg、幅 2 〜 2.4m）を取り出す際、腰を
折り曲げての作業は腰痛を発症しやすい環境であったため、アシ
スト装置を設置し腰への負担を軽減しました。

　当社は年度初めに、各事業所一斉に「安全衛生キックオフ大

会」を行っています。これは「労働災害、交通安全」と「健康管

理」への意識向上を目的とし、事業所トップから年度方針や安全

衛生活動に取り組むポイントなどを各職場の管理監督者に通達

をし、1年間災害・事故ゼロに向けて気持ちをひとつに活動に取

り組んでもらうことを目的に毎年行っています。また、労働安全

衛生マネジメントシステム、リスクアセスメント活動は各事業所と

も、継続的改善に取り組み、さらなる安全衛生水準の向上および、

労働災害防止に努めています。

災害・事故ゼロに向けて 快適な職場づくり

作業環境の見直し

安全衛生基本理念
「安全衛生は全ての業務に優先する」

安全衛生基本方針
労働災害、交通事故、疾病、火災等災害のゼロをめざし、全員が安
全衛生の重要性を認識し合い、設備・環境・作業方法の改善と管理・
意識の向上を図り、安全快適な職場作りを進める。

　当社は従業員の業務、通勤、私用すべての交通事故を防止するため、さまざまな啓蒙活動を行っ
ています。群馬製作所では、職場の自主的な交通安全活動の一環として「安全運転体験教育」を
実施しています。ドライバー視点からだけでなく、歩行者から見たドライバーの危険行為や正しい
タイミングでの右折の仕方など、異なる視点での教育訓練を実施しています。
　また、宇都宮製作所半田工場では「交通安全ナイトスクール」を実施しています。昼間との距離
による視認性の違い、前照灯の遠目・近目による視認性の違い、歩行者の着衣の色彩・反射材有
無による視認性の違いなどについて体験し、夜間における安全運転の行動について学んでいます。

私たちの取り組み 人事部

労働災害発生状況と休業度数率

50

40

30

20

10

0

（件）

労働災害発生件数
度数率（製造業平均） 度数率（当社自動車部門）

度数率（自動車製造業平均）

2008 2009 2010

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0

（%）

29

40

29

2007

34

0.99

2011

23

（年度）

1.12
1.09

0.43
0.52

0.14 0.21 0.19

0 0.05

0.59

0.43

0.12

0.98 1.05

従業員の自主的な交通安全を支援しています。

安全衛生キックオフ大会の様子 アシスト装置設置後の作業

従業員
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　今年 6 月、リオ・デ・ジャネイロで 3 回目の地球サ

ミット2012（リオ＋ 20）が開催されました。1992

年に1回目の地球サミットが同じリオ・デ・ジャネイロ

で開催された翌年、当社は環境委員会を発足、この

20 余年の間、地球サミットのテーマである“持続可

能な開発”を当社の環境方針に掲げ、環境取り組み

を進めてきました。輸送機器メーカーとして、商品開発、

部品調達、製造、物流、販売のサプライチェーンを通

じて、地球環境問題に対し、社会的責任を全うする

企業でありたいと考えております。

　環境取り組みの体制構築は、2010 年 2 月に本社

を含む全事業所の環境マネジメントシステムを統合し、

ISO14001の統合認証を取得しました。それまでの

事業所ごとの環境管理を全社一元化し、より効率的・

合理的な体制としました。

　また、2011年 3 月にすべての国内スバル販売特約

店・拠点において、環境省が策定した環境マネジメン

トシステム「エコアクション 21」の認証を取得し、販

売における環境取り組み向上を図りました。海外では

SIA、SOA、SCI、SRD※1 の 4 社が ISO14001の認

証を取得しています。さらに 2012 年 5 月には、SIA

がエネルギーマネジメントシステム ISO50001の認

証を取得し、北米での環境取り組み向上を図りました。

グループ企業まで含めた体制を構築し、事業活動のサ

プライチェーンにおける環境取り組みを進めています。

　当社は 2007 年度から 2011年度までの環境保全

自主取り組み計画である「第４次環境ボランタリープ

ラン」で、「常により高い環境保全目標を掲げるとと

もに法規制、業界との連携を含めた的確な環境対策

を織り込み、これまで以上にクリーンな商品を、クリー

ンな工場・オフィスから、クリーンな物流により、クリー

ンな販売店を通してお客さまにお届けし、商品で社会

に貢献する」ことを目指し、当社のみならずグループ

企業の指針として共有、当社グループ環境諸問題の

継続的改善に取り組んできました。その結果、ほと

んどの取り組みで目標を達成することができました。

　そして今回、「第４次環境ボランタリープラン」に続

く新たな環境保全自主取り組み計画として「第５次環

境ボランタリープラン（2012 ～ 2016 年度）」を策定

しました。基本的な考え方は踏襲しながら、ステーク

ホルダーの声にできるだけお応えできる取り組みと目

標を設定しました。計画の進度を毎年このレポートで

報告させていただきます。

　地球環境問題を含め当社を取り巻く状況は刻々と

変わっていきますが、これからも持続的な発展を目指

し、環境取り組みを進めていきます。

環境

環境委員長メッセージ

環境

※1　SIA（Subaru of Indiana Automotive, Inc.）、SOA（Subaru of America, Inc.）、
SCI（Subaru Canada, Inc.）、SRD（Subaru Research and Development, Inc.）

持続的な発展を目指し、環境取り組みを進めていきます。

取締役 兼 専務執行役員
環境委員会委員長
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製品ライフサイクル
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環境方針 【制定：1998 年 4 月　改定：2010 年 3 月】

常に地球環境と事業活動の深いかかわりを認識し、「クリーンな商品」を「クリーンな工場、オフィス」から「クリーンな物流、販売店」を通
してお客さまにお届けし、社会の持続的な発展を目指します。
また、法規制・地域協定・業界規範の順守はもとより、社会・地域貢献、自主的・継続的な改善、汚染の未然防止に取り組んでいきます。

● クリーンな商品   環境にやさしいスバルブランドの商品設計、研究開発
● クリーンな工場   生産工程における環境負荷の低減
● クリーンなオフィス   本来業務を中心とした環境負荷の低減
● クリーンな物流   物流面における環境負荷の低減
● クリーンな販売店   販売店の環境保全活動に対する支援
● 管理面の拡充   社会貢献や情報公開、スバルグループとしての環境活動強化

　製品の原料採取から製造、使用、廃棄に至るまでのライフサイ

クルのすべての段階における環境負荷には、エネルギーや原材料

等の資源の使用、または温室効果ガスや廃棄物の排出等があります。

　製品のライフサイクルにおける環境負荷を低減するため、当社

のサプライチェーンを含む事業活動（研究開発・設計〜調達〜生

産〜物流〜販売〜廃棄）のすべての段階において環境取り組みを

進めています。

地球環境と事業活動のかかわり

環境マネジメント

事業活動と環境負荷

　当社の事業活動である低燃費車・エコカーの研究開発、市場

投入や汎用エンジンの燃費改善、および複合材技術による航空

機の軽量化等は低炭素社会構築に寄与すると考えています。また、

事業者としてCO₂ 排出抑制の取り組みも進めています。2014 年

に移転を予定している新本社ビルはCASBEE※1の Sクラスを目

指しています。
※1　CASBEE：建築環境総合性能評価システム

低炭素社会の構築

● 自動車   低燃費車およびエコカーの研究開発・市場投入
● 産業機器   汎用エンジンの燃費改善
● 航空宇宙   複合材料技術による軽量化
● 共通   省エネルギー・CO₂ 排出抑制への取り組み

環境
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　当社は、事業活動における環境リスクを低減する環境リスク

マネジメントに取り組んでいます。危険物の貯蔵や塗装関連設備、

排水設備等の区分ごとに環境設備基準を定め、漏洩等の環境リ

スク低減を進めています。

　工場敷地境界付近で完成車確認走行を始めるにあたり騒音影

響を評価し、外観や工場緑地も考慮した防音壁を設置しました。

これにより17～18dB の防音効果がありました。

　当社では、環境方針や環境ボランタリープランの目標を達成す

るために、全社統合 EMS と環境委員会の 2 つを軸に、組織横

断的に富士重工業グループの環境管理体制を構築しています。環

境担当役員が全社統合 EMS の代表と環境委員会の委員長を兼

務し、年 2 回定期的にレビューを実施しています。全体の進捗お

よび取り組みの方向性を総合的にマネジメントすべく活発に環境

保全活動を推進しています。

　当社は、富士重工業グループ全体の環境管理体制構築にも積

極的に取り組み、環境マネジメントシステムを事業所、お取引先、

国内外の連結生産会社、国内外のスバル販売特約店において構

築し、外部認証等を取得しています。特に、2011年 3 月には、

メーカー系自動車販売店では国内初となる全販売特約店 44 社・

全 477 拠点のエコアクション 21認証取得を完了しました。また、

当社の北米生産拠点である SIAでは、2012 年 5月にエネルギー

マネジメントシステム（EnMS）の国際規格である「ISO50001」

認証を、米国内の自動車生産工場として初めて取得しました。現

在も積極的に活動を進めています。

　他にも、富士重工業グループとしてグローバルな事業活動を通

じ、サプライチェーンにおけるグリーン調達、当社 9 事業所の統

合環境マネジメントシステム（EMS）などの環境経営にも取り組

んでいます。今後は海外も含めた取引先へ、環境マネジメントシ

ステムの構築と環境負荷物質削減を要請するグリーン調達をさら

に推進していきます。

※1  海外関係会社のうちSIA、SOA、SRDの3社は、ISO14001の統合認証を取得しています。 
※2  SIAはISO14001とISO50001の両方を取得しています。

環境マネジメントシステムの構築状況

環境リスクマネジメント

組織体制

富士重工業グループのEMS／EnMS構築状況

富士重工業グループの環境管理組織体制（2012年3月現在）

富士重工業
全社統合EMS

生産環境委員会

販売サービス物流部会

北米環境委員会

ゼロエミッション部会

地球温暖化防止部会

公害防止部会

群
馬
製
作
所

東
京
事
業
所
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玉
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本

　社

国内関連企業部会 国内 関連 5 社
輸送機工業（株）、富士機械（株）、

（株）イチタン、桐生工業（株）、
（株）スバルロジスティクス

物流部会

販売・サービス部会

国内 スバル販売特約店44 社・477 拠点

北米 関連 4 社
Subaru of Indiana Auto motive, Inc.
Subaru of America, Inc.
Subaru Canada, Inc.
Subaru Research & Development, Inc.

富
士
重
工
業
環
境
委
員
会

工場・オフィス 販売店

区分 富士重工業（株） 取引先 国内連結生産会社 海外連結生産会社 国内自動車販売会社 海外連結自動車販売会社

対象 統合 EMS
 群馬製作所
 東京事業所
 宇都宮製作所
  半田工場
  半田西工場
 埼玉製作所
 本社
 輸送機工業（株）
 エフ・エー・エス（株）

グリーン調達
資材調達取引先

計 655 社

富士機械（株）
桐生工業（株）

（株）イチタン
輸送機工業（株）

計 4 社

SIA（生産）※1

SRD（研究開発）※1

計 2 社

国内の全スバル自動車
販売会社

計 44 社

SOA ※1

SCI

計 2 社

取得 
EMS／EnMS ISO14001 ISO14001、EA21、

自主診断の何れか ISO14001 ISO14001／ISO50001※ 2 EA21 ISO14001

工場緑地も考慮した防音壁
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　当社は各事業所周辺地域の方々とのかかわりを大切に考え、コ

ミュニケーション窓口を設けています。また、ステークホルダー

の皆さまに安心し信頼していただける企業となるべく、CSRレポー

トやインターネットなどさまざまな形で環境情報の発信を行って

います。他にも、群馬製作所のスバルビジターセンターには当社

の環境取り組みを紹介する「リサイクルラボ」を設けているほか、

宇都宮製作所、埼玉製作所にも廃棄物リサイクルを中心とした環

境取り組みの様子を紹介する展示スペースを設けています。

　当社では、環境問題への取り組みを企業の社会的責任として捉

え、各階層・各業務に応じたさまざまな環境教育を実施しています。

　2011年 4月には、自動車部門の新入社員199名に対し、「新

入社員環境保全教育」を実施しました。講師を務めた環境課の

担当者から、地球環境問題やスバルの環境方針・環境保全活動

について、一人ひとりが取り組むことが大切であることを事例を含

めて説明しました。

　また、ISO14001環境マネジメントシステムの内部監査体制

および各職場の環境保全活動の強化に向け、「ISO14001内部

監査員養成セミナー」を開催しています。

このセミナーでは、外部から講師を招き、

参加者は 2日間にわたり内部監査員候

補としての知識を習得しました。バリュー

チェーン全体での環境配慮を進めるため、

関連企業からの参加者を含めた研修とし

て実施しています。今後もさらなる環境

教育・啓発を進めていきます。

　2011年12月に、本社

の全従業員約700 名が

社内eラーニングシステム

を使って、環境保全教育と

その理解度テストを実施し

ました。

環境コミュニケーション

環境教育･啓発

社内eラーニング

　環境に関心のあるさまざまなステークホルダーに直接お会い

し、当社の環境に対する取り組みを紹介できる貴重なコミュニケー

ション機会として、毎年エコプロダクツ展に出展しています。当社

ブースへお寄りいただいた方々からは、「スバル車をつくっている

富士重工業が自動車以外で活躍していることを初めて知った！」と

いう驚きの声を多くいただきました。普段間近で見ることの少な

いエコな製品を実物や映像で紹介し、当社の幅広い環境取り組

みをアピールしました。

　当社では、児童向けのコミュニケーションツールとして、これま

でビジターセンターを訪れた児童を対象に「スバルのクルマがで

きるまで」という冊子と、小学校高学年の児童を対象にした「ス

バルの社会･環境への取り組み」という児童向けCSRレポート、

そして生産工場の様子をweb上で学べるように工夫した「ファク

トリーストーリー」などを用意していましたが、2012 年度よりそ

れらを統合した新しい児童向け冊子を発

行しました。

　これまで工場見学に訪れた方々からい

ただいたご意見を反映し、当社のクルマ

づくりをより分かりやすく、さらに環境に

配慮した取り組みや工夫などの情報を充

実させた冊子としました。

「エコプロダクツ2011」に出展

児童向けの環境コミュニケーション

インターネット公開車種別環境情報

リサイクルラボ

ISO14001内部監査員養成セミナーの教材

eラーニングのトップ画面2011年スバルブースの様子

『児童向け冊子〜スバルのクルマづくりのヒミツ〜』
社内向けイントラネット
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　当社は環境方針に基づき、「生物多様性民間参画ガイドライン

（環境省）」や「経団連	生物多様性宣言	行動指針とその手引き（経

団連）」等を参考に、生物多様性保全に取り組みます。

　米国におけるスバル販売会社であるSOAでは、地元の

Rutgers 大学と地域の土壌保護団体と共同でSOA 本社の敷地

内に「Rain	Garden」を設けました。そこには、州から環境保護

に貢献すると認められた植物が従業員の手で植えられており、雨

水が浸透すると浄化され周辺の河川の水質をきれいにする効果

があります。このRain	Gardenプロジェクトをきっかけに、地

域の水源をきれいにしようという周辺住民の方々の意識改革にも

つながりました。2012 年度は、地域の皆さまの参加も受け入れ、

さらに生物多様性に配慮したガーデンをつくる予定です。

　国内では、森林を計194ha 所有しており、木々の成長に合わ

せ間伐を行い、森林を育成・管理しています。当社事業所にある

調整池は地域の農業用水の水源として利用されています。また、

スバルグループ地域交流会では、太田市金山に「スバルつつじの

小路遊歩道」を整備し、地元の方のご協力をいただきながら下

草刈を行い、つつじを育てています。

生物多様性保全への取り組み

　過去 5年間の環境法規制値超過、環境事故、苦情の合計件

数の推移は減少傾向にあります。対応は下記表に示した通り、是

正処置を図っています。

環境法規制の順守状況

当社では、環境法規制値よりも20%厳しい値を自主基準値と

して設定し、自主基準を含む基準値超過“ゼロ”を目標として

取り組んでいます。2011年度は0 件でした。

2011年度環境法規制超過件数

環境法規制値超過、環境事故、苦情発生件数推移

事業所内にある調整池

事業所に咲く草花事業所内にある桐の木

18

12
11

7
4

15

10

5

0

（件） （件）

棒グラフ 折線グラフ

30

20

2007 2008 2009 2010

10

0
（年度）

0

4

000

7

3

6 6

2
1 1

7

3
1

構外事故 構内事故 苦情
自主基準超過 法基準超過 各項目の年度合計

2011

1 0

3

0 00

4

0
2

1

環境苦情“ゼロ”を目標として取り組んでいます。

2011年度は1件の環境苦情をいただきました。

2011年度にいただいた環境苦情と内容

事業所名 件数 主な内容 主な是正措置

スタジオSUBARU 騒音1件

2011 年 11 月；スタ
ジオSUBARUで発電
機の騒音に関する苦情
をいただきました。

応急措置として発電機設置
場所を移動、今後は騒音影
響を考慮した発電機の使用
を行うことにしました。

当社では、外部流出に至らなかった構内事故も含めて環境事故

“ゼロ”を目標として、環境事故の未然防止に取り組んでいます。

2011年度は構内事故 3件、外部流出事故 0 件でした。

2011年度環境事故発生件数と内容

事業所名 件数 主な内容 主な是正措置

群馬製作所 水質2件

2011年 6月；水溶性塗料
を構内浄化槽に流入させま
した。

水溶性塗料の取り扱いを再
教育しました。

2011年 10 月；産業廃棄
物（汚泥）を構内道路に流
出させました。

管理者に再発防止の講習
を受講させました。

スバル
部品センター 水質1件

2011 年 8 月；オイル缶
（20ℓ×2缶）のオイルを
構内に流出させました。

作業の注意事項を掲示しま
した。
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　環境対応にかかわる設備（投資額25百万円以上）の投資額・

関連費（維持管理費等）および労務費は、差額または按分集計

を行っています。例えば、ある生産設備について、省エネルギー

に関する投資額、環境コストは次のように算出します。

　環境コストは単独で177億円となり前年度より13.5 億円

（8.2%）、連結で185 億円となり13.1億円（7.6%）増加しまし

た。これは環境コストの中で、研究開発コストの中で、研究開発

コストの増加（単独：13.0 億円）が大きく影響したことによります。

連結環境経営指標の環境コスト/ 売上高は1.26%となりました。

　設備投資額が25百万円未満の小規模設備は、環境対応目的

に限り設備投資額と維持管理費等のコストの全額を計上していま

す。また、キャッシュフロー重視の観点から投資設備の減価償却

費は環境コストに計上していません。その他、固定資産税・保険

料等少額の費用は、計上を省略しています。環境設備による環境

コスト、経済効果は、設備稼働の翌年から3年間のみ計上してい

ます。

環境会計（富士重工業グループの 2011年度実績）

環境コストの考え方と算出方法

環境コスト、設備投資額の算出方法

2011年度集計結果について

　環境省のガイドラインを参考に、富士重工業の環境保全活動

組織に合わせた独自のガイドライン※1を策定し、これに基づき

環境コストを算出・集計しています（国内外グループ企業も同様

に算出･集計）。算出方法の詳細については、『2006 環境・社

会報告書別冊データ編』の 9 ページから13 ページに掲載して

います。
※1　2005年度集計から一部算出方法を変更しています。

設備投資額、環境コスト = 
　｛（投資総額－省エネ目的なしの場合の投資額）/ 投資総額｝
　×（該当生産設備の設備投資額、維持管理費など）

2011年度の環境コストおよび効果の集計結果

項目 分類

環境コスト金額 ( 百万円 ) 環境投資金額（百万円）

単独 連結 単独 連結

9 年度 10 年度 11 年度 9 年度 10 年度 11 年度 9 年度 10 年度 11 年度 9 年度 10 年度 11 年度

( １) 事業エリアコスト
①公害防止コスト 316 310 306 515 462 447 54 102 116 56 103 155

②地球環境保全コスト 47 41 53 90 71 84 343 90 195 352 99 235

③資源循環コスト 416 447 466 774 772 777 1 0 0 5 0 1

（２）上・下流コスト リサイクル関連費用、製品原材料
変更費用 143 140 158 143 140 158 - - - - - -

（３）管理活動コスト 環境調査費用、環境マネジメント費
用、環境教育費用 95 84 92 141 178 127 - - - - - -

（４）研究開発コスト 環境負荷低減のための研究開発費用 14,774 15,179 16,474 15,049 15,421 16,749 1,026 814 788 1,026 821 792

（５）社会活動コスト 環境保全団体への寄付等 62 107 106 65 109 109 - - - - - -

（６）環境損傷対応コスト 土壌・地下水汚染の修復のための
費用等 102 80 94 116 90 99 - 1 0 - 1 0

（７）その他コスト 7 0 0 14 0 0 - - - - - -

総合計 15,964 16,388 17,748 16,907 17,243 18,550 1,424 1,007 1,099 1,439 1,024 1,183

＊　小数点以下第一位を四捨五入しているため、表記数字の合計が一部合わない箇所があります。

2011年度の経済効果の集計結果

項目
経済効果金額（百万円）

単独 連結

省エネルギーによるエネルギー費用の低減 179 225

リサイクル品売上（有価物売却：金属類、廃液、段ボール） 1,207 2,363

リサイクルによる原材料低減（梱包資材費等） 5.98 5.98

連結集計対象企業
国内関連企業5社
輸送機工業（株）、富士機械（株）、（株）イチタン、桐生工業（株）、
（株）スバルロジスティクス

海外関連企業4社
SIA、SOA、SCI、SRD
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環境パフォーマンス

　当社の2011年度の主な環境パフォーマンスはグラフに示すとおりです。CO₂ 排出量、廃棄物発生量、水使用量、PRTR 対象化学物

質排出量等ほとんどが前年度より増加しました。各事業所の生産量が前年度に比べて増加したことが原因です。

　廃棄物の埋立量については、2004 年度にゼロエミッション※1を達成し、現在も継続しています。

環境パフォーマンスデータ

全生産事業所ＣＯ₂排出量とエネルギー消費原単位の推移

全生産事業所水使用量の推移

廃棄物発生量（売却金属くずを含む）

全生産事業所ＰＲＴＲ対象化学物質取扱量と排出量
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CO₂排出量
エネルギー消費原単位指数（1990年度を基準）

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（千㎥）

2007 2008 2009 2010

100

80

60

40

20

0

（%）

1999

536

45.6 47.9 48.7

2011（年度）

58.2

100

3.6213.621
3.3353.335

2.9772.9772.8382.838

6,2206,220

3,0323,032

水使用量
水使用量指数（1999年度を基準）

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（ton）

2007 2008 2009 2010

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

0.00

（ton/億円）

1999

7.09 6.92 6.70

7.67

2011（年度）

7.09

10.04

71,65371,653
68,01868,018

71,45571,455
64,93664,936

89,89789,897

79,28479,284

廃棄物発生量
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PRTR対象科学物質取扱量
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※1　当社のゼロエミッションの定義：埋立物（直接埋め立てされるもの＋中間処理後に埋め立てされるもの）の総量が
金属くずを除く廃棄物（産業廃棄物＋特別管理産業廃棄物＋事業系一般廃棄物）の総量の0.5%未満であること。
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　自動車塗装工程で発生する2011年度のVOC 排出量は塗装

面積あたり47.3g/㎡で、2000 年度から48.2％低減しました。

これは、洗浄用シンナーの使用量低減や使用したシンナーの回

収率向上などの成果です。2007年に稼働した新塗装工場では塗

料の水性化を行い、VOCを大幅に低減しています。

　当社では1998 年から自主的に各事業所の土壌・地下水の調

査を行い、その結果を行政に報告してきました。宇都宮製作所な

ど土壌・地下水の浄化対策を行った事業所においては地下水のサ

ンプリング調査を継続的に行い、結果を行政に報告しています。

　当社では法令に則りPCB廃棄物を保管管理しています。保管

しているPCB廃棄物（トランス類・コンデンサ類）は日本環境安

全事業株式会社に早期登録し、2011年度から処理を始めました。

VOC（揮発性有機化合物）の低減 土壌・地下水汚染防止

PCB※1廃棄物の保管・処理状況

NOx, SOx排出量推移グラフ 窒素・リン・BOD排出量推移グラフ
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全社BOD排出量全社窒素排出量
全社リン排出量

クリーンな工場▶ P51

※1　PCB：Poly Chlorinated Biphenyl（ポリ塩化ビフェニル）の略称で、ポリ塩化ビフェニル化合
物の総称。

PCB廃棄物の積み込み状況新塗装工場
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第 4 次環境ボランタリープラン［2007〜2011年度］実績総括

  当社では、2006 年度に第４次環境ボランタリープランとして 2007 年度から 2011年度までの環境保全自主取り組み計画を策定し、

全社をあげて環境保全活動に取り組んできました。ここでは、この 5 年間の活動実績について報告します。

　ほとんどの項目は目標を達成しましたが、一部については残念ながら目標未達に終った項目もありました。2012 年度からは、当社環

境方針に基づいて新たに策定した第 5 次環境ボランタリープラン［2012 〜 2016 年度］を達成すべく、環境保全活動を推進していきます。

第４次環境ボランタリープランの概要

地球温暖化防止に全力をあげて取り組んでいきます。
● 自動車のフルモデルチェンジ、年次改良ごとの継続的な燃費改善を図ります。

● 生産工場からの CO₂ 排出量を 2010 年度までに1990 年度比 15% 低減を目指します。

● 物流面では 2011年度末までに、2006 年度比 5% のエネルギー使用量原単位削減を目指します。

● 電気自動車や風力発電システムなどクリーンエネルギーを利用する商品の開発、市場展開を進めます。

あらゆる段階で環境諸問題の継続的改善に取り組みます。

● 自動車ではさらなる低排出ガス対応化を進め、低排出ガス車両の普及を推進します。

● 新型車のリサイクル配慮設計を推進し、2015 年のリサイクル率 95%を目指します。

● 自動車生産ラインにおける揮発性有機化合物の排出量原単位を 2010 年度末までに 2000 年度比 30% 以上低減します。

● 全生産工場でのゼロエミッションを継続し、発生源対策により廃棄物発生量を削減します。

● 海外も含めた取引先へ、環境マネジメントシステムの構築と環境負荷物質削減を要請するグリーン調達を進めます。

● スバル販売特約店の環境への取り組み活動に対する支援を行います。

● 社会貢献活動や環境関連情報の公開に努めていきます。

環境
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クリーンエ
ネルギーを
利用する商
品の開発

◇ハイブリッド自動車：アライアンスを活
用した新ハイブリッドシステムの開発を
行う。※1

◇引き続き、新ハイブリットシステムの開
発を行う。

◆ 2013 年の市場投入に向けた新ハイブ
リットシステムを開発中。

◆新ハイブリッドシステムの開発を行い、
市場投入の目途を立てた。 ○

◇電気自動車：業務用車両を始めとした市
場導入を目指し開発を行う。※1

◇プラグインステラの生産は終了したが、
実証試験を関係自治体と継続する。

◆既に市場投入したプラグインステラによ
る実証実験を関係自治体と実施した。

◆業務用車両をはじめとした市場導入を目
指した開発を推進し、プラグインステラ
を官公庁、地方自治体、法人などの業務
用車両としてリース販売した。

○

◇風力発電システムの開発、市場展開を継
続する。※3

◇大型風力発電システムとして初となる	
山岳地サイトにて運転開始を予定。

◆大型風力発電システムとして初となる	
山岳地サイトにて予定通り運転開始を行
えた。

◆2008年より、スバル初の大型風力発電
システム『SUBARU80/2.0』の本格的
な、生産・販売・運用を着実に行うこと
ができた。

○

◇ LPG/CNGエンジンを使用した応用製
品の市場展開を図る。※2

◇引き続き3kWのRV発電機用エンジン
の開発を継続し、2012年 2月の量産開
始を目指す。

◆ LPGエンジンの生産化において 3kW、
RV発電機用エンジンの排ガス認証取得、
OEM要求を満たす耐久性を確保し、EX
エンジンとして初の LPG仕様として生
産化の目処をつけた。

◆ガスエネルギーの汎用エンジン適用とし
て LPG/CNGデュアルフューエル仕様
を市場投入（2009 年度）、さらに発電
機用エンジン適用として LPG仕様市場
投入の目途確保（2011年度）を果たし、
第4次ボランタリープランスタート時の
目標“LPG/CNGエンジンを使用した応
用製品の市場展開”を達成できた。

○

リサイクル
性の向上

［自動車］

◇新型車のリサイクル配慮設計を推進	
し､ 2015 年リサイクル率 95% に貢
献する｡

◇引き続きリサイクル率95%以上を維持
する。

◆リサイクル率は98.9%となり、95%以
上を維持した。
◆新型車のほとんどの樹脂材料にリサイ
クル性に優れたオレフィン系樹脂を使
用した。

◆リサイクル率95%以上を維持できた。
◆新型車に対し、3Rの観点からオレフィ
ン系樹脂の採用拡大を始め、締結点数や
構成部品点数の削減など、リサイクル配
慮設計を推進した。

○

環境負荷物
質の低減

［自動車］

◇環境負荷物質の管理拡充および、さらな
る低減を行う。 ◇鉛化合物の鉛フリー化を順次拡大する。

◆2011年新型車からスイッチ・リレー等
の共晶はんだの鉛フリー化が完了し、鉛
削減を推進した。

◆日本自動車工業会の自主行動計画に基づ
き、環境負荷4物質（鉛・水銀・カドミ
ウム・六価クロム）の廃止・削減を進め、
2007年段階ですべて目標達成した。さ
らに鉛に関しては、電気・電子部品のは
んだ中の鉛フリーを推進した。

○

車外騒音の
低減

［自動車］

◇引き続き燃費向上や排出ガス低減との両
立を図った騒音低減の技術開発を推進
する。

◇引き続き燃費向上や排出ガス低減との
両立を図った騒音低減の技術開発を推
進する。

◆新型インプレッサでは新世代BOXERエ
ンジン+新世代CVT「リニアトロニック」
を採用し、優れた燃費性能と気持ちのい
い加速フィールを最適なエンジン回転数
で実現するとともに実際の市街地走行時
の交通騒音の低減を図った。

◆新型CVT、新型FBエンジン、車両の軽
量化等、燃費向上や排ガス低減の新技術
を導入し、同時に車外騒音の低減を実現
した。

○

エアコン冷
媒に係る地
球温暖化の
抑制

［自動車］

◇自動車1台あたりの冷媒（HFC134a）
使用量の削減をさらに推進する｡

◇引き続き、使用量削減、漏れ量の削減を
推進する。

◆新型車に省冷媒機器を搭載し冷媒使用量
削減、漏れ量の削減を推進した。

◆計画的に冷媒使用量の削減および、漏れ
量削減を推進した。 ○

◇低温暖化係数冷媒エアコンの開発を推進
する。

◇HFC134a 以外の代替冷媒の研究を推
進する。

◆代替冷媒HFO-1234yf 搭載のエアコン
を開発し、生産を開始した。

◆代替冷媒エアコン開発を計画的に推進
した。 ○

交通環境に
関する研究

［自動車］

◇安全かつ快適な車社会を実現する高度道
路交通システム（ITS）への取り組みを
さらに前進させる｡

◇先進安全運転支援システム「EyeSight
（ver.2）」の展開拡大に向け、開発を推
進する。

◇高度道路交通システム（ITS）への取り
組み、国土交通省先進安全自動車（ASV）
プロジェクトへの取り組みを推進する。

◆先進安全運転支援システム「EyeSight
（ver.2）」の展開（車種・市場）を拡大し、
さらなる開発を推進した。

◆第 5 期 ASV プロジェクトへ参画し取り
組みを推進するとともに、高速道路での
渋滞緩和を狙ったスマート交通流制御の
取り組みを加速した。

◆先進安全運転支援システム「EyeSight」、
「EyeSight（ver.2）」を商品展開し、安
全かつ快適な車社会の実現に向けた取り
組みを加速した。

◆第 4 期 ASV プロジェクトへ参画し、車
車 / 路車間通信を利用した通信利用型運
転支援システムを開発、実証実験を通じ
て効果検証を実施した。

○

環境関連商
品の開発､
環境関連事
業の推進

◇塵芥収集車の開発や環境機器 ･ 装置など
の環境関連ビジネスを推進する。※3

◇「フジマイティーエレクトラ」販売目標
12 両 / 年として、CO₂ 削減 42t/ 年と、
騒音低減に貢献する。

◇海上輸送へのモーダルシフトを推進して、
CO₂ 削減量約 166t/ 年を目指す。

◆「フジマイティーエレクトラ」を 17 両
販売して、CO₂ 削減と、騒音低減に貢献
した。

◆海上輸送へのモーダルシフトを推進して、
CO₂ 削減量約 138t/ 年を行った。

◆塵芥収集車では「フジマイティーエレク
トラ」の市場導入を行うことができ、拡
販することで CO₂ 削減と騒音低減に貢
献した。

◆塵芥収集車の西日本地区への輸送を船舶
輸送へと促進を行い、モーダルシフト表
彰を受賞した。

○

※1　自動車部門
※2　産業機器カンパニー
※3　エコテクノロジーカンパニー

【1】クリーンな商品

項目 目標・取り組み 2011 年度計画 2011 年度活動実績トピック 2007 ～ 2011 年度総括活動実績 評価

燃費の向上
［自動車］

◇フルモデルチェンジおよび年次改良ごと
の継続的な燃費改善を図る｡

◇継続して、フルモデルチェンジ、および
年次改良ごとの燃費改善を図る。

◆新型インプレッサにて新世代BOXERエ
ンジン、新リニアトロニック、アイドリ
ングストップ空力性能の向上、ボディ
軽量化などにより燃費性能を約 20〜
27％向上させた。

◆フルモデルチェンジおよび年次改良ごと
の継続的な燃費改善により、すべての重
量ランクで概ね毎年燃費改善を図ること
ができた。

○

◇平成22年度（2010年度）燃費基準達
成車をさらに拡大する。

◇平成 22年度燃費基準+15%以上達成
車を拡大する。

◆平成 22 年度燃費基準 +15% 以上達
成車は、2010 年度実績 71.5％に対し、
81.3％に拡大した。

◆平成22年度（2010年度）燃費基準達
成車は、概ね毎年拡大することができた。○

◇平成27年度（2015年度）燃費基準に
向けた燃費改善を推進する。

◇引き続き、平成27年度燃費基準に向け
た燃費改善を推進する。

◆新型インプレッサ、新型車トレジアにて
平成27年度燃費基準達成車を市場投入
した。

◆平成27年度燃費基準達成に向けた燃費
改善を推進し、平成27年度燃費基準達
成車を市場投入した。

○

排出ガスの
クリーン化

［自動車］

◇平成17年基準排出ガス75%低減レベ
ル対応の技術を拡大し、さらなる低排出
ガス対応化を進め､ 低排出ガス車両の普
及を推進する。

◇引き続き、平成17年基準排出ガス75%
低減レベル認定車を拡大する。（富士重
工業	生産車）

◆ SU-LEV 車両は、2010 年度実績 91%
に対し、94%に拡大。

◆平成17年基準排ガス75%低減レベル
の対応技術を拡大し、毎年低排出ガス車
両の普及促進を図ることができた。

○

環境
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【2】クリーンな工場

項目 目標・取り組み 2011 年度計画 2011 年度活動実績トピック 2007 ～ 2011 年度総括活動実績 評価

地球温暖化
の抑制

◇生産工場からの CO₂排出量を 2010 年
度までに 1990 年度比 15% 低減を目
指す｡

◇CO₂排出量を1990年度比15％削減す
る。［上乗せ努力目標：1990年比 22％
削減する］

◆CO₂排出量実績202,721t-CO₂で、
1990年度比26.0％削減した。

◆CO₂排出量実績202,721t-CO₂で、
1990年度比26.0％削減した。 ○

生産工場に
おける環境
負荷物質の
管理と排出
削減

◇PRTR 対象化学物質の環境への排出量
削減を継続する。 ◇PRTR排出量620t ◆ PRTR 排出量実績	633t（群馬のみ）、

673ｔ（全社累計）。
◆PRTR 化学対象物質を含有しない代替
材を積極的に採用してきた。 —

◇自動車生産ラインにおけるVOC（揮発
性有機化合物）の排出量原単位（g/㎡）
を 2010 年度末までに 2000 年度比
30%以上低減する。

◇ VOC 排出量原単位を 2000 年度比
30%以上削減を継続する。［上乗せ努
力目標：排出量原単位実績 49.7g/㎡で
2000年比 45.7％低減する］

◆排出量原単位実績47.3g/㎡で 2000年
比 48.2％まで低減した。塗装工場での
シンナー使用量低減、回収装置の維持管
理が徹底された。

◆塗装ロボット等の更新、導入時および手
吹き工程には、清掃メンテナンス性を考
慮したシンナー回収装置を導入した。

○

◇環境リスクアセスメント活動により環境
リスクを低減し、事故・苦情・自主基準
値超過のゼロ化を図る。

◇事前のリスク対応や近隣にお住まいの
方とのコミュニケーションの充実を図り、
全項目ゼロ	を目指した活動を推進する。

◆実績として構内流出事故3件、騒音苦情
1件発生。
◆新型車立上がりによる環境リスクアセス
メントを実施し、騒音・臭気について環
境負荷を低減した。

◆環境リスクアセスメントによる、未然防
止活動が定着してきた。
◆近隣住民の方との「リスク・コミュニケー
ション」の継続。

×

生産工場か
ら排出され
る廃棄物の
削減

◇歩留り向上、取り代削減、塗着効率向上、
荷姿改善等の発生源対策により発生量を
削減する。

◇さらなる発生量の低減を目指す。

◆金属研磨カス 538t を有償売却化によ
り産業廃棄物から除外。発生量実績
79,284t で、1999 年度比 11.8％低減
した。

◆ 2007、2008年は発生量抑制とコスト
低減活動を実施し、2009年以降はコス
ト低減を重点に活動。廃棄物を有償化へ
切り替えることにより、廃棄物を削減し
た。

○

◇ゼロエミッション（直接､ 間接を問わず
埋め立て処分量ゼロレベル）を継続する。◇引き続きゼロエミッションを継続する。

◆処理業社選定・適正な契約管理に努めつ
つ、ゼロエミッションを継続した。

◆適切な処理業社の選定、的確な順法対応・
適正な処理を維持しながらゼロエミッ
ションを継続した。

○

水資源の
節約

◇生産工場における水使用量を2011年ま
でに1999年度比45%低減を目指す。

◇水使用量を1999年度比 45％低減する
［上乗せ努力目標：1999年比 49.2％削
減する］

◆水使用量実績 3,032 千㎥で、1999 年
度比51.3％削減した。

◆水使用量実績 3,032 千㎥で、1999 年
度比51.3％削減した。 ○

グリーン調
達活動

◇海外も含め取引先に対し､ 環境マネジメ
ントシステムの構築と環境負荷物質の削
減を要請する｡ 環境マネジメントシステ
ム構築については､ 下記を目標とする｡

・自動車部門、産業機器事業部門：100%
構築体制の維持継続。

・エコテクノロジー部門、航空宇宙部門：
構築完了を目指す。

◇新規取引先を含めて100％構築体制を維
持継続する。

◆新規取引先52社の構築を100%完了し
た。

・自動車部門：17社
・航空宇宙部門：0社
・エコテクノロジー部門：1社
・産業機器部門：34社

◆当社全体で100%（655 社）が構築を
完了した。

・自動車部門：388社
・航空宇宙部門：79社
・エコテクノロジー部門：51社
・産業機器部門：137社

○

◇環境負荷物質の削減についてはEU指令
など各種法規の対応日程を順守する。 ◇引き続き、環境負荷物質の削減に取り組む。

・自動車部門：取引先のはんだ鉛フリー対
応状況の調査を実施した。

・航空宇宙部門：購入品の規制品不使用を
継続確認した。

・エコテクノロジー部門：購入品の無害を
確認した。

◆EU指令など各種法規の対応日程を順守
すべく、各種調査や購入品の環境負荷物
質削減を図った。

○

◇ CSR 調達についてはガイドラインを設
定し、取引先に展開する。

◇ CSR 調達ガイドラインを設定し、取引
先に展開する。

・航空宇宙部門、エコテクノロジー部門、
産業機器部門：CSR ガイドライン設定に
向け事前検討準備に着手した。

・自動車部門：「サプライヤー CSR ガイド
ライン」を制定発行しお取引先に展開した。○

※1　PRTR法の改正により、2010年度実績から対象範囲が変更になったため評価は「-」としました。削減活動は継続して実施しています。

【3】クリーンな物流

項目 目標・取り組み 2011 年度計画 2011 年度活動実績トピック 2007 ～ 2011 年度総括活動実績 評価

物流面にお
ける環境負
荷の低減

◇改正省エネ法への確実な対応の実施
・2011 年度末までに、2006 年度比▲
5%のエネルギー使用量原単位削減を目
指す。

◇改正省エネ法への確実な対応の実施。
[2011年度末までに、2006 年度比▲
5%のエネルギー使用量原単位削減 ]
チャレンジ目標：2006 年度比 25％削
減維持を目指す。

◆確実な目標達成となり、引き続き低減を
進めた。

◆エネルギー使用量の大部分を占める完成
車輸送において、変化点の多い期間で
あったが、効率的輸送を関係各所と推進
した。

○

◇梱包資材などのリユースやリターナブル
箱の活用を推進し環境負荷の低減に取り
組む｡

◇現行発泡資材のリユース率向上の継続に
取り組む。（目標95%）

◆現行発泡資材のリユース率実績 96.9%、
目標過達。

◆リユース拡大に向けた取り組みを展開し
て、1次〜 4次の活動で E/G子部品か
らR/Qガラス、コラムSFT、ギアBOX、
ドライブSFT、リヤデフに拡大。

○

環境

※1
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【4】クリーンな販売店

項目 目標・取り組み 2011 年度計画 2011 年度活動実績トピック 2007 ～ 2011 年度総括活動実績 評価

販売店にお
ける環境保
全活動の推
進

◇販売店の環境への取り組み活動に対する
支援を行う。

◇「エコアクション21」※1を活用した特
約店の自主的な環境保全活動を支援する。

◆全体的には「エコアクション 21」を活
用した特約店の自主的な環境活動の維持
継続ができた。
◆その中でも関東・東北地区については、
震災の影響による節電の取り組みを、環
境活動に纏わる費用低減として位置付け
取り組んでいただき、その結果大幅なコ
スト（電気代）削減が実現できた。

◆特約店全社・全拠点で「エコアクション
21」を取得でき、チームとして環境活動
に取り組む土台ができた。
◆その結果、チーム内での取り組みの情報
共有ができ、またチームの課題として取
り組んできたコスト削減について、環境
活動によることで（電気代削減等）、自
主的かつ積極的な取り組みとして各社に
根付きつつある。

○

◇使用済みバンパーの回収を継続的に行う｡ ◇使用済みバンパーの回収を継続的に行う。◆使用済みバンパーを33,376本回収した。(2010年度比−6,462本 )

◆使用済みバンパーのリサイクルを確実に
継続した。2012年度は販売店からの回収
スキームを一新し回収本数の増加を狙う。

○

◇交換された発煙筒の回収を継続的に行う。◇交換された発煙筒の回収を継続的に行う。◆交換された発煙筒を129,750 本回収した。(2009年度比−4,650本 )
◆販売店からの発煙筒回収、リサイクルを
確実に継続した。 ○

◇自動車リサイクル法への対応を継続する。◇自動車リサイクル法への対応を継続し、再資源化率の維持向上を図る。

◆自動車リサイクル法に基づく2011年度
再資源化実績。

・	2011年度の実績は、シュレッダーダ
ス ト（ 以 下 ASR） で は 164,618 台
（25,774.5t）を回収、24,156.5t を再
資源化した。よってASR再資源化率は
93.7％となり、2015年度法定基準であ
る70％を達成した。

・	エアバッグ類は 87,037 台、200,635
個を引き取り、16,063.5kg をリサイク
ル施設に投入し、15,033.6kg を再資
源化した。再資源化率は 93.6%になり、
法定基準の85%を達成している。

・	フロン類は132,636 台（37,071.7kg）
を引き取り、適正に処理を行った。

◆ASRリサイクル率は2007年度実績の
72.9%から93.7%へ 20%以上の向上
を果たした。これはART活動を通じた
新たなリサイクル施設の発掘等、たゆま
ぬ活動の成果である。また、2011年度
実績として期中の5月にASR埋立て処
理ゼロ化を達成した。これ以降、2012
年度に入っても継続中である。2012年
度以降もさらなるリサイクル率向上を目
指していく。

○

※1　エコアクション21：環境省がISO14001をベースに策定した環境マネジメントシステムで、中小事業者が取り組みやすいように工夫されている。

【5】管理面の拡充

項目 目標・取り組み 2011 年度計画 2011 年度活動実績トピック 2007 ～ 2011 年度総括活動実績 評価

社会貢献活
動の実施

◇環境イベントへの参画､ 工場近隣にお住
まいの方との交流､ 工場見学への対応を
継続する。
◇各工場周辺地域の清掃活動や緑化活動に
継続的に参加する｡
◇環境団体などの活動への支援､ 協力を
行う｡

◇環境イベントへの参画等を継続する。
◆各工場 ･事業所周辺地域の清掃活動を継
続実施した。
◆エコキャップの回収を継続した。

◆各製作所にて工場見学受け入れ、敷地開
放イベントの開催、環境交流授業を継続
実施した。
◆本社にて中学・高校生の社会科見学の受
け入れを継続した。

○

環境関連情
報の公開

◇環境・社会報告書の継続的発行､ 広報資
料などによる環境・社会情報の適時公開
を図る。
◇環境・社会報告書記載内容の改善・充実
を図る｡ 	（ガイドラインへの対応、グルー
プ企業も含めた報告 )

◇ CSRレポートやエコプロダクツ展等で
環境関連情報を公開する。

◆2008年より「エコプロダクツ展」への
出展を開始し、2011年度も継続。当社
の環境活動を広く世間にアピールした。

◆当社の環境関連の情報を提供する冊子と
して、2008年度までは「社会・環境報
告書」、2009年度からは「CSRレポート」
として発行を継続した。毎年、報告内容
の充実を図り、冊子版とフルレポートの
掲載内容を適切にすみ分けし、さまざま
なステークホルダーにとって読みやすい
構成づくりに努めた。

○

環境教育や
啓発活動の
実施

◇社内教育システムに組み入れた環境・社
会教育を継続実施する｡
◇社内報や各種媒体による啓発活動を継続
する｡
◇講演会､ 職場における改善事例発表会な
どを継続実施する｡

◇環境に関する教育・啓発活動を継続する。

◆環境カードを増刷し、臨時従業員、派遣
社員にも配付した。
◆ ISO内部監査員研修を継続実施した。
◆新入社員を対象に環境教育を継続実施した。

◆省エネ活動の啓蒙や環境教育の継続が環
境パフォーマンス向上につながった。 ○

環境マネジ
メントシス
テムの構築

◇ ISO14001 既取得事業所における環境
マネジメントシステムの継続的改善を
行う。

◇関連企業と連携の強化、連結環境マネジ
メント体制の構築を継続する。

◇ ISO14001の継続的改善を進める。
◆関連企業との連結環境マネジメント体制
は、国内関連企業部会および北米環境委
員会を通じて継続している。

◆当社 5つのサイトの環境マネジメント
システム（EMS）を統合、効率的かつ
合理的なEMSを構築し、2010 年 2月
ISO14001統合認証を取得した。

○

改正省エネ
法への対応

◇省エネ中長期計画、管理基準を作成し、
環境データ集計システムによる効率的な
進捗管理を実施する。

◇エネルギー使用量原単位を年平均1%削
減する。

◆ 2011年度実績・13.81㎘/億円で対前年
度5.8%増加 ◆5年度間の年平均1%削減に向けて進捗中。 —

※2　2009 〜 2013年度の5年間のエネルギー使用実績が確定した時点で評価します。

※2

環境
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第5次環境ボランタリープラン[2012〜 2016年度 ]サマリー

　当社では、2011年度に第 5 次環境ボランタリープランとして、2012 年度から 2016 年度までの環境保全自主取り組み計画を策定し

ました。これは、当社環境方針に基づき、常により高い環境保全目標を掲げるとともに、法規制 ･ 業界との連携を含めた的確な環境対

策を盛り込み、これまで以上にクリーンな商品を、クリーンな工場・オフィスから、クリーンな物流により、クリーンな販売店を通してお客

さまにお届けし、商品で社会に貢献することを目標としています。当社のみならず、グループ企業の指針として共有し、当社グループとし

て環境諸問題の継続的改善に積極的に取り組んでいきます。ここではその取り組み項目について「地球温暖化対策」「資源循環」「公害

防止・有害化学物質使用削減」「環境マネジメント」の領域単位に区分し、ご紹介します。

環境

1 地球温暖化対策 CO2 2 資源循環

3 公害防止・
有害化学物質使用削減

4 環境マネジメント

エコドライブ支援の
推進 第5次

環境ボランタリー
プラン

幅広い環境情報の
公開推進

先進安全運転システムの
展開拡大・開発の推進
EyeSight（ver.2）の展開拡大

サプライヤーCSRガイドラインを
お取引先に展開

（航空宇宙・産業機器部門）
自動車部門は設定･展開済み

水平対向ディーゼルエンジンの
ユーロ6対応

新型車のリサイクル配慮設計を推進。
2015年リサイクル実行率95%に貢献

エコアクション21の
国内全販売特約店認証の維持を支援

LCA（ライフサイクルアセスメント）データの
公開推進

関連企業を含めた
ISO14001統合認証化を推進

H17年基準排出ガス75%
低減レベル認定車を拡大

EU指令など各国・各種法規の対応を順守

VOCおよびPRTRの低減燃費向上・排出ガス低減との
両立を図った騒音低減の
技術開発を推進

海外生産工場からの
CO₂排出量の削減活動を推進

海外の各地域燃費・
温室効果ガス基準の確実な達成

生物多様性に配慮した
緑化活動を推進

水平対向直噴ターボエンジンの
市場導入

2013年にハイブリッド車を
日本市場に導入

燃費性能を従来比
30%向上させる

国内外生産工場の
ゼロエミッションを継続

使用済みバンパーの回収を
継続的に行う

2012 CSRレポート
ダイジェスト版
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富士重工業　環境保全自主取り組み計画【2012 ～ 2016年度】

【１】地球温暖化対策

【３】公害防止・有害化学物質使用削減

【４】環境マネジメント

【２】資源循環

領域 項目 2016 年度までの目標・取り組み

Ａ クリーンな商品

燃費の向上

自
動
車

◆フルモデルチェンジおよび年次改良ごとの継続的な燃費改善を図る ◇環境エンジン／ CVT への刷新、燃費性能を従来車比 30％向上させる
◇水平対向直噴ターボエンジンの市場導入

◆各国、各地域燃費／温室効果ガス基準に向けた燃費改善を推進 ◇日本：2015 年燃費基準の確実な達成
◇海外：各地域燃費／温室効果ガス基準の確実な達成

クリーンエネルギーの
利用

◆ハイブリッド自動車の市場導入 ◇ 2013 年にハイブリッド車を日本市場に導入

◆電気自動車の市場導入を目指した研究を行う ◇電気自動車の研究を推進

◆ディーゼルエンジンの改良 ･ 市場展開を推進 ◇水平対向ディーゼルエンジンのユーロ 6 対応の推進
産
業
機
器

◆汎用エンジンと電子制御との融合による、排ガス低減と燃費向上技術
の確立を推進 ◇燃料噴射汎用エンジンの機種展開と市場導入拡大を推進

エアコン冷媒に係る地
球温暖化の抑制

自
動
車

◆低温暖化係数冷媒エアコンの開発を推進 ◇低温暖化係数エアコンの開発をさらに推進

Ｂ クリーンな工場・物
流・オフィス

生産工場
◆国内生産工場からの、売上高あたり CO₂ 排出量を削減 ◇国内生産工場からの、売上高あたり CO₂ 排出量を 2016 年度までに 2006 年度比 10％削減

◆海外生産工場※ 1 からの CO₂ 排出量の削減活動を推進 ◇海外生産工場からの CO₂ 排出量の中期目標を設定継続的な削減活動を推進

物流 ◆省エネ法への確実な対応の実施 ◇エネルギー使用量原単位を 2006 年度を BM とし、毎年度▲ 1% 低減

オフィス ◆省エネ法への確実な対応の実施 ◇エネルギー使用量原単位を 2009 年度を BM とし、毎年度▲ 1% 低減
　（オフィスを含めた事業者全体として）

Ａ クリーンな商品

低排出ガス化 自
動
車

◆大気環境改善のための低排出ガス車の導入を推進 ◇日本：平成 17 年基準排出ガス 75％低減レベル認定車を拡大 （富士重工業生産車）
◇海外：各国、各地域大気環境改善のための低排出ガス車の導入を推進

◆燃費向上・排出ガス低減との両立を図った騒音低減の技術開発を推進 ◇市街地などでの走行実態を考慮した騒音低減の技術開発を推進車外騒音の低減

環境負荷物質の使用低減
◆環境負荷物質の管理拡充および、さらなる低減を推進 ◇製品含有化学物質の管理強化

◇環境負荷のより少ない物質への代替技術の開発推進◆海外：EU 指令など各種法規の対応を順守

Ｂ クリーンな工場
生産工場における環境
負荷物質の管理と排出
削減

◆ PRTR 法対象化学物質の環境への排出量削減を継続 ◇ PRTR 法による指定化学物質を把握 ･ 管理するとともに、さらなる削減を推進
自
動
車

◆自動車生産ラインにおける VOC（揮発性有機化合物）の排出量原単位
（g/㎡）をさらに削減 ◇ VOC 排出量原単位を 41.3 ｇ /㎡以下に削減（排出量原単位を 2000 年度比▲ 54.9％）

◆環境上の構外流出事故、苦情、法基準値超過の発生ゼロを目指した活
動を推進

◇環境リスク低減活動などを通じて、環境事故、苦情、法基準値超過のゼロを目指した活
動を推進

◇上乗せ自主基準値を設定し、小さなリスクの撲滅活動を推進

Ａ クリーンな商品

交通環境に関する
研究 自

動
車

◆安全・安心かつ快適な車社会を実現するために、高度道路交通システム
（ITS）への取り組み、事故を未然に防止する技術開発をさらに前進させる

◇先進安全自動車（ASV）開発への取り組みを推進
◇インフラ協調安全運転支援システム開発への取り組みを推進

◆先進安全運転システムの展開拡大、並びにさらなる高度化に向けた技
術開発の推進 ◇先進安全運転システム「EyeSight（ver.2）」の展開拡大に向けた技術開発をさらに推進

ライフサイクルアセス
メントの推進 ◆ライフサイクルアセスメント（LCA）データの公開を推進 ◇フルモデルチェンジ車から LCA データの公開を推進

Ｃ 管理面の拡充

グリーン調達活動

◆国内・海外お取引先に対し、環境マネジメントシステムの構築体制維
持を要請

◇新規お取引先を含めて構築体制を維持継続
◇グリーン調達ガイドラインの見直しと、必要に応じた改定を実施

◆環境負荷物質の削減 ◇お取引先における、部品・原材料などに含まれる環境負荷物質の管理拡充と削減を推進

◆サプライヤー CSR ガイドラインを設定し、お取引先に展開
　 [ 航空宇宙・産業機器部門 ] 自動車部門は設定・展開済み ◇ガイドラインを設定し、お取引先を対象に展開、周知を推進

販売店における環境
保全活動に対する支援

［クリーンな販売店］

自
動
車

◆販売特約店の環境への取り組み活動に対する支援を行う
◇エコアクション 21 ※ 2 の全販売特約店認証維持を支援

◇エコアクション 21 を活用した省エネ、廃棄物削減など自主的な環境取り組み継続を支援

地域社会と連携した、
生物多様性保全を含む
環境保全活動の推進

◆環境イベントへの参画、工場近隣にお住まいの方との交流、工場見学
への対応を継続

◆生物多様性保全を含めた各工場周辺地域の清掃活動や緑化活動を継続
的に実施

◆環境団体などの活動に、支援・協力を行う

◇工場見学受け入れ、敷地開放イベントの開催、環境交流授業を継続的に実施
◇各工場・事業所周辺地域の清掃活動を継続的に実施
◇生物多様性保全に配慮した緑化活動を推進

環境関連情報の公開

◆環境報告の継続的発行、広報資料などによる環境情報の適時公開を図る ◇環境報告を CSR レポートにて実施、web ホームページでは、最新情報を提供

◆環境報告書記載内容の改善・充実を図る（環境報告ガイドラインへの
準拠対応、グループ企業も含めた報告） ◇環境報告内容の環境省環境報告ガイドライン準拠率向上と、報告内容の向上を目指す

◆環境展等に参画し、当社の環境取り組みをアピール ◇エコプロダクツ展に継続参加し、当社の環境対応製品、取り組みを広くアピール

環境教育や啓発活動の推進

◆社内教育システムに組み入れた環境・社会教育を継続実施

◇環境に関する教育、啓発、発表会などの実施をさらに推進◆社内報や各種媒体による啓発活動を継続

◆講演会、職場における改善事例発表会などを継続実施

環境マネジメントシステムの
構築

◆当社全拠点 ISO14001 統合認証を継続維持
◇内部監査や環境教育など仕組みの共有化を進め、より合理的な EMS 活動を目指す

◆環境マネジメントシステムの継続的改善を推進

◆関連企業と連携の強化、連結環境マネジメント体制の構築を維持・強化 ◇関連企業を含めた ISO14001 統合認証化を推進し、さらなるレベルアップを目指す

Ａ クリーンな商品 リサイクル性の向上
自
動
車

◆自動車リサイクル法への対応を継続
◇新型車のリサイクル配慮設計を推進し､ 2015 年リサイクル実効率 95％に貢献

◆部品取り外し性、材料分離、分別性向上への取り組みを継続

Ｂ クリーンな工場・オ
フィス（販売店）

生産工場

◆廃棄物の適正処理、発生量抑制の維持管理を継続 ◇廃棄物の適正処理と、歩留まり向上・荷姿改善等による発生量抑制の維持管理を継続

◆国内外生産工場のゼロエミッションを継続（直接､ 間接を問わず埋め
立て処分量　ゼロレベル） ◇国内外生産工場のゼロエミッションを継続

◆国内外生産工場における水使用量を削減 ◇国内外グループ企業を含めた、生産工場における水使用量を削減

オフィス
（国内販売店）

自
動
車

◆使用済みバンパーの回収を継続的に行う ◇使用済みバンパーの回収を継続的に行う

※1　 SIA　Subaru of Indiana Automotive,Inc.
※2　エコアクション21　環境省がISO14001をベースに策定した環境マネジメントシステムで、中小事業者が取り組みやすいように工夫されている。

環境
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クリーンな商品

　クルマは燃料を消費するとそれに比例した二酸化

炭素（CO₂）を排出します。従来はいかに燃料を節約

できるかに焦点がありました。これからの時代は二酸

化炭素の排出を減らしていき、地球温暖化防止に寄

与することも企業の命題になってきています。総量抑

制の環境時代に転換しつつあります。

　当社は他の乗用車メーカ－に比べて、ラインアッ

プの車種数が少ないという企業としてのユニークさと、

水平対向エンジン、シンメトリカル AWD、総合安全

性能という愉しさと安心を生み出すクルマとしてのユ

ニークさを持っています。転換しつつある環境時代に

対して、これらスバルユニークを余すことなく活かし、

お客さまが“欲しいな”と感じていただける商品を提

供していきたいと考えています。燃費向上に愚直に取

り組み、その先で革新を生み出し、お客さまに提供し

たいと考えています。

　国内では、全ラインアップ群で次期平成 27 年度

燃費基準を上回る商品を展開していきます。21年振

りに全面刷新した新世代 BOXER エンジン、軽量・

高効率化した新リニアトロニック CVT、軽量・低抵抗

化した車体をまとった新型のインプレッサを皮切りと

して、順次市場に投入していきます。
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燃費基準達成状況

　　　 全重量ランクで平成 22 年度燃費基準を達成
　ガソリン乗用車の平成 22 年度燃費基準達成車の生産台数は、

全体の約 94% を占め、全重量ランクで平成 22 年度燃費基準を

達成しました。

　ガソリン軽貨物車は 2001年度に全重量ランク、2002 年度以

降は、全車種で平成 22 年度燃費基準を達成しています。

　エコカー減税の対象となる平成 22 年度燃費基準 +15% 以上

達成車の生産台数は、全体の 81.3% を占めており昨年度比 9.8

ポイント拡大しています。

　　 　11MYの CAFE（企業平均燃費）基準を達成
　11MYの CAFE 基準に対して、乗用車、ライトトラックの各カテ

ゴリーの CAFE 値トータルで CAFE 基準を達成しました。

　今後スバルは、グローバルでますます厳しくなっていく燃費規制

や CO₂ 規制の達成に向けて低燃費車の普及を拡大していきます。

燃費基準への対応

国内

米国

（後列左から）荒井秀之主査、山中良夫主査
（前例左から）工藤真哉主査、関根紀朗PGM、清水良行主査

スバル技術本部環境対応PGM

燃費向上の考え方と戦略

環境
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　当社はお客さまの使用状況に合わせた燃費向上にも積極的に取

り組んでいます。例えば、快適なドライブや車室内環境との両立を

図るためにエンジン、トランスミッションの特性改良、空気抵抗の

低減、タイヤの転がり抵抗の低減や、エアコンの最適制御でエン

ジン負荷を低減し、低燃費化を図ってきました。

　新型インプレッサでは、エアコン負荷低減のため、エンジンルー

ム内の熱気が空調取り入れ口に侵入するのを防ぐ「熱気侵入防止

カバー」を追加しました。合わせて、エンジンルームへの外気導入

を工夫し、エアコン効率の向上を図っています。

　さらに、アイドリングストップ中の快適性確保にも配慮しました。

夏場、エンジンを停止しても、車室内の空調性能が確保できるよ

うに、より緻密なエアコン制御を行っています。例えば、空調シス

テム内部に温度センサーを追加し、エアコンからの吹き出し風温と

風量を快適に保つ制御を実現しました。これにより、車室内の快

適性を確保しつつ、アイドリングストップの時間を延長できるように

なり、燃費向上が図れました。

　今後とも環境に配慮し、一層の実燃費改善に取り組んでいきます。

　これまでスバル車に搭載されてきた EJ エンジンに代わる新世

代エンジンを 21年ぶりに新開発しました。環境性能に対する要

求の高まりに応えるべく開発された新世代の FB エンジンは、水

平対向エンジンが本来持っている長所に加えて、「燃費性能」「中

低速トルクを重視した実用的な出力性能」を付加した、スバルの

次代を担う主力エンジンとなります。

　ラインナップとしては、2.5ℓ、2.0ℓエンジンのほか、従来の1.5

ℓエンジンにかわる1.6ℓエンジンの 3 種類。これらのエンジンは、

エンジンブロック以外はほぼ同じデバイスを採用し、燃費性能と出

力性能を両立するものとしています。新1.6ℓエンジンは、従来の

1.5ℓに比べ 100cc の排気

量 UP により、全域で出力性

能を向上し、これにより、ア

クセルワークに応じたリニア

な応答を可能にし、実用域で

の「気持ちの良い走り」と「燃

費向上」を高い次元で実現さ

せています。

車両全体での実燃費向上に向けた取り組み

エンジンの改良
トランスミッションの改良
　将来に渡りトップランナーを維持できる、軽量・コンパクトで
環境対応に優れた CVT を開発。新世代 BOXER エンジンと
の組み合わせにより、環境性能と動力性能の両面で大きく進
化させました。特に、新リニアトロニックで採用しているチェー
ン式 CVT は、広い変速領域と高い伝達効率を実現でき、優
れた燃費性能に結びついています。同時に、CVT の特徴であ
る滑らかな変速特性に加え、ドライバーの意志にリニアに反応
する軽快な走りを実現しました。

アイドリングストップ中のエアコン吹き出し風温度

熱気侵入防止カバー

吹
き
出
し
風
温［
℃
］

FBエンジン

新リニアトロニックCVT
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ないと再始動できませんでしたが、タンデムソレノイドを搭載したス

ターターを採用することで、エンジンが止まりきっていなくても再

始動が可能となりました。信号待ちや渋滞時に、停車しかけてす

ぐに再発進したい時などにもスムーズに走り出すことができます。

　当社は運転者とクルマのコミュニケーションを促進

するインターフェースとして、2006 年発売のレガシィ

に搭載したエコドライブ支援装置であるエコゲージ、

シフトアップインジケータ（MT 車）の装備を順次拡

大しています。

　新型インプレッサには、視認性を向上させたエコ

ゲージ（全車）、シフトアップインジケータ（北米仕向

け除く）を加え、スバル初となるアイドリングストップ

機能を装備しました。

　運転者が環境に優しい運転を視覚から愉しめる工

夫、自然にエコドライブができるようアシストする工夫

を具現化するために、エコドライブ支援装置の開発を

継続的に取り組みます。

　ドライバーの意思を重視し、走りの気持ちよさを損なわないス

バルオリジナルのアイドリングストップを新開発し、燃費性能を一

層向上しました。

　一般的なスターターを用いた場合は、エンジンが完全に停止し

エコゲージ
　エコゲージの針を「＋」または「緑」方向に振れさせることで、ド

ライバーにエコドライブ状態を知らせます。意識的にアクセル操作

をすることで約 5%（社内測定値）の燃費向上が見込めます。

シフトアップインジケータ
　エコドライブに適したエンジン回転数に達するとインジケータが

点滅し、ドライバーにシフトアップ操作を促します。

　

0.5秒 0.35秒で

アイドリングストップ

燃費に関する情報をディスプレイ表示

山本憲一主幹
スバル技術本部車両研究実験総括部

アイドリングストップの作動イメージ

エコドライブ支援の考え方と戦略

環境
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　スバルの N/A エンジン搭載モデルは全車、国土交通省「平成

17 年度基準 75% 低減レベル（★★★★）」であり、平成 17 年

度基準 75% 低減レベル（★★★★）車の生産台数は 94% まで、

低排出ガス認定車の生産台数はほぼ100% に達しました。

　当社は今後も低排出ガス車の普及を促進していきます。 

　自動車から排出される一酸化炭素（CO）、炭化水素（HC）、窒

素酸化物（NOx）、粒子状物質（PM）などは、特に自動車が集中

する大都市部における大気汚染の原因のひとつになっています。

　当社は、大気汚染の状況を改善するため、規制より厳しい基準

に適合した低排出ガス車（国土交通省認定）を順次市場投入して

います。

　今後当社は、グローバルで厳しくなっていく排出ガス規制に適合

し、規制適合車を順次市場投入していきます。

　高濃度の NOx は、人体への健康影響の懸念や、酸性雨などの

環境影響の要因となっています。低排出ガス車認定基準に代表さ

れる低排出ガス車を順次市場投入していくことにより、スバル車

の平均 NOx 排出量は下のグラフのように年々変化しています。当

社は今後も低排出ガス車を市場投入していきます。

排出ガスクリーン化への考え方

低排出ガス認定車の向上と普及

低排出ガス車の投入によりNOxは年々減少
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排出ガスのクリーン化

排出ガスのクリーン化目標
平成 17 年排出ガス基準 75% 低減対応の技術を拡大し、さら
なる低排出ガス対応化を進め、低排出ガス車両の普及を促進
する。

2011年度の排出ガスの達成状況 
（低燃費かつ低排出ガス認定車※2の出荷台数）

スバル車の平均NOx排出量の推移※1

ガソリン乗用車の低排出ガス車比率の推移

※1　出荷時の対応規制値（JC08CH、10・15+JC08Cモード）から算出。現行テストモードに対
応していない車種に関しては、現行モードに対応した規制値または換算値で算出。現行モードとは、
新型車はJC08CH、継続生産車は10・15モードとJC08Cモードのコンバインモードです。

※2　省エネ法に基づく2010年度燃費基準達成車で、かつ、低排出ガス車認定実施要項に基づく低
排出ガス認定車。

　
乗用車 貨物車

合計台数比
率普通車

小型車
軽自動
車

普通車
小型車

軽自動
車

低公害車

電気自動車 0 0 0 0 0
（0%）

平成 17年度
基準排出ガス75%
低減レベル
★★★★

76,439 32,118 0 40 108,597
（61.8%）

低燃費かつ
低排出ガス
認定車

平成 17年度
基準排出ガス50%
低減レベル
★★★

466 467 0 1,810 2,743
（0.5%）

合計 76,905 32,585 0 1,850 111,340
（62.3%）

出荷総台数 178,689
（100%）

環境



50
環境

　当社では、自動車から出る交通騒音の低減にも積極的に取り組

んでいます。道路交通騒音の主な音源となるタイヤ騒音、エンジ

ン騒音、吸排気系騒音に対し、効果的に低減できるように技術開

発を進めています。

　2011年 12 月に発売した新型インプレッサでは、新 世代

BOXER エンジン＋新世代 CVT「リニアトロニック」を採用し、優

れた燃費性能と気持ちのいい加速フィールを最適なエンジン回転

数で実現するとともに、実際の市街地走行時の交通騒音の低減を

図っています。

　REACH※1 規制後、世界各国でさまざまな化学物質が規制さ

れるようになり、同時に自動車はどんな化学物質を使っているのか、

情報開示やさまざまな管理が求められています。

　当社は、数万点におよぶ自動車の構成部品の一つひとつについ

て、使用する化学物質や使用量を把握するため、IMDS※ 2 を使っ

たサプライチェーン管理の強化を進めています。

　これにより、環境負荷物質（鉛、水銀、カドミウム、六価クロム等）

の使用禁止や新たな規制物質の代替、また REACH 等の情報開

示対応を推進しています。

　自動車用燃料として主流となっている化石燃料には限りがあり、

代替可能かつ再生可能エネルギーとしてバイオ燃料をはじめとし

た燃料の多様化への対応が求められています。

　当社では、全世界で販売しているすべてのガソリン車で E10 燃

料（国内は E3 燃料）、ディーゼル車で B7 燃料への対応（機能・

信頼性）が完了しています。

　当社は今後もサステナブル・モビリティの実現に向けて、燃料の

多様化への対応を推進していきます。

騒音対策

化学物質管理（IMDSの運用）

クリーンなエネルギーの利用

※1　REACH
欧州の化学物質規制。すべての化学物質を対象に、人・環境へのリスクに応じた管理・制限を求め
るもの。
※2　IMDS
日米欧の自動車業界で運営する物質情報収集システム

従来型車 新型インプレッサ
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新型インプレッサのLCA

　自動車のライフサイクル全体に渡る環境負荷を定量的に評価す

るライフサイクル評価（LCA）を行い、ライフサイクルでの環境負

荷低減の取り組みを進めています。

　2011年度フルモデルチェンジした新型インプレッサの LCA 結

果は、従来型車に比べて CO₂ 排出量を14％削減しています。

LCA（ライフサイクルアセスメント）

道家義忠
スバル技術本部環境安全情報部

当社のLCAは、自動車を構成する多数に渡る部品

から計算しています。この計算方法はいくつかの市

場投入車でスタディし構築したもので、複数の方

法で計算した結果を比較検証するなど信頼性お

よび客観性向上に努めています。
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クリーンな工場・オフィス

　当社は、クルマを中心とした輸送機器メーカーです。自動車は

私たちの暮らしになくてはならない便利で快適な乗り物ですが、

限りある地球の資源を消費し、地球温暖化の原因となる CO₂ や、

大気汚染の原因となる物質を排出します。私たちはこれら自動車

の持つ 2 つの側面を強く認識し、そのうえで ｢豊かな自動車社

会｣ の実現に向けた取り組みを行わなければならないと考えて

います。自動車の開発、生産、使用、廃棄、リサイクルという一

連のライフサイクルを通して、環境に与える影響を十分に考慮し、

環境への負荷を削減することによって、自動車がもたらす豊かさ

（気持ち良い走り、快適・信頼）と地球環境対応（燃費性能抜本

向上）の融合を目指していくことが、私たちの責務だと考えてい

ます。

自動車製造における主な投入資源と排出物

環境
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自動車にかかわる当社の環境負荷全体像

※1　VOC（Volatile Organic Compounds）：揮発性有機化合物
トルエンやキシレンなど大気中で気体状となる有機化合物のことで、光化学オキシダントの原因とさ
れている。
※2　PRTR（Pollutant Release and Transfer Register）:化学物質排出移動量届出制度
有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源から、どれくらい環境中に排出されたか、あ
るいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたかをデータ把握し、集計し、公表する仕組み。
※3　ASR（Automobile Shredder Residue）
ボディガラをシュレッダーで破砕し、金属類をリサイクルのために分別した後の残留物のこと。シュ
レッダーダストとも呼ばれる。



52

　当社では、これまでに宇都宮製作所、群馬製作所、スバル総

合研修センターに計 6 台の天然ガスコージェネレーションシステ

ムを導入し、発電とともに排熱を回収して熱源を利用しています。

これに加え、電力不足対策として新たにコージェネレーションシ

ステム1台を追加導入し、2012 年 7月から稼働しています。

　他にも、待機電力の削減、エネルギー多量消費工程の省エネ

ルギー活動など、CO₂ 排出量削減と省エネルギーのためのさ

まざまな取り組みを実施しています。年度ごとの生産量の増減

などの影響により変化しますが、2011 年度の CO₂ 総排出量は

約 203 千 ton-CO₂ となり、1990 年比 26% の低減となりま

した。第 4 次環境ボランタリープランで掲げた 2011 年度目標

の「1990 年度比 15% の CO₂ 総排出量削減」と、上乗せ目標

「1990 年度比 22% の CO₂ 総排出量の削減」の両方ともに達

成しました。

　東日本大震災以降、電力不足が拡大する中、2011年の夏期

電力不足では自動車業界の一員として、木曜日と金曜日への振替

休日を実施し、全国規模でのピーク電力量の抑制に貢献するとと

もに、稼働日においても操業変更、自家発電機導入などを実施し、

東京電力管内の事業所では電力使用制限の 85% 以内に抑制しま

した。

地球温暖化防止活動 夏期節電対応

スバル部品センター構内照明の LED 化

　スバル部品センターでは、計画的に照明器具の更新を実施して
います。2012 年 3月には、省エネルギー活動の一環として、従来
の蛍光灯から消費電力の少ないLED照明への転換を行いました。

このLED 化により、従来の蛍光灯よりも1.3 倍以上の明るさを各
所で確保しつつ、照明の消費電力は 61.9% 削減することができま
した。

私たちの取り組み	 スバル部品センター

サーバー台数削減の取り組み

　システムデータセンターでは、順次省エネタイプのサーバーへ統合
を進めています。1台のサーバーに複数システムを搭載する事がで
きる省エネタイプを導入し、サーバーの統合を推進しています。ピー
ク時350台規模であったサーバーは、2012年3月末時点で、45台削
減を達成。これにより、年間のCO₂排出量を88.695ton-CO₂※1削減
しました。台数を削減することでサーバーからの排熱が減少、エ

アコンの使用負荷も下がり契約電力を下げることができました。
2016年度末までには100台程度まで削減することを目標に引き続
き取り組みを進めていきます。

私たちの取り組み	 システムデータセンター

※1　CO₂排出係数については、「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関
する省令（平成24年経済産業省・環境省令第3号）」にて環境省より提示される値 0.375kg-CO₂/
kWhを用いています。

節電対策の一環としてスーパークールビズを実施

　当社新宿スバルビル、大宮スバルビル、スバル総合研修セン
ターでは、2011年度夏季の節電対策として 6月1日～ 10月 31
日まで「スーパークールビズ」を実施しました。これは、クール
ビズのさらなる軽装化により、エアコン温度を28 度＋1度に設定

した職場においても、快適な業務遂行が可能となるよう従業員の
負担軽減を目指したものです。これにより、従業員が一丸となっ
て 15%電力使用削減に寄与することができました。

私たちの取り組み	 新宿スバルビル、大宮スバルビル、スバル総合研修センター

環境

節電対策のポスター
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廃棄物削減

当社では、国内外の生産工場において 2004 年度から廃棄物のゼロエミッションを継続達成しています。

2011年度の廃棄物発生量とその処理概要は下図のとおりです。

埋め立て物発生量は全工場でゼロレベルを継続中

（単位：ton）
〈　〉内は自動車製造分のみの数値

0.0〈0.0〉

外部中間処理後の
埋立物

自社焼却物・直接埋立物は
ありません

廃棄物量

金属くず含む産業廃棄物
＋

特別管理産業廃棄物
＋

事業系一般廃棄物

71,455
〈67,426〉

金属くず
再資源化量

62,144
〈60,443〉

2,132
〈2,132〉

社内
リサイクル量
（アルミニウムなど）

中間処理

内部処理

廃棄物の社内
中間処理および
外部中間処理後の
再資源化量

7,180
〈4,851〉

主な廃棄物 主な再資源化方法

排水処理場汚泥

塗料カス

廃プラ

紙くず

セメント原料

製鉄用還元剤

RPF（固形燃料）など

再生紙、RPFなど

2011年度全事業所および自動車製造（群馬製作所）の廃棄物発生量と処理の概要

　当社では、ゼロエミッションの継続はもちろん、廃棄物が発生

すること自体をムダと考え、発生量を削減する取り組みを進めてい

ます。

　生産工程で使用する原材料の歩留まり向上や、塗装工程で使用

する塗料の塗着効率の向上などの取り組みを進めて、資源の有効

利用に努めています。

　右のグラフは、資源有効利用促進法における副産物発生量を示

します。2011年度は 6.83ton/ 億円となりました。

廃棄物削減への取り組み

2007 2008 2009 2010 2011

（ton/億円）

（年度）
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6.91 6.68 6.64
6.31

6.83

製品の生産量に対する副産物発生量の推移
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12,374〈10,027〉

廃棄物量
[金属くず含む産業廃棄物＋特別管理産業廃棄物
  ＋事業系一般廃棄物]

79,284〈75,138〉
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クリーンな物流

　完成車の輸送では、最適な輸送標準ルートの設定、モーダル

シフトの推進、積載効率向上などの輸送の効率化を進めることで

環境負荷低減活動に貢献しています。

　スバルロジスティクスでは同業他社と完成車の共同輸送の取り

組みを進め、2011年度の共同輸送取扱量（他社への委託台数と

他社からの受託台数の合計）は、18,214 台となりました。

　また 2011年度は、富士重工業の軽自動車の生産撤退に伴い、

登録車を中心とした荷姿となり、輸送重量は増加しましたが、輸

送協力会社と連携し、デジタルタコグラフの拡大等のハード面の

改修やエコドライブ活動の推進などにより、燃費は前年比約 1%

の低下で留めることができました。

　ノックダウン部品の梱包荷姿設計を担うスバルロジティクスで

は、梱包資材の再利用化を柱に環境負荷低減活動に取り組んで

います。取り組み内容としては 2005 年下期よりエンジン部品梱

包資材に使用している発泡スチロール製梱包資材の再利用計画

に着手し、2006 年 3 月より1次取り組み、2007 年 12 月より

2 次取り組み、2009 年 3 月より3 次取り組み、2011年 6 月よ

り 4 次取り組みを行い、リヤデフの発泡資材の再利用を実施中

です。

　今後も梱包資材の再利用化を拡大して環境負荷低減活動に取

り組んで行きます。

完成車輸送における環境負荷の低減

梱包資材の再利用化 発泡リユース対象資材取扱量

発泡リユース対象資材新規購入割合

共同輸送取扱量の推移
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クリーンな販売・サービス

　当社は国内の販売特約店における環境保全の取り組みを強化

するために、環境省が ISO14001をベースに策定した環境マネ

ジメントシステム「エコアクション 21」の導入を積極的に奨励し

支援してきました。

　2009 年 1月の東京スバルを皮切りに順次認証取得し、2011

年 3 月に国内販売特約店の全店（44 社）で認証取得を完了しま

した。引き続き「エコアクション 21」を活用したスバルチーム内

の自主的な環境保全活動を支援していきます。

国内の全販売特約店での「エコアクション21」認証取得

環境ボランティア活動

　千葉スバルでは、さまざまな環境活動を行っています。まず、
新入社員教育の一環として、昨年から地域民間のボランティア活
動に参加し、市内の清掃を実施しています。昨年は海辺のゴミ清
掃をしました。これにより、環境活動への参加協力はもちろん、
新入社員には、「社会人は社会に貢献することが求められている」
ことが意識付けされます。
　また、8 年ほど前から各拠点に募金 BOXを設け、お客さまや
従業員から募金を募り、県の環境団体（県の環境を取り戻す活動）
に寄付を行っています。そのほか、年２回の感謝デイではチャリティ
バザーを実施し収益金を赤十字や福島県に寄付したり、3 年前か
らエコキャップ回収 BOXを備え付け、各拠点で回収して世界の
恵まれない子どもにワクチンを提供するNPO法人に送るなど、社
会貢献活動を実施しています。

私たちの取り組み	 千葉スバル自動車（株）

環境

静岡スバル認証式

甲信越・北陸スバル認証式

回収された使用済み
パンパー

使用済みバンパー由来の再生樹脂の活用

　当社では、スバル車販売特約店で回収した使用済みバン
パーを由来とする再生樹脂を、スバル車の一部の内外装部
品の材料（一部）として活用しています。
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　当社では使用済み自動車の環境負荷低減にも積極的に取り組

んでいます。

環境負荷物質の削減

　新型車・モデルチェンジ車のほとんどの内外装樹脂材にリサイク

ル性に優れたオレフィン系樹脂を使用しています。今後も積極的に

採用していきます。

　部品材料のリサイクルはその材質確認が重要です。当社は業界

ガイドラインに先駆け、1973 年から樹脂部品の材質表示を行っ

ています。以前は目立たない裏面に表示し、部品を分解しない

と材質が確認できませんでした。リサイクルする際に、分解作業

なしで部品を材質で仕分けて、作業を効率化するように表示位

置を改善しました。2001年から順次「レガシィ」「インプレッサ」

「フォレスター」「エクシーガ」「BRZ」をはじめスバル全車種の

バンパーに実施しています。

リサイクルしやすい材料の採用

材質表示の改善

リサイクルにも配慮した設計を目指して

　技術本部が入社2年目の若手技術者を対象に毎年実施しているCS教育の機会を捉えて、
解体のしやすさに配慮した設計の重要性を啓蒙しています。こうした取り組みの成果もあっ
て、例えば、スバル車のエアコンでは、エンジンルームの上方にバルブを設定し、フロンガ
スの抜取り作業性を良くするなど、リサイクルへの配慮が設計段階からなされています。

私たちの取り組み	 スバル技術本部

削減目標／日本自動車工業会の自主行動計画

削減物質 目標（実施時期） 削減内容

鉛 2006 年 1月以降 1996 年比、1台あたりの使用量 1/10 以下

水銀 2005 年 1月以降
一部（コンビネーションパネル、ディスチャージヘッド
ライト、ナビの液晶パネルなどにごく微量に含有）を
除き、使用禁止

カドミウム 2007 年 1月以降 使用禁止

六価クロム 2008 年 1月以降 使用禁止

環境

加飾を施す基材にオレフィン系樹脂を使用
オレフィン系樹脂使用部位

自動車リサイクル

　当社では限りある資源を有効に活用していくために、リサイクル

を考慮したクルマづくりを推進しています。

リサイクル配慮設計の推進

　ワイヤリングハーネスには多くの銅が使用されているため、シュ

レッダー処理前にこれらが使用済み自動車より回収できれば、鉄

と銅の分別が進み、資源の利用価値

も上がります。

　当社では、短時間で効率よく回収

できるハーネスレイアウトや構造につ

いて研究を行っています。「5 代目レガ

シィ」以降の新型車にはこれらの成果

を織り込みました。

ワイヤリングハーネス類の解体性向上
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　2005 年に施行された自動車リサイクル法では、自動車メーカー

は「自動車破砕残さ」「フロン類」「エアバッグ類」の全量引き取り、

適正処理が求められています。この中の「自動車破砕残さ」の適

正処理のため、当社は「自動車破砕残さリサイクル促進チーム」（通

称 ART）に属し、リサイクルの促進を図ってきました。

　自動車リサイクル法施行 1年目には、法によって定められた

30% 以上の基準に対して 70.0% のリサイクル実績となり、こ

れが 2011年度では 50% 以上の基準に対して 93.7% の実績と、

大幅に目標を上回る成果を出すことができました。これはチーム

一丸となった既存リサイクル施設との協働によるリサイクル率向上

策の実現や、新規リサイクル施設の開拓などを続けてきた成果で

あるといえます。

　特に 2011年度前半は、東日本大震災による混乱が続きました。

チームでは主要リサイクル施設が甚大な被害を受け操業を停止す

る中、稼働を続ける施設への破砕残さの差配先変更、新規リサイ

クル施設の発掘等を通して 2010 年度実績の 84.0% を約 10%

上回る成果を残したのです。

　このような逆境の中で、さらにチームは 2011年度中の達成を

目標としていた「自動車破砕残さ」の埋立て処分ゼロ化を昨年 5

月に現実のものとしました。以来、今日までその記録を毎月更新

しています。

　当社では ART 組織のうち、「自動車破砕残さ」の約 90% 以

上を扱う自動車リサイクル法第 28 条対応部門を他のメーカーとと

もに担当しています。

　これからもチーム、メーカー一丸となってリサイクル率向上に努

め、地球環境への貢献を果たしていきます。

使用済み自動車（ELV）の処理

ASR-エアバッグ類の再資源化率の法定基準
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使用済みバンパー回収本数の推移

使用済みバンパーの車種別部品活用例
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対象車種 対象部品

レガシィ トランク内装材

フォレスター アンダーカバー

インプレッサ トランク内装材

環境

　人体の鼻、のどなどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒド、

トルエン等の揮発性有機化合物を低減するために、車室内の部

材や接着剤の見直しに取り組んでいます。「レガシィ」「インプレッ

サ」「フォレスター」「エクシーガ」「BRZ」は、厚生労働省が定め

た指定 13 物質について、室内濃度指針値を下回るレベルに低

減し、日本自動車工業会自主目標※ 2 を達成しています。今後も

VOC 低減を進め、さらなる車室内環境の快適化に努めていきます。

車室内VOC※1の低減

※1　VOC（Volatile Organic Compounds）
揮発性有機化合物ホルムアルデヒドやトルエンなど、常温で揮発しやすい有機化合物のことで、近
年、新築の住宅・ビルなどに入ると、目や鼻、のどなどに刺激を感じるなどの体調不良が生じるシッ
クハウス症候群の要因とされている。
※2　自主目標
日本自動車工業会が発表した2007年度以降の新型乗用車（国内生産、国内販売）に対する「車室
内のVOC低減に対する自主取り組み」にて、厚生労働省が定めた13物質について、室内濃度を指
針値以下にするというもの。

田村郁夫
自動車破砕残さリサイクル促進チーム

第 28 条対応チームリーダー
環境推進室

昨年度は、東日本大震災への対応で始まりました。被災されたリサイクル施

設の中には、震災直後から約４ヶ月の操業停止を余儀なくされた施設もあり、

この危機的状況に対応するためART※1一丸となって取り組みました。

その結果、リサイクル率は昨年度より大幅に向

上、期中での埋立処理ゼロも達成できました。

ARTの一員であるとともに，富士重工業の一員

としてリサイクル率向上に貢献できました。今後

も環境変化に素早く対応し、リサイクル率向上

に努力してまいります。

V O I C E

※1　ART : 自動車破砕残さリサイクル促進チーム



［主な海外拠点］

ＳＣＩ:
Subaru Canada,Inc.

ＳＲＤ:
Subaru Research & Development,Inc.
ＳＩＡ:
Subaru of Indiana Automotive,Inc.

ＳＯＡ:
Subaru of America,Inc.
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では照明器具を電力消費量の少ないものに取り替えるなどのプロ

ジェクトを進めています。

　SCI では、倉庫と技術トレーニングセンターの 293 本のメタル

ハロゲンライトを T8 蛍光管型 LED ライトに交換し、さらに不要

な点灯を防止するため倉庫に188 台のモーションセンサー（動

作感知器）を設置しました。これにより1年目から 22.5% のエ

ネルギーを節約することができました。

　SIAでは、44 台の空調設備のモーターを、可変電圧周波数制

御（VFD's）に交 換

し、CO₂ 排出量を年

間 4,638ton-CO₂

削減することができ

ました。

CO₂排出量の推移
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海外関係会社の環境活動報告

グローバルな環境活動への取り組み

地球温暖化防止への取り組み

　北米環境委員会の SIA、SOA、SCI、SRD の各社は 2005

年までに ISO14001 環境マネジメントシステムの認証を取得し、

2011 年度も認証を継続しています。また、SIA、SOA、SRD

の 3 社では、2009 年度より統合認証を取得しています。各社

は教育、訓練、特定施設の法令順守活動、内部監査など、汚染

の未然防止と環境負荷の低減に向けた取り組みを進めています。

　SIA は、2012 年 5 月 28 日（現地時間）に、ISO 認証機関で

ある DEKRAサーティフィケーションより国際規格「ISO50001」

認証を取得しました。ISO50001の認証取得は米国内の自動車

生産工場として初となるものです。

環境マネジメントシステム構築

　ISO50001はエネルギーマネジメントシステム（EnMS）にお

ける要件を規定し、エネルギー効率改善、コスト削減、エネルギー

パフォーマンス向上をはかる管理手法の国際規定として 2011年

に発行されたものです。SIA の認証取得は、継続的に取り組んで

きた省エネ活動や、業界をリードしてきた環境活動を示すものと

なりました。SIAではこれまでにも、ISO9001品質マネジメント

システム、ISO14001環境マネジメントシステムにおいても、米

国内の自動車生産工場として初の認証を取得しています。

　スバルグループでは、海外の関係会社の中で特に環境負荷

が高い北米の製造関係および販売関係の SIA、SOA、SCI、

SRD の 4 社が「北米環境委員会（NAEC）」を組織しています。

この委員会は年 2 回定期的に開催し、スバルグループ間の活動

事例の共有･水平展開を図り、効率的で合理的な環境活動を推

進しています。

　2011 年度は 6 月、11月に北米環境委員会を開催しました。

この委員会では、北米環境委員会各社の活動報告とともに日本

の環境委員会の活動報告も行い、グローバルな情報の共有化を

進めています。

　地球温暖化防止のため、北米各社さまざまな対策を推し進めて

CO₂ 総量の削減に努めています。2011年度の北米 4 社の CO₂

総排出量は 137,293ton-CO₂で、2010 年度の 140,303ton-

CO₂ に比べ約 2.1% 減少しました。

　生産量が増加する中、CO₂ 排出量を削減するため、北米各社

北米環境委員会

2011年度の実績

SIA の認証授与の様子
（左から）Tom Easterday (Sr. Vice President), Pierre Salle (DEKRA Certification, Inc.) 
Brent Lank (Energy Management System Administrator), Jim Edwards (Energy Specialist), 
Darring Spragg (Energy Manager), 大河原正喜 (President & CEO)
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新オフィス複合施設が
「LEED Silver 賞」を受賞

　2011年 11月に SOA の自動車部品訓練複合施設がオレゴ
ン州ポートランドにオープンしました。同施設では、環境を破壊
しない持続可能な施設建設が認められ、「LEED Silver 賞（エ
ネルギーと環境デザ
インのリーダーシップ
賞の銀賞）」を受賞し
ました。

クリーンな企業市民として認定
　SRD は、2011 年 6 月にミシ
ガン州より、クリーンな企業市民
として認められました。SRD は過
去 6 年間にわたり、この称号を
保持しています。また、SRD は
Clean Streams（清流を守る）プ
ログラムの地域パートナーの第 4
期参加企業として認められていま
す。

環境

　廃棄物発生量を削減するため、北米 4 社では 3R（Reduce、

Reuse、Recycle）活動を推進しています。

　SIAでは、カフェテリアから出た生ゴミ約 3トンを堆肥化しまし

た。できた堆肥は従業員へ配布され自宅のガーデンなどで活用

されています。

　SRD では、定期的な 5S デイ活動※1 を継続することにより、

リサイクル目標の達成を目指しています。5S デイ活動では、全従

業員に向けて毎月リサイクル

の実例／ヒントがメール配信

され、リサイクル研修も実施

しています。

廃棄物埋立量の推移
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※1　5S（Seiri ／整理、Seiton ／整頓、Seiso
／清掃、Seiketsu ／清潔、Shitsuke ／しつけ）

　北米 4 社は従業員の意識を高め、エネルギー資源を保護する

ため、アースディ・アースアワーに参加しています。

 　2011年 4 月、SOA の従業員は、地元の公園に古くからある

Saddler の森でのボランティアに参加し、遊歩道を清掃したり、

伸びた雑草を取り除いたり、ゴミや瓦礫集めを行いました。また、

SOA の西側に住む従業員は、Bluff 湖自然センターでの雑草を取

り除くボランティア

に参加しました。

　SIA は環境活動への積極的な取り組みが評価され、2009

年に「インディアナ環境スチュワードシップ活動」のメンバーへ

の正式な加入が認められました。2011年度は、73 社以上の

企業と1,000 人以上のメンバーに対し、SIA の環境スチュワー

ドシップ活動についてプレゼンテーションを行いました。また、

American Manufacturing Strategy から最も緑化が進んだ

工場に対して贈られる 「The Green Manufacturing 賞」を受

賞し、同賞の殿堂入りを果たしました。

その他の取り組み

廃棄物削減への取り組み

　2011 年度の北 米 4 社の埋 立 廃 棄 量は 372.0トンとなり、

2010 年度の 340.3トンに比べて約 9% 増加しました。これは、

大幅な操業の増加に伴うものです。

2011年度の実績

アースディ2011

環境指導・教育

廃棄物の3R活動
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コンプライアンス

コンプライアンス順守

　当社は、コンプライアンスを実践するための順守基準として、「企

業行動規範」と「行動ガイドライン」を定めています。これらは

全従業員が所持している「コンプライアンスマニュアル」で詳細

に解説されており、日常の行動の中での徹底を図っています。

コンプライアンスマニュアル

コンプライアンス・ホットラインカード

　当社はコンプライアンスに関する体制・組織および運営方法を

定めた基本規程として、2001年に「コンプライアンス規程」を

取締役会の承認を経て制定しました。

コンプライアンス規程

企業行動規範と行動ガイドライン

コンプライアンス体制と運営

　コンプライアンスを推進する全社的な委員会組織として「コン

プライアンス委員会」を設置し、重要なコンプライアンス事項

に関する審議・協議・決定、情報交換などを行っています。また、

各部門は、それぞれコンプライアンス推進のための実践計画（コ

ンプライアンス・プログラム）を毎年度策定し、継続的・計画的

な自主活動を進めています。

コンプライアンス体制・組織と運営

　当社およびグループ企業などで働く従業員などはグループ内の

コンプライアンスに関する問題を発見した場合、上司を通じて解

決する方法のほかに、「コンプライアンス・ホットライン」を利用し

て「ホットライン・デスク」に相談することができます。

　「ホットライン・デスク」は、当社内に設置されており、規則に

基づいて任命された従業員が、郵送・電話・E メールによる通報

を直接受け付け、事実調査や対応にあたります。通報者の所属・

氏名は、通報者の同意がない限り厳格に秘匿され、通報したこと

により不利益を受けることがないよう十分配慮されます。

　2008 年 4 月から、この制度に外部事業者による通報受付窓

口を追加し、受付時間の拡大と通報者の氏名・所属の秘匿性強

化を図るなど、さらに使いやすい制度とするよう努めています。

コンプライアンス・ホットライン制度

コンプライアンス・ホットライン（相談・解決の流れ）

相
談
者

外部窓口 通
報
対
象

相談

報告

相談

報告

調査・対処
の実施
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専門の相談員
（産業カウンセラー）が
対応します。

匿名化
して報告

調査結果・
対応などの
連絡
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個人情報の保護

　当社では、個人情報保護法施行に合わせて、社内体制や規程

類を整備し、プライバシーポリシーを公表するなどの取り組みを

行ってきました。特に、国内販売特約店では、お客さまの個人情

報を直接かつ大量に取り扱うことから、販売特約店ごとに社内体

制の整備を徹底するとともに、全販売特約店共通の「SUBARU

特約店スタッフのための個人情報保護ハンドブック」を作成・活

用し、従業員一人ひとりが個人情報保護に関して正しく理解する

よう努めています。

SUBARU 特約店スタッフのための個人情報保護ハンドブック

コンプライアンス研修

コンプライアンス事例集100 選関連会社向けコンプライアンスハンドブック

2011年度コンプライアンス活動実績概要

　コンプライアンスの徹底には、当社だけでなく、グループの企
業全体が歩調を合わせて取り組む必要があり、2011年度にはグ
ループ企業の従業員を含めて約 2,200人が法務部や人事・教育部
門の主催するコンプライアンス研修・実務法務研修に参加しました。
　さらに各部門・グループ企業においては、実務計画（コンプライ
アンス・プログラム）に独自の教育計画を織り込んでおり、上記
研修とは別に業務上重要な法令の勉強会やコンプライアンス啓発
研修を実施することで補完、それら研修の講師には法務部員を派
遣し内容の充実を図っています。
　また当社では、コンプライアンスの日々実践を推進するため、当
社のみならず、関係会社や国内スバル販売特約店向けに特化した
ものも含め、さまざまな支援ツールの作成・提供をしています。そ
して緊急度の高い情報では、「コンプライアンス情報」をタイムリー
に配信することで、グループ全体の注意喚起に取り組んでいます。

私たちの取り組み	 コンプライアンス活動

　2011年 8 月10 日に東京国税局による税務調査の過程で当
社のエコテクノロジーカンパニー クリーンロボット部の不適切な
経理処理が指摘を受けました。
　これを受けて、弁護士、会計士を加えた社内調査委員会を発
足させ、外注取引先を含めた資金の流れの解明や関係者への聴
取を進めた結果、元クリーンロボット部長の指示によってクリーン
ロボット部業績の粉飾などの不正経理が行われていたと同時に、
経済産業省、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）、科学技術振興機構（JST）からの委託事業・補助

金事業に関する不適切な請求が行われていたことが判明しました。
　この件については、経済産業省をはじめとする関係省庁に報告
し、不適切に請求した委託事業、補助金事業からの助成金は、
第三者調査委員会および関係省庁などの確認・判定に基づき返
還します。
　株主および取引先の皆さま、関係する皆さまに多大なるご心配
とご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。今回の
件を受け、内部監査部門の体制を見直すとともに、コンプライア
ンスの更なる強化をはかるなど再発防止に努めてまいります。

クリーンロボット部における不正行為について

個人情報保護への取り組み
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情報公開

　当社では、個人の投資家の方々を対象とした会社説明会を開催
しています。当社の歴史から最近の業績まで、わかりやすくご説
明させていただくとともに、質疑応答などにより当社への理解を
深めていただくよう努めています。

　当社では、株主さまを対象とした「株主様工場ご視察会」を実
施しています。このご視察会は、株主の皆さまに当社生産活動の
生きた現場をご覧いただき、当社の企業方針や日頃の生産活動
に対するご理解を深めていただくことを目的としています。
　工場ご視察会後には、株主さまから貴重なご意見を承るために、
質疑応答の時間を設けています。当社役員とのコミュニケーショ
ンを図っていただくとともに、いただいたご意見を今後の課題と
して社内で検討し、改善に役立てています。

　当社のホームページには「株主・投資家の皆様へ」のページを

設けて、当社の最新 IR 情報を提供しています。また、ご登録い

ただいた皆さまに、決算情報などの IR に関する新着情報をメー

ルにてお届けしています。IR メール配信（無料）には現在 900

名余りの方が登録されています。さらに携帯電話向けサイトも開

設しています。

　また、当社の IR サイトは日興アイ・アール株式会社が主催す

る「2011年度全上場企業ホームページ充実度ランキング」（対

象企業約 4,000 社）で、5 年連続で業種別 1位に選ばれたほ

か、ゴメス・コンサルティング株式会社の「IR サイト総合ランキン

グ 2012」でも 6 年連続で業種別1位となりました。

webサイトでの情報開示 個人投資家向け説明会

「株主様工場ご視察会」の開催

株主・投資家の皆さまへの情報開示

　群馬製作所では 2011年 7 月、スバル３６０やＲ‐２などの車

両を用いて街頭パレードを行いました。懐かしい名車に夢中にな

る大人の方、珍しそうに車の中を覗き込むお子さまなど、大勢の

方にパレードを見ていただきました。パレードにあわせて団扇を

配るサービスも行い、街頭の皆さまに喜んでいただきました。

太田祭りに参加

FINANCIAL REPORTホームページ

お客さま・地域の皆さまとのコミュニケーション

V O I C E

光野浩司
総務部主査

株主さま、投資家の皆さまには日頃よりご支援を

賜り深く感謝申し上げます。私どもは皆さまに積極

的な情報開示を行っていくことにより、当社へのご

理解を深めていただくよう努めております。そのた

めにホームページの充実を図り、読みやすい資料

をご提供するとともに、株主さまを対象する工場

ご視察会を実施し、当社の生産活動に対するご

理解を深めていただいております。

最新 IR 情報は当社ホームページをご覧ください。

http://www.fhi.co.jp/ir/index.html

情報公開
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調達

調達

調達基本方針
当社では以下の基本的な考えのもと調達活動を推進して
います。

❶ コンプライアンス&グリーン調達
私たちは、人・社会・環境の調和を目指した調達活動を行い、法
令・社会規範の順守と環境保全に配慮した取引に努めます。

❷ ベストパートナーシップの構築
私たちは、信義誠実の原則に従った相互信頼の取引関係を基本
として、お取引先様と「WIN-WIN」の関係を築いていきます。

❸ フェアでオープンな取引先の選定
お取引先様の選定にあたっては、国内外すべての企業に広く
門戸を開き、常に公平・公正を期すとともに、品質・コスト・
納入・技術開発・マネジメント・環境の 6 つの視点から最も優
れた物品・サービスの調達に努めます。

スバルサプライヤー CSR ガイドラインの概要
本ガイドラインは、日本自動車工業会が策定した「サプライヤー
CSR ガイドライン」をベースに、当社の CSR 方針を織り込ん
でスバル自動車部門のお取引先向けにまとめたものです。お取
引先の CSR の実践にお役立ていただくとともに、お取引先の
仕入先も含めてCSRを展開・推進いただくことを期待しています。

＜スバルサプライヤー CSR ガイドライン 5 項目＞
❶ 安全・品質
●	消費者・顧客ニーズに応える製品・サービスの提供　
●	製品・サービスに関する適切な情報の提供　
●	製品・サービスの安全確保　●	製品・サービスの品質確保

❷ 人権・労働
●	差別撤廃　●	人権尊重　●	児童労働の禁止　●	強制労働の禁止　●	賃金
●	労働時間　●	従業員との対話・協議　●	安全・健康な労働環境　●	人材育成

❸ 環境
●	環境マネジメント　●	温室効果ガスの排出削減　
●	大気・水・土壌等の環境汚染防止　●	省資源・廃棄物削減　
●	化学物質管理　●	生態系の保護

❹ コンプライアンス
●	法令の遵守　●	競争法の遵守　●	腐敗防止　
●	機密情報の管理・保護　●	輸出取引管理　●	知的財産の保護

❺ 情報開示
●	ステークホルダーへの情報の開示

　当社では CSR 活動をサプライチェーンの皆さまとともに推進し
ていくため、安全・品質、人権・労働、環境、コンプライアンス、
情報公開の各項目を織り込んだスバルサプライヤー CSR ガイド
ラインを発行し、スバル自動車部門のお取引先に展開しました。
各項目の多くはスバルとお取引先との信頼関係の中で日常的に培
われてきた内容ですが、改めて文書化することによってスバルの
CSR の考え方をより明確にご理解いただき、お取引先の CSR
の実践にお役立ていただくことにより、サプライチェーン全体を通
しての CSR 対応を図ります。
　また、スバル自動車部門に続き、航空宇宙カンパニーや産業
機器カンパニーにおいても、サプライヤー CSR ガイドラインの
発行を準備中です。当社では今後も CSR 調達の取り組みを推進
していきます。

　当社は企業理念の実現のため、高品質で環境にやさしくコスト

パフォーマンスに優れた部品や原材料、設備の調達を目指してい

ます。そのためには、お取引先と当社が対等な立場で相互に信頼

し、切磋琢磨し、共存共栄できる関係をつくることが重要だと考

えています。

調達の基本的な考え方 CSR調達の取り組み

お取引先との共存共栄の関係づくり

　当社では従来より、独占禁止法、下請代金支払遅延防止法な

どの調達業務に関連した法令の順守に取り組んできました。また

2007 年 6 月に経済産業省が公表した「自動車産業適正取引ガ

イドライン」の適正取引推進活動も行っています。その一環として、

当社のサプライチェーンのお取引先を対象とした相談窓口を設置

しています。

適正取引の推進

適正取引推進相談窓口については、当社ホームページをご覧
ください。

http://www.fhi.co.jp/csr/mecenat/supplier.
html

スバルサプライヤー CSR ガイドラインについては、当社ホー
ムページをご覧ください。

http://www.fhi.co.jp/envi/csr/procurement.
html
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社会貢献

社会貢献の基本方針

社会貢献

　スバルグループの社会貢献は、輸送機器メーカーとして果たす

べきことを中心に取り組み、地域の皆さまに喜んでいただける存

在となることを目指しています。そして、社会貢献を企業風土とし

て根付かせ、真に心のこもった活動を行いたいという考えを社会

貢献方針に織り込んでいます。

　当社の産業機器カンパニー製である汎用エンジンは、世界中の

さまざまな使用環境で信頼される動力源として高い評価を得てい

ることから、世界各地での災害復興にお役立ていただいています。

　昨年の東日本大震災では、直ちに過去最大規模の寄付を決定

し、寸断された交通事情の中、当社の物流網を活用して被災 3

県のスバル車販売特約店本社までトラック輸送し、そこから現地

で活動された NPO 法人の皆さまに利用いただきました。震災直

後のライフラインの途絶えた被災地を照らす照明や、浄水用の動

力源として活用いただき、現在も停電に備えて公民館などに配備

されています。

　また当社グループのみならず、国内外の特約店からも多額の義

援金や支援物資の寄付をいただき、日本赤十字社などを通じて

災害復興に役立てていただきました。

　当社では、東日本大震災で被災した宮城県石巻市の青年会議

所と交流のある太田・桐生青年会議所からの要請に応え、当社の

主要な工場の所在地である群馬県太田市との協力で、被災された

方々の就労支援を実施しました。

　太田市は、市内の民間賃貸物件 100 世帯を 2 年間無償とする

入居支援を行い、当社がスバル車の製造業務の期間従業員とし

て採用を行うものです。

　石巻市へは、この他に当社が社用車として使用していたスバ

ルサンバー10 台や支援物資を緊急で無償提供することを決定し、

当社群馬製作所の社員が運転して現地へお届けするなど、心を

込めた支援活動を行いました。

主な復興支援活動

宮城県石巻市での就労支援

東日本大震災の復興支援活動

社会貢献方針
●	私たちは、科学技術やのりもの文化の発展、交通安全の普及に

貢献します。　
●	私たちは、ものづくりの楽しさ、大切さや尊さを知る、人づくりに貢

献します。
●	私たちは、私たちが活動する地域の発展に貢献します。　
●	私たちは、一人ひとりもよき市民として、社会に貢献することを互い

に応援します。

無償貸与されたサンバー

塵芥収集車 6 台を派遣

被災地へ運ばれる支援物資

被災地へ運ばれる発電機など

地域に感謝の気持ちを込めて
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乗り物文化の発展・交通安全の普及

モノづくり・人づくり

社会貢献

　本社では、年間を通じて10 件程度、修学旅行や社会科見学

で東京を訪れた中高生を対象に、会社見学の受け入れを行ってお

り、社会科学習の一助となることや、生徒の皆さまが将来の進路

を考えるきっかけづくりとなることを目指しています。当社の開発

～製造～販売や管理部門のさまざまな仕事内容を説明して、１台

のクルマがどのようにお客さまのお手元に届くのかをご理解いた

だき、それに携わる多くの人の仕事に興味を持ってもらえるように

工夫しています。

　生徒の皆さまからは、この仕事に就こうと思ったきっかけや、

仕事のやりがいに関する質問が多く寄せられ、最近では、ライフ・

ワークバランスや女性の活用といったことに興味をもたれる生徒

さんも増えています。

　宇都宮製作所では、環境への理解を深めてもらうことを目的に、

出前環境教室を開催しています。この活動は、宇都宮市内の小学

校 5 年生を対象に、当社の従業員が講師として出向き、実験や

授業を通して地球温暖化の仕組みや、環境についての理解を深め

てもらうことを目的としています。

　2011年度は 46 クラス（1,432 人）開催されました。活動を

始めた 2006 年から、累計で183 クラス（5,548 人）開催され

ており、地域に定着した活動となっています。また、当社には子

どもたちから、数多くのお礼のお手紙が寄せられました。

会社見学の受け入れ 宇都宮製作所の出前環境教室

　当社では交通安全を自動車メーカーとしての責務と考えており、

地域の交通安全への取り組みをはじめとしてさまざまな活動を実

施しています。

　各事業所では、警察や安全運転管理者協会などの協力のもと、

地域の皆さまを対象としたヤングドライバー研修を行ったり、事

業所に白バイ隊員を招いて、オートバイの安全運転講習会を開催

しています。また、事業所周辺の通学路などで街頭交通指導を実

施するほか、さまざまなイベントを通じて交通安全・事故防止の

ための活動を推進しています。

　さらに、従業員に対しても長期連休前をはじめ、折に触れて交

通事故防止の啓発を行うなど、交通社会の一員としての意識付け

を積極的に行っています。

　スバルビジターセンターは 2003 年 7 月15 日にオープンし、

工場見学などで矢島工場に来訪されるお客さまにスバルの歴代

のクルマや世界記録を樹立したクルマ、スバルの個性的な技術や

環境への取り組みなどを展示し、紹介している施設です。2011

年度は 67,494 名のお客さまにご来場いただきました（昨年は震

災のため 4 月～ 9 月は閉館）。

交通安全運動 スバルビジターセンター

スバルビジターセンター

 特集2 スバルの次世代育成・キャリア教育の取り組み▶　P17

見学の申し込み（10 名～ 200 名）、スバルビジターセンター
の詳細については、当社ホームページをご覧ください。

http://www.subaru.jp/about/showroom/vc/
index.html

通学路での交通安全指導 ヤングドライバー研修

子どもたちからのメッセージ会社見学の様子
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　スバル地域交流会で実施し

ている「ふれあいコンサート」

ではタオル、石鹸、日用品な

どをお客さまよりお持ちいた

だき、それらを福祉協議会へ

寄付する活動を行っています。

チャリティコンサート

地域貢献

ボランティア支援活動

　当社では社会貢献方針に、従業員一人ひとりが市民として行う社

会貢献活動を応援することを明記しています。これは、従業員が積

極的に社会貢献の意識を持つことにより、社会に貢献する風土を

全社に根付かせることを目的としています。これを具現化する取り

組みとして、ボランティア活動をしている従業員を表彰する制度を

2006 年に創設し、2012 年 6月の第 7 回表彰式では 3 名の従業

員を表彰しました。

　また昨年度、当社では東日本大震災の被災地での支援活動に社

員が積極的に参加できるようボランティア休暇制度を導入しました。

第 7 回表彰式では震災支援特別賞を設け、被災地でボランティア

活動に取り組んだ14 名に感謝のメダルを贈りました。

　2011年 8 月17 日～ 30 日に群馬県吾妻郡で開催された「草

津夏期国際音楽アカデミー & フェスティヴァル」に、講師や受講

生、スタッフの移動車両として、スバル車 6 台を提供しました。

　このイベントは毎年 8 月に開催されており、若手音楽家の育成

のため、世界的に著名な演

奏家から指導を受ける機会

を設けているもので、併せ

て演奏家によるコンサート

も行われています。今後も

このような文化活動への支

援を検討していきます。

ボランティア表彰

社会貢献

　スバル地域交流会は当社群馬製作所とそのお取引先からなる

組織で、太田市と周辺地域住民との相互交流ならびに地域発展

を図り、「住み良い街」づくりに貢献することを目的としています。

　埼玉製作所では、「ぴかぴか北本お任せプログラム」と題し、

毎月１回、従業員による工場周辺の美化・清掃活動を行っていま

す。2011 年度も（酷暑時期を除く）毎月、多くの従業員が参加

しました。今後とも地域の美化活動への取り組みを継続してい

きます。

「スバル地域交流会」活動 地域清掃活動

文化活動支援

詳細については、スバル地域交流会ホームページをご覧ください。
なお、国内関連企業部会参画の（株）イチタン、桐生工業（株）、

（株）スバルロジスティクスの3社は本交流会の会員となってい
ます。

http://www.chiiki-kouryuukai.com/

「ぴかぴか北本お任せプログラム」

提供されたスバル車

授与式の様子

2011年度の主な活動
●	「花いっぱい運動」花の苗配布（6 月、9 月、12 月）
●	チャリティふれあいコンサート（9 月、12 月）
●	チャリティ& 親睦ゴルフ大会（11月）
●	地元出身落語家による落語 & 講演会（3 月）
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海外での取り組み

　SOAでは、児童の早期識字習得に重点を置き、多くの識字・

教育プログラムの支援を行っています。「Children’s Literacy 

Initiative」では、教職員や学校と連携して子どもたちが積極

的に学習と読書に励むことができるように働きかけています。

「Reading is Fundamental」では、児童向けの本の提供、家庭

での読書支援などを推進しています。

　SCI では、2011年 5 月 20 日～10 月10 日にオタワにあるカ

ナダ文明博物館で開催された「Japan： Tradition. Innovation.」

展に協賛しました。世界に影響を与えた職人技術で知られる日本

文化の歴史や、メインの展示のひとつ「スバル 360」も入場者の

目を楽しませました。この展示会には約 120 万人が訪れ、オタワ

およびハル地域の12 のホテルでは展示会の名前を印刷した1万

本のルームキーが用意され、大いに展示会を盛り上げました。

Subaru of America, Inc. での取り組み

Subaru Canada, Inc. での取り組み

社会貢献

　SOAでは、さまざまな食糧供給プロジェクトを通じて、地域の

食糧難根絶に取り組んでいます。2011年は、「Subaru Drive 

Out Hunger プロジェクト」や、ニュージャージー州とコロラド州で

実施している「Subaru Share the Love Gardens」などを通じて、

食品と生鮮品など約142.5トンを寄付しました。

　SCI では、社会の乳がんに対する認知とチャリティを目的として

開催されている「ミシサーガ・ドラゴンボート大会」に、2 チーム

が参加しました。

　2011年で第 8 回目となる大会では、SCI の両チーム同士の接

戦となり1-2 フィニッシュしました。このレースによるチャリティ活

動によって、ベティ・ウォレス女性健康センター宛てに 50,000 カ

ナダドルが寄付されました。

地域の食糧難根絶に向けて

ドラゴンボート大会に参加

識字・教育プログラムを支援

カナダ文明博物館の日本展に協賛

Children’s Literacy Initiative の様子従業員から寄付された食品をトラックに積載するSOA スタッフ

決勝で競い合うSCI の両チーム 展示会に出品された「スバル 360」
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Subaru of Indiana Automotive, Inc. での取り組み

Subaru Research & Development, Inc. での取り組み

社会貢献

　SIAでは 2011年 7 月、従業員とその家族が無料で医療サー

ビスを受けることができる施設「Health & Wellness Center」

をオープンしました。このセンターは We Care, TLC によって運

営され、初期治療のための医師、免許実務看護士、および正看

護士が派遣されています。

　SIA では、生 徒と教 師によるリサイクル 推 進プログラム

「S.T.A.R.S.」※1 を通じて環境活動を推進しています。このプログラ

ムは 6 年目を迎え、今年は各学校の CO₂ 排出量を削減するため

のアイデアコンテストを開催しました。優秀なアイデアには小学校

で1,000ドル、中学校には 2,000ドル、高校には 3,000ドルを

賞金として寄付しています。

リサイクル推進プログラム 従業員への医療サービス

リサイクルについて学ぶ児童 オープニング・セレモニーの様子

餅つき大会を楽しむ従業員ツアーに参加いただいた生徒と保護者の皆さま

※1　S.T.A.R.S. ：Students and Teachers Achieving Recycling Success

　SRD では 2012 年 1月 7 日、日本学生協会との共同で餅つ

き大会に参加しました。地域の皆さまと餅つきを楽しむとともに、

この大会に合わせて 500ドルの寄付を行いました。

　SRD では 2011年 12 月16 日、スバル車の製造と富士重工

業の歴史について知っていただくため、True Life Educational 

Home School の 4 才から16 才までの生徒とその保護者 40

名を工場見学に招待しました。1時間半にわたるツアーでは多くの

質問をいただき、さらにスバルブランドに親しみを感じていただ

きました。

工場見学に招待 餅つき大会を開催
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コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス

　また、取締役会および監査役会においては、重要な業務執行

の決定や監督および監査を行っています。取締役会は 7名によ

り構成し、うち1 名を独立性の高い社外取締役とすることでガ

バナンスの一層の強化を図っています。監査役会は監査役 4 名

により構成し、うち 2 名を社外監査役とすることで経営の監視

を客観的に行っています。さらに、経営の透明性を高めるために

公正かつタイムリーな開示を実施しています。

　1999 年 6 月、執行役員制を採用し、各事業の管理執行責任

を明確にしました。また、2003 年 6 月から取締役・執行役員

の任期を 2 年から1 年に短縮し、2004 年 6 月には取締役会

の決議に基づき、役員候補者の選定を行う役員指名会議と、同

じく役員の報酬、業績考課などの決定を行う役員報酬会議を設

置しています。

コーポレート・ガバナンス体制の一層の強化

コーポレート・ガバナンス体制

代表取締役

経営会議

執行役員

会計監査人

監査役会
（社外監査役含む）

内部監査部署
（監査部）

取締役会

役員指名会議

役員報酬会議

各種委員会

リコール委員会

輸出管理委員会

コンプライアンス委員会

ＣＳＲ委員会

環境委員会

共通部門・自動車部門・各カンパニー・グループ会社

株主総会

　内部統制は、企業目的を達成するために欠かせない仕組みで

あり、経営者には内部統制を構築するとともに、その有効性と効

率性を維持する責任があります。具体的には、各事業の横串機能

を担う経営企画部を中心とした共通部門が各部門、カンパニーな

どと密接に連携して、リスク管理の強化を図っています。

　また、監査部が各部門およびグループ各社の業務遂行につい

て計画的に監査を実施しています。さらに、当社では、内部統制

グループ全体での内部統制システムを強化

内部統制システム構築

システムの整備に資するため、リスク管理のもっとも基礎的な部

分に位置づけられるコンプライアンスの体制・組織を整え、運用

しています。また、2007 年 2 月15 日に金融庁企業会計審議会

から公表された「財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基

準」に対応し、①業務の有効性・効率性、②財務報告の信頼性、

③事業活動にかかわる法令等の順守および④資産の保全を図る

ため、グループ全体での内部統制システムの整備を継続的に強化

しています。

コーポレート・ガバナンス体制
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リスクマネジメント

　企業の事業活動に何らかの負（マイナス）の影響を与える不確

定要素のことをリスクと捉えますが、このリスクにはさまざまな領

域のものがあります。その中でも、とりわけ経営に重大な影響を

及ぼすもので、かつ通常の意思決定ルートでは対処困難なほど「緊

急性」を求められるものが「クライシスリスク」です。

　当社では、このクライシスリスクをさらに自然災害、事故、内

部人的要因、外部人的要因、社会的要因（国内・海外）、コンプ

ライアンスリスクに分類し、各々の緊急事態発生時に対応したマ

ニュアルを作成しています。そして、このマニュアルをもとに、リ

スク発生認知後の情報の伝達経路や対策本部の設置など、最適

な方法による対応を図っています。

　さまざまな緊急事態の発生時にも、お客さまへのサービスの

低下やマーケットシェアの縮小、企業価値の喪失を最小限に抑え

ることを目的に、当社の事業継続や早期復旧を的確かつ迅速に

行うための BCP を策定しています。緊急事態の発生により、当

社の事業リソース（人的・物的・金的）が損傷を受けた場合には、

残存する能力を最大限に活用して、優先される事業の中断をミニ

マムレベルにとどめ、発生前の操業状態への早急な復旧を図りま

す。なお、緊急事態対応の基本方針を次のように定めます。

❶	生命・身体の安全を最優先とする。

❷	ステークホルダー（利害関係者）の利益の喪失、および会社の

価値の喪失を最小限とする。

❸	緊急事態においても、常に誠実、公正、透明を基本とする。

以上 3 つの基本方針を根底に、各事業単位で BCP を策定し、

事業継続の推進に取り組んでいます。

リスクを分類し適切に管理

各事業所単位でのBCP※1を策定

当社の緊急事態対応基本マニュアルと危機管理（防災）ガイドライン

東日本大震災を受けてのリスク見直し
東日本大震災を契機として主に初動対応に関して、BCP 整備
改定を進めています。併せてインフラ対応として、非常用発電
機の設置や、震災時の速やかな避難につなげるための避難誘
導放送と連動した感震計を各事業所に完備しました。
一方、調達リスク、生産リスク、物流リスク等事業復旧にかか
わる行動計画や地震リスクのヘッジ方法に関しては、現在リス
クの洗い出しなど、さまざまな検討を進めております。

※1　BCP：Business Continuity Plan（事業継続計画）
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　昨年は第三者意見のなかで主に以下の点を指摘させていただ
きました。

❶ 新中期経営計画において掲げられている「社会的課題の解決

に寄与する商品・サービスを提供する企業」と「さまざまなステー

クホルダーとのかかわりを大切にする企業」という目標と、その

下にある「お客さま・商品」「従業員」「環境」「コンプライアンス」

「情報公開」「社会貢献」「調達」「コーポレート・ガバナンス」と

いう CSR 活動 8 項目、さらには各項目にかかわる具体的な社

会的課題と取り組みの全体像を分かりやすく提示すること。

❷ 緊急事態対応基本マニュアル、危機管理ガイドライン、各事

業所単位で BCP（事業継続計画）に基づく対応が東日本大震災

時にうまく機能したのか、課題として明らかになった点はなかった

のかも含めて検証し、今後のリスクマネジメントに反映させること。

❸ 生物多様性の保全について、環境教育の実施や自社所有林の

保全にとどまらず、資源・部品調達に始まるサプライチェーン、さ

らには、使用、廃棄、再資源化・再生利用の段階も含めて、商品

のライフサイクルを通じて事業活動との関係を可能な限り定量的

に把握して、具体的な対応策を検討されていくよう、複数年をか

けて徐々に取り組まれていくこと。

❹ CSR レポートのなかで、お客さまから寄せられた意見や要望

が具体的にどのように活かされ、参考にされたのかがわかるよう

な工夫をされること。

　さて、今年の CSR レポートでは、以上の指摘に対して、❶に

ついてはより分かりやすく体系化が図られている、❷については

具体的な記述なし、❸については今後取り組んでいくことが宣言

されている、❹については具体的な記述なしとなっています。❷

と❹については、今後の工夫が引き続き期待されるところですし、

❸については今後数年の間に具体的な成果が見られるようになる

ことが楽しみです。

奥 真美氏 首都大学東京 教授

プロフィール
横浜国立大学経済学部卒業、同大学大学院国
際経済法学研究科を修了後、1993 ～ 98 年ま
で（財）東京市政調査会研究員、98 ～ 2006
年まで長崎大学環境科学部助教授を経て、現
在、首都大学東京・都市教養学部・都市政策コー
ス長・教授。エコアクション 21運営委員会委員。
専門は環境法・行政法。著書に『EC の環境法
制度と環境管理手法』（東京市政調査会）、『環
境法へのアプローチ』（成文堂）、『自治体環境
行政の最前線』（ぎょうせい）、『環境ビジネスハ
ンドブック』（中央法規）などがある。

第三者意見
　今年の CSR レポートにおいては、富士重工業が認識する社会

的課題が昨年よりも分かりやすく示されているのは前述のとおり

ですが、社会的課題には長期間に渡り不変のものもあれば、時

代や社会情勢とともに移り変わっていくものもあります。その時々

に、迅速に企業としての姿勢を明確にし、対応すべき課題を的確

にとらえて、それへの具体的な対応策をタイムリーに打ち出してい

くことも、企業としての社会的責任を果たすうえで重要なことです。

そうした喫緊の課題のひとつとして、具体的には、エネルギー／

電力の問題があります。特に東日本大震災をきっかけとして社会

的関心が高まることとなったエネルギー／電力問題をどのように

捉え、どのように対応してきたのか、今後はどのように対応してい

くのかをめぐり、企業としての姿勢が問われるようになっている

なかで、この問題を正面から捉えた特集なり、まとまった記述な

りが欲しかったと感じています。昨夏は、自動車業界として工場・

オフィスの平日一斉休業や出勤日のシフト等を行って電力需要の

削減に貢献したことは知られていますが、これまでの取り組みの

単なる延長線上ではなく、独自のエネルギー対策や省エネ対策と

していかなることを打ち出していくのかが問われているといえます。

(1) ネガティブ情報も含めた情報開示
　CSR レポートからは、自動車を主軸とした商品の開発・製造に

おいて、走り・環境・安全という 3 つの性能を同時に追求し高め

ていくという富士重工業の一貫した姿勢と強い思いが、存分に伝

わってきます。それだけに富士重工業がステークホルダーに対し

てアピールしたいポジティブ情報ばかりが一方的に記載されてい

る感も否めません。CSR レポートはステークホルダーとのコミュ

ニケーション・ツールであるという原点に立ち戻り、具体的にど

のような意見や要望がステークホルダーから上がって来ているの

かを踏まえたうえで、これまでの取り組みの成果とあわせて、い

まだ不十分な点やさらなる改善を要する点といったいわゆるネガ

ティブ情報も明らかにしていくことが求められます。そのことがよ

り一層の進歩と継続的な改善につながります。

(2) 環境ボランタリープランの比較可能性の確保
　今年度から 2016 年度までを対象とした第 5 次環境ボランタ

リープランが新たにスタートしたとのことで、環境面における今

後のさらなる取り組みが期待されます。CSR レポートにおいては、

昨年度までの第 4 次環境ボランタリープランに基づく実績の総括

がなされ、ほとんどの項目において目標が達成されたとの評価が

なされたうえで、新プランの概要と取組み計画が紹介されていま

す。今後、第 5 次環境ボランタリープランに基づく取組みを評価

するとともに、これまでの取組実績との比較可能性を確保してい

くうえでも、第 4 次と第 5 次のプランにおいて、見直しが図られ

た点や継承されている点はどこなのかが分かり易く整理され、紹

介されていたならば、より一層読者の理解を助けることになった

と思います。

求められる社会的課題へのタイムリーな対応

CSR レポートの全体をとおして

昨年の CSR レポートに対する第三者意見と
それへの対応状況の評価
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　首都大学東京 教授の奥 真美さまに、昨年に引き続き、第三
者意見をいただきました。
　客観的な評価からのご指摘を真摯に受け止めて、私たちの活
動の PDCA サイクルとつなげることで、富士重工業グループの
CSR の取り組みを一層深化させていきます。

　当社は、2010 年度に CSR 活動の推進体制を見直すとともに
8 つの項目をたて、それぞれ活動が具体化するよう定義づけを行
いました。今年のレポートでは、その活動を体系化して確認いた
だけるよう構成を工夫しましたが、その点を評価いただけたことは、
たいへん励みとなります。一方で、ステークホルダーの皆さまから
の意見の反映がわかりづらい、新旧環境ボランタリープランの比
較可能性の不足というご指摘もいただきました。第 5 次環境ボラ
ンタリープランで言えば、当社環境方針のもとで第 4 次環境ボラ
ンタリープランの総括・反省の上に立って策定しており、継続・一
貫した取り組みとの認識でおりますが、紙面の構成や説明に工夫

が足りていなかった点は改善につなげます。今後も CSR 活動全
体のコミュニケーションの充実や幅広い情報公開に努めます。

　東日本大震災の経験を踏まえてのリスクマネジメントの見直しに
ついては、緊急時における操業継続のための数々の対応策や足
下の省エネ・節電の実行に追われ、その後の将来へ向けた検証
や体制の見直しが十分とは言えませんでした。活動や取り組みの
ネガティブな点を自ら取り上げ改善を約束することもまた必要との
ご指摘とあわせて、CSR 活動に対する重要な視点と捉えて計画
への織り込みを検討していきます。

　エネルギー／電力問題などの社会的な課題への向き合い方は、
低炭素社会の実現に向けてクルマの燃費向上や工場の省エネな
どに継続的に取り組むことはもちろん、国民的議論を注視するな
ど、課題抽出の幅を広げるよう対処していきます。

第三者意見をいただいて

2011年度版からの改善

　当社の CSR 活動のベースとなる CSR 活動 8 項目に

沿って報告することにより、「活動の基準」と「報告の基準」

を揃え、課題と取り組みを把握していただきやすい構成と

しました。

CSR 活動 8 項目に沿った報告

　「2011 CSR レポート」のアンケートにご協力いただきま

して、誠にありがとうございました。

　お寄せいただいたご意見・ご感想は、 2012 年度版以降

のレポート作成に活かしていきます。

「2011 CSR レポート」アンケート結果について

　「文字が小さくて読みづらい」「報告の内容が多すぎて何

を伝えたいのかわからない」といったご意見を踏まえ、報

告の内容を絞り文字を大きめにすることで読みやすいデザ

インに改善しました。

重要ポイントを絞って掲載

　具体的な取り組みについては技術的な内容が多くなるた

め、わかりやすい図解や写真などを挿入することで、専門

知識を持たない方でも一定の理解をいただけるように改善

しました。

理解しやすい表現に整理

充実している 30%

まずまずである 40%
普通 16%

無回答 3％

やや足りない 10%
足りない 0%

2 特に関心を持たれた部分
 1位　特集1 交通安全への取り組み
　　　特集4 次代を担う子どもたちの育成
 2位　トップメッセージ
　　　特集3 クリーンな工場 大泉第5工場
　　　東日本大震災復興支援
 3位　従業員とともに

3 今後、内容の充実を望まれる情報や
　 当社の活動に関するご意見など
● ハイブリッドが主流となりつつある今、
   どのような考えを持っているのか知りたい。
● EVの現状をもっとリポートして欲しい。
● 職場環境の向上にさらに取り組んで欲しい。
● 防災面の取り組みを知りたい。
● 海外でも社会貢献活動していることをもっとアピールすべき。

1 本レポートをご覧になり、内容はいかがでしたか。

編集・発行
富士重工業株式会社　経営企画部
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